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　序章　At first




　東とう欧おうの小国エトリア。四方を山で囲まれたこの国には、他国とはまったく違ちがった事情があった。

　能のう力りよく者しやの存そん在ざいである。この国で生まれたもの、また長期間滞たい在ざいした人々の一部が、一いつ般ぱんに超ちよう能のう力りよくと言われる特とく殊しゆな能力を身につけるのだ。

　その原理は未だ解かい明めいされていない。科学者はこの土地の持つ特殊な電でん磁じ波はの影えい響きようであるとし、宗しゆう教きよう家かは悪あく魔まに呪のろわれた地と説明し、カバリストに代表される魔ま術じゆつ師しは精せい霊れい（または神）の祝しゆく福ふくであると言い、哲てつ学がく者しやは多次元と重なる境きよう界かい面めんの影響と宣のたまった。

　理由はどうあれ、能力者は確かく実じつに存在した。そしてそのことがこの国を大きく乱みだした。

　強力な能力者が圧あつ政せいを敷しき、さらに強い力を持ったもの、知ち略りやくに優すぐれたものが革かく命めい家かとして支し配はい者しやに取って代わる。

　さらには魔ま女じよ狩がりも大々的に行われ、多くの血が流れた。

　エトリアの歴史が『血の歴史』と言われる所以ゆえんである。

　現在の国家が成立したのは第二次大戦終了間ま際ぎわのこと。皮肉にも相あい次つぐ内ない乱らんのおかげで世界大戦に参戦せず、他のヨーロッパ諸しよ国こくが反ファシズムを掲かかげ最後の攻こう勢せいに出ているときに、エトリアは一足早く復ふつ興こう作さ業ぎようを行っていた。

　街の復興が終わると、現げんエトリア政府は能力者に対する二つの政せい策さくを実じつ施しした。その一つが現在でも続く能力者のランク分け制せい度どだ。

　能力者を物質に働きかける『サイコキネシスト』、精神に働きかける『テレパス』、空間に働きかける『テレポーター』の三つに分類。さらにそれぞれをＳ～Ｄの五段だん階かいに評ひよう価か、職しよく業ぎよう斡あつ旋せんのための一つの資し格かくとして認にん可かした。

　もう一つが超能力の研究だった。特殊能力のメカニズムを解かい析せきするという名目で各国から高名な科学者を招まねいた。その研けん究きゆう過か程ていから様々な技ぎ術じゆつが生まれ、それを活用すべく各国の大おお手て企き業ぎようが参入した。

　結果として科学技術のみならず、工業や医い療りようの分野においても世界トップレベルの技術を得るに至いたる。

　各企業の参入に伴ともない、職を求める多くの労働者の流入を招いた。むろん、その中には超能力に対する興きよう味み本ほん位いでの移い民みんも相当数いた。これにより国はさらに発はつ展てんすることになるが、それにも限げん界かいがあった。

　人口の増ぞう加かがついに企業側の採さい用よう人数を上回ってしまったのだ。増大した失業者の数はそのまま治安の悪化につながる。

　警けい察さつも必死の努力をしたが、すべての犯はん罪ざい者しやを逮たい捕ほすることはできず、また都市で戦争をすることはできないという理由で重じゆう武ぶ装そう化もできず、殉じゆん職しよく者しやを増ふやすだけだった。

　エトリア国家はこの事じ態たいに一つの方ほう策さくを打ち出した。犯はん罪ざい者しやに賞金をかけるという『賞金首システム』の導どう入にゆうと、軽度の武ぶ装そうと逮たい捕ほ権けんを持った民みん間かん企き業ぎよう『ハンターズオフィス制せい度ど』の導入だった。







　一章　New huntares




　エトリアの首都ミルティア。

　その中心部からわずかに外れた閑かん静せいな住じゆう宅たく地ちに、古びた建物がポツンと建っていた。

　歓かん楽らく街がいで働く若わか者ものたちが多く暮くらす一画だけあり、そのまわりは小さなアパートや雑ざつ居きよビルばかり。その中に建つ一戸建ての建物は実じつ際さい以上に小さく見える。

　壁かべにはびっしりと蔦つた草くさが生おい茂しげり、鉄てつ製せいの門もん扉ぴには赤あか錆さびが浮ういている。その古びた外観に似につかわしくない、真新しい看かん板ばんに『Ichijou huntare's office』と誤あやまったスペルで事じ務む所しよ名めいが書かれている。

　その極めて小さい弱小事務所の応おう接せつ室しつにて、クロウは目覚めた。

　寝ね起おき特有の倦けん怠たい感かんが全身を支し配はいしている。神しん経けいに紗しや幕まくがかかったような不思議な感覚。その向こう側に固く冷たい感かん触しよくがあった。

　──違い和わ感かん

　クロウはぼんやりした頭で、昨さく晩ばんのことを思い出す。

　副業のバイトが終わった後、事務所に戻もどりソファーの上で寝たはずだ。それなのに床ゆかの上のような感触がある。

　目を開けるとやはり床だった。視し界かいいっぱいにコンクリートの灰はい色いろが広がっている。

　事務所の床はリノリウム製せいだ。だとしたら、ここは事務所ではないのだろうか。

　ごろんと仰あお向むけになるとクロウの視界におかしなものが飛び込こんできた。

　リノリウム製の天てん井じようだ。なぜかそこには逆さかさまになったソファーとテーブルが置かれている。

　ソファーには幼おさななじみのアリスが座すわり、優ゆう雅がに紅こう茶ちやを飲んでいる。クロウの位置からはアリスのつむじがよく見える。

　いよいよおかしいと思い、横を向くと、そこには床から逆さまに生えたシャンデリアがあった。

　ようやくクロウは自分が天井で寝ていることに気がついた。

　頭を左右に振ふって眠ねむ気けを飛ばす。カクラロスウの名が示しめす通りの真っ黒な髪かみが大きく跳はねる。

　クロウの持つ能のう力りよくは重じゆう力りよく操そう作さ型がたサイコキネシス。重力ベクトルを操そう作さすることにより壁や天井にはりつける能力だ。

　どうやら寝ぼけて能力を発はつ現げんさせていたらしい事にクロウは気づく。

　能力による消しよう耗もうが極めて小さいため、使っていることを忘わすれてしまっていた。

　大きな欠伸あくびをすると、着ていた毛もう布ふを本来の床、クロウから見て天井に投げつける。クロウの能力下から離はなれた毛布は、通つう常じよう通どおりの重力に引かれて床の上にふわりと舞まい降おりた。

　クロウは天井の上で立ち上がり、ジャンプ。

「よっ！」

　ソファーの背せもたれを両手で摑つかむと、能のう力りよくを解かい除じよ。握あく力りよくでぶら下がっていた状じよう態たいから倒とう立りつへと移い行こうする。全身の体重が両りよう腕うでにかかり、肩かたから腕にかけての筋きん肉にくが一気に膨ぼう張ちようする。

　このままの姿し勢せいを保たもつとソファーが後ろに倒たおれるのは目に見えているため、両りよう脚あしを大きく振ふってソファーの後ろに着地した。

　天てん井じように溜たまっていた埃ほこりがクロウの動作で落ちてくる。隣となりで紅こう茶ちやを飲んでいるアリスが迷めい惑わくそうな顔になった。

「おはよう、アリス」

「……おはよう」

　クロウが挨あい拶さつをしてもアリスは迷惑そうな表情のままだ。片かた手てを振って埃を追い払はらっている。

　クロウが回り込んでアリスの隣に腰こし掛かけると、こげ茶色の瞳ひとみにギロリと睨にらまれた。

　アリスはクロウより背が高く、姿勢もいい。その上パンツスーツを完かん璧ぺきに着こなしているため、とてもクロウと同い年には見えない。

　隣に並ならぶとその差は歴然だ。

「寝ね臭ぐさい。昨日から着き替がえてないでしょ。顔洗あらって、歯も磨みがいてきて」

　刺とげ々とげしい言葉が、幼おさななじみの口から出てきた。幼いころから家族同然に育ってきたせいか、アリスの物言いには遠えん慮りよというものが存そん在ざいしない。

　クロウは苦笑いを浮うかべつつ席を立った。

　隣の給湯室に付ふ属ぞくしたシャワールームで体を洗うと、髭ひげ剃そりなど簡かん単たんに身み支じ度たくを行う。

　食しよつ器き棚だなの中から洗せん濯たくしたシャツを取り出し、袖そでを通していく。その上から仕事道具でもあるホルスターを身に付け、愛用の自ガ動バ式メ拳ン銃トを差し込む。腰こしの後ろには予よ備びとして回Ｍ転１式９拳１銃７を差す。ベルトには専せん用ようの金具がついており、その先には手しゆ榴りゆう弾だんがアクセサリーよろしくぶら下がっている。

　ハンターズオフィスに所属するバウンティハンターとしては、むしろ軽けい装そうな類たぐいだ。

　ハンガーにかかった上着には流星をかたどった社章と、鉄てつ槌ついを意い匠しよう化かした胸章バツジが付けられている。その上着を羽は織おると、物ぶつ騒そうな装備のすべてがきれいに隠かくれてしまう。

　現あらわれたのはまだまだスーツに着られている、頼たよりない少年の姿すがただった。

　実じつ際さいには高校を卒業後まだ一年ほどしか経たっていないため、少年と青年の間ぐらいの歳としなのだが、東洋人特有の幼い顔つきと、日本人としてもやや低い身長のせいで、白人社会であるエトリアでは子供と見なされてしまうことが多い。

　応おう接せつ室しつに戻もどると、副所長兼けん会計のアリスが長い髪かみを丁てい寧ねいに梳とかしていた。先ほどの埃がまだ気になるらしい。

　少々嫌いや味みったらしく感じるのは、クロウの気のせいだろう。

　テーブルの上には目玉焼きが載ったトーストとサラダ、湯気を立てるコーヒーが置かれている。クロウがシャワーを浴あびている間に準じゆん備びしてくれていたようだ。

　クロウはアリスの隣となりに腰こし掛かけると、コーヒーを一口飲む。豊ゆたかな香かおりと上品な苦味が口内を満たしていく。東とう欧おうに位置するエトリアでは珍めずらしい、アメリカンカリタ式コーヒーだ。

　紅こう茶ちやよりもコーヒー、その中でも特にアメリカンが好きなことを知っているアリスならではの気き遣づかいだ。

「ありがとう」

　自然と口を衝ついてでてきた感謝の言葉に、アリスはウィンクで返す。その仕草は年とし相そう応おうの少女そのものだ。

　水で戻もどしたカップ麵めんが主食のクロウにとって、この朝食だけが唯ゆい一いつまともな食事だ。

　おいしそうにトーストを頰ほお張ばるクロウの姿すがたを眺ながめ、アリスは皮肉な微び笑しようを浮うかべた。

「それにしても、天てん井じようで寝ねるなんて器用ね」

　アリスの皮肉に、クロウはわずかに困こまったような顔になった。

　そう言えば、なんで天井で寝ていたのか理由が思いつかない。確たしかに昨さく晩ばんはソファーで寝ていたはずなのだが……

「本当に、なんであんなところにいたんだろうね」

　小首を傾かしげるクロウに、アリスは呆あきれたような表情になった。

「覚えてないの？　私が起こしたら、天井まで歩いて行ったんじゃない」

　言われてクロウも困った。まさか、寝ぼけて天井に避ひ難なんしたとは思わなかった。

　クロウはただ苦笑いを浮うかべることしかできない。とりあえず話をごまかすために、トーストにかじりつく。

　クロウがトーストを食べ終える頃ころ合あいに、時計のチャイムが鳴る。就しゆう業ぎよう時じ間かんの開始を告げる音だ。同時に事じ務む所しよの玄げん関かんが開け放たれる。

　現あらわれたのは小こ柄がらな少女だった。

　白はく磁じの肌はだに腰こしまで伸のびた金色のくせっ毛が映はえる。一いち応おうスーツ姿すがたなのだが、本人の趣しゆ味みでタイトスカートではなく、プリーツスカートを穿はき、襟えりには赤いリボンが結ばれている。日につ射しや病びよう予よ防ぼうの麦わら帽ぼう子しを指先に引っ掛かけたその姿は、どうみても学生そのものだ。

　眠ねむたげな青い瞳ひとみが、事務所の所長と副所長を見み据すえた。

「おはよう」

　声もどこか眠たげだ。苦笑しながらクロウが挨あい拶さつを返す。

「おはよう、ソフィアちゃん」

　就業時間ちょうどに出社してきた少女、ソフィアはそのままアリスの対面に座すわった。

　ソフィアの目の前にため息混まじりでアリスが紅茶を出す。淹いれてからかなり時間がたっているにもかかわらず、ポットから注がれたお茶は湯ゆ気げを立てている。

　ソフィアが礼を言って紅こう茶ちやを一口飲む。彼女は持ってきたカバンから雑ざつ誌しを取り出し、お茶を飲みながらページをめくっていく。

　ソフィアが見ているのは日本のアニメ雑誌だ。文字すべてが日本語であることから、わざわざ取り寄よせたものだということが知れる。

　極度のアニメ好きの彼女は出社すると必ずアニメ雑誌か漫まん画がを読む。頭の中に仕事の文字が存そん在ざいしていないことは明白だ。

　アリスが額ひたいに手を当て、文もん句くを言いたいのを必死に我が慢まんしていた。

　ソフィアは後こう方ほう支し援えんに特化したテレパスだ。それも最高位であるＳランク。事じ務む所しよにとって生命線ともいえる存在だ。

　その上、彼女の父親はこの事務所のパトロンだ。かわいい我わが子のためならと、無む償しようで多た額がくの経けい済ざい的てき援えん助じよをしてくれている。

　そのため、たとえ副所長のアリスであっても、あまり強く注意できない。

　本当は所長であるクロウが注意をしないといけないのだが、元より気弱な彼にはそれができない。

　今もアリスが視し線せんで「さっさと注意しろ」と催さい促そくしているが、クロウはこれを気づかないふりをしてやり過すごしていた。

　そんな二人のやりとりを知ってか知らずか、ソフィアは吞のん気きに欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「ねぇ、クロウ。ちょっと試したいことがあるんだけど」

　そう言ってソフィアはカバンの中から二つの缶かん詰づめを取り出す。

「豆とピーチを合わせたものって、どんな味がするか興きよう味みない？」

　実に子供っぽい笑みを浮うかべながら、ソフィアは豆の水みず煮にと桃ももの缶詰を差し出した。

「甘あまい豆にしかならないと思うよ」

　引きつった笑みを浮かべながらクロウはもっともな感想を口にした。

　出身が日本ということで、ソフィアはクロウを同好の士だと勘かん違ちがいしている。そのおかげで仲良くなったが、こういう絡からまれ方はクロウには迷めい惑わくでしかない。

「そっか。じゃあジャムにでもしよっかな……お砂さ糖とうたっぷりジャムにしよ～♪」

　相変わらず何を考えているのかわからないソフィアに二人ともため息をついた。

「オーッス」

　しばらく間を置いて、一人の青年が入ってきた。青年とは言ってもクロウとほぼ同い年ぐらいだ。

　東とう洋よう系けいののっぺりとした顔立ちに釣つり上がった目。逆さか立だった短たん髪ぱつは銀色に染そめられている。クロウと同じスーツ姿すがただが、こちらは大きく着き崩くずしている。派は手で派は手でしいヒョウ柄がらのシャツのせいでハンターよりもチンピラに見える。

　事務所の最後のメンバー、ナジャだった。

「ナジャさん、おはようございます」

　メンバー中最年長ということで、クロウはナジャに対して敬けい語ごを使っている。

「おう、おはよう」

　一いち応おう所長であるクロウに対しては敬語を使うべきだが、ナジャはそれを無む視ししていた。スラム育ちの彼は、敬語の使い方を知らない。

「なんか楽しそうだな。なんの話してたんだ？」

　遅ち刻こくの謝しや罪ざいもなく、ナジャが問う。

「缶かん詰づめの話よ」

　簡かん単たんに説明すると、ソフィアは缶詰をカバンにしまい込こむ。

「フーン」

　興きよう味みなさげに相あい槌づちを打つと、ナジャは自分の席についた。そのまま背せもたれに体重をかけリラックスした状じよう態たいになる。

　視線で机つくえの上を確かく認にん。自分の飲み物がないぞ、とアリスに視線で抗こう議ぎする。

　ナジャの視線の意味を正せい確かくに理り解かいしたアリスの眉まゆがピクンと跳はね上がった。

　彼女はヤカンを手に取る。先ほどクロウにコーヒーを淹いれるために使ったものだ。

　完全に冷めきったはずのヤカンの注ぎ口から、突とつ然ぜん大量の湯ゆ気げが噴ふき出す。内ない圧あつの高まりからヤカンの蓋ふたまで軽けい快かいな音おん律りつを刻きざみ始めている。

　コンロにかけることもなく、ヤカンの水が沸ふつ騰とうしていた。これがアリスの能のう力りよく、発火型サイコキネシスだ。

　本来は大だい規き模ぼな破は壊かいをまき散らす能力なのだが、修しゆう練れんに次ぐ修練が、水を瞬しゆん間かん沸騰させるという微び細さいなコントロールを可能にしている。神がかった制せい御ぎよ力りよくがなせる匠たくみの技わざだが、やっていることは地じ味み過すぎて事務所員の誰だれも驚おどろかない。

　沸騰した液えき体たいがマグカップの中に注がれる。差し出されたカップをみつめ、ナジャは困こん惑わく顔がおになった。

「なんだこれは？」

「見て分からないの？」

　マグカップの中身は茶葉を使わないお茶、または豆を使わないコーヒー、通つう称しようお湯で満たされていた。

　確認のためにまわりを見てみるが、全員ちゃんとした飲み物が入っている。

「なぜ俺だけお湯？」

「前にも言ったでしょ。遅刻しなければお茶でもコーヒーでも淹れてあげるって」

　二人の視線が空中でぶつかるが、すぐにナジャの視線が外された。分ぶが悪いことを重々承しよう知ちしているのだ。

　不ふ貞て腐くされたようにナジャがカップに口をつける。

「アチャッ！」

　カップの中身は信じられないほどの温度だった。溢あふれ出る湯ゆ気げで隠かくされていたが、よく見るとお湯の温度だけでカップの中に熱対流が起きている。その奥おくには青い炎ほのおが灯り、温度を下げないようにしている。

　ナジャが視し線せんをあげると、アリスのシニカルな笑みとぶつかった。

「チッ！」

　ナジャは苦々しげにカップを机つくえに置く。彼にしてもアリスが事じ務む所しよ最強の使い手であることを理り解かいしているため、安あん易いに暴ぼう力りよくに訴うつたえられないことを知っている。

「で、今日の仕事は？」

　待たい遇ぐう改かい善ぜんを諦あきらめたナジャは、話題を変えることにした。

「あるわよ」

　待ってましたといわんばかりにアリスが笑みを見せる。

　アリスが笑顔のまま椅い子すの下にあるカバンから、目的のものを取り出した。重い音とともに机の上に紙の束が載のせられる。印刷された文字は明らかに広告用のものだ。

「チラシ、配ってきて」

　ナジャの顔が引きつる。

「またかよ!?　護ご衛えいとかがないのは仕方ねぇが、せめて軽けい犯はん罪ざい者しやの捜そう索さくとか、賞金稼かせぎらしい仕事はないのか？」

　犯罪者の多いここエトリアであっても、賞金首の捜索だけで糊こ口こうをしのげるほど犯罪件けん数すうは多くない。むしろ犯人捜索のノウハウを生かした捜索や護衛といった仕事をこなすことが多い。

　しかしそれは大手のみ。ここイチジョーハンターズオフィスのような弱小事務所にはそんな上等な仕事は回ってこない。

　割のいい仕事を得るためには名をあげることが必要になり、そのためには大手事務所のサポートにつくか、賞しよう金きん額がくの低い軽犯罪者を捕つかまえるしかない。

　しかしハンターズオフィスの数は国内で六百以上存そん在ざいしているため、逮たい捕ほするには運か情報料が必要になる。

　大手のサポートにつくのがもっとも無ぶ難なんな稼ぎ方なのだが、クロウたちが若わかすぎるためにどこも信用してくれない。結局自分たちで仕事を作るしかないのだ。

「チラシを配りながら軽犯罪者を探さがせばいいでしょ。それで何度か成せい功こうしてるじゃない」

「この半年でたった三件けん。しかもその内一件は賞金設せつ定てい前まえの万引き犯じゃねぇか」

　ナジャが天てん井じようを見上げて嘆なげいた。もっとマシな仕事がしたいと思うのは零れい細さい企き業ぎよう共通の悩なやみだ。

「別にいいじゃない。ハンターの本ほん懐かいは正せい義ぎの執しつ行こうでしょ。それにそういうところで名前を売って客きやく寄よせするんじゃない」

　意地の悪い笑みを浮うかべながらアリスがチラシの山を叩たたく。

「じゃ、チラシ五百枚お願いね」

　悪あく魔まの宣せん告こくがなされた。

「な!?　一人でやれってのかよ！」

「当然でしょ。ソフィは連れん絡らく要よう員いんだし、私とクロウは必ひつ需じゆ品ひんの買い出しがあるからそんなにこなせるわけないじゃない。それともクロウの代わりに私と来る？」

　ナジャは一いつ瞬しゆん考えた。一人でチラシを配るより、女の子と一いつ緒しよの方が楽しそうだ。だが相手はアリス。魔ま女じよと一緒の買い物など、願い下げだ。

　ナジャは返事もせずチラシを手に取った。アリスが満足げに頷うなずく。

「それじゃ、仕事を始めましょうか」

　アリスの宣言とともに四人はそれぞれ動き出した。




　雑ざつ居きよビルの一室にて、四人の男たちがたむろしていた。全員二十代から三十代ほど。スーツを着てはいるが、全員目つきが悪く、堅かた気ぎの人間には見えない。

　それもそのはず、彼らはマフィアの構こう成せい員いんなのだ。

　集まっているのは、ここ十年ほどで急成長した新しん興こうマフィアの事じ務む所しよ。

　他のメンバーは頻ひん発ぱつする他事務所との小競り合いに出で払はらってしまっている。

　居い残のこり組のうち、リーダー格かくの男が事務机に座すわり、雑ざつ誌しを広げていた。ボスからも信用される幹かん部ぶの一人だ。

　そのすぐ横に、残りの三人が座り、ポーカーに興きようじていた。

　全員イカサマを使えるほどの器用さもなく、カードゲームにおける定じよう石せきも知らないため、戦せん況きようは完全に膠こう着ちやくしていた。

　その戦況を横目で確かく認にんしながら、リーダー格の男は鼻で笑った。全員下へ手た過すぎる。あの場に自分が加われば、圧あつ勝しようできるだろう。無む論ろんイカサマで。

　隣となりでバカにされているとも知らず、部下の男達はカードをめくり、ワンペアやツーペアで騒さわいでいる。

　バカにしきった視し線せんを手元の雑誌に戻もどすと、視界の端はしを黒い影かげが横切った。反はん射しや的てきに視線がその影を追う。

　影の正体は蜂はちだった。大きさは街中で良く見るミツバチほど。いや、もう少し小さいだろうか。

　蜂は男たちを威い嚇かくでもするかのように、唸うなるような羽は音おとをあげて飛び回っている。事務所内の窓まどや扉とびらは閉しまっているため、出入り口はない。あるとすれば換かん気き扇せんの隙すき間まぐらい。

　ポーカーをしていた男の一人が、蜂の存そん在ざいに気がついた。

「何だこいつッ！　あっち行け！」

　男は片かた腕うでを振ふって蜂はちを追い払はらおうとしていた。その動きで残りの二人も蜂の存在に気がついた。

「おい、止めろ！　そんなことして蜂を刺し激げきしたら、刺さされるだけじゃねぇか」

「で、でも……」

　リーダーの叱しつ責せきに男は不満そうに口を尖とがらせたが、それ以上何も言わず席に落ち着いた。そんな男を他の二人がゲラゲラ笑ってからかう。

「痛いたッ！」

　笑っていた一人が急に悲鳴をあげた。見れば首くび筋すじに蜂がとまり、毒どく針ばりを突つき刺している。慌あわてて蜂をつかんで引き剝はがすが、毒どく腺せんのついた針が本体から抜ぬけて、首筋に刺さったままとなる。人間が死ぬほどではないが、針から毒が染しみ出し激げき痛つうをもたらす。

　刺された男は悲鳴を上げ、その場でのたうった。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ」

　刺された男の痛がり方が大げさに見えたのか、もう一人の男が笑いながら声をかけた。その視し界かいにまたしても蜂の影が入る。

　先ほど針を刺した蜂は足元に転がっている。針を抜かれた蜂はそのまま死ぬのだ。

　男たちが室内を見回すと、先ほどと同じ大きさの蜂がさらにもう二匹ひき飛んでいた。二匹の蜂は、仲間を殺されたせいであろうか、男たちの周囲を威い嚇かくするように旋せん回かいしている。

「クソッ！　どっから入ってきたんだ！」

　確たしか殺さつ虫ちゆう剤ざいがあったはずだとリーダーが立ち上がる。用心のために雑誌を大きく振ふるうと、小さく固いものにぶつかった衝しよう撃げきが伝わってくる。それも複ふく数すう。

　視線を向けた先にはさらに五匹の蜂がいた。引きつった笑みを浮かべ、リーダーが周囲を見回すと、既すでに二十匹以上の蜂が室内を飛び回っていた。

　一体どこからこれほど入ってきたのか。そんなことを考えている暇ひますらない。

　瞬まばたきする間にも蜂はその数を増ふやし、霞かすみとなり、雲と化す。

　黒雲からは触しよく手しゆが伸び、男たちを次々と絡からめとっていく。膨ぼう大だいな量の蜂で形成された触手は、どうあがいても振りほどくことができず、それを構こう成せいする蜂たちが犠ぎ牲せい者しやを容よう赦しやなく責め立てる。

　この襲しゆう撃げきからどうにか身を守ろうと、男たちが逃にげ惑まどう。椅い子すが蹴けり飛ばされ、机つくえの上の雑ざつ誌しや酒さか瓶びんが床ゆかに落ちる。ガラスが割われる硬こう質しつな音が、男たちの悲鳴に混じる。棚たなや壁に体ごとぶつかり、地面に倒たおれ伏ふすものまでいる。

　慌てふためく構成員に蜂は容よう赦しやなく襲いかかる。すでにその数は五十を越こえていた。室内には蜂に刺された男たちの悲鳴と怒ど号ごうがこだまする。

「クソッ！　早く逃にげろッ！」

　リーダーが叫さけびながら事じ務む所しよの入り口に走る。その手も顔も蜂はちに刺さされ、腫はれ上がっている。

　部下達もリーダーの声に導みちびかれるようにして入り口へと殺さつ到とうした。

「ハロ～♪」

　リーダーが扉とびらを開けた先には、アロハシャツを着た金きん髪ぱつの男が立っていた。場ば違ちがいなまでに明るい声とともに右みぎ腕うでが振ふられる。金髪の侵しん入にゆう者しやが手にしていたのは大おお振ぶりのナイフ。その一いつ閃せんでリーダーの首が地面に落ちた。

　噴ふき上げる血ち潮しおが後から続く部下達の顔にかかる。すでに蜂の襲撃だけで恐きよう慌こう状じよう態たいに陥っていた男たちに、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき者しやを迎むかえ撃うてるはずもない。

　侵入者のナイフが翻ひるがえり、連続で構こう成せい員いんの命を刈かり取っていく。不思議なことに興こう奮ふんしているはずの蜂の群むれは、侵入者には一切襲おそいかからず、逆ぎやくに侵入者の動きをサポートするように残った構成員の肌を刺しまくっている。

　最後に残った一人はどうにか銃じゆうを抜ぬいたが、蜂に刺され、とても撃うてるような状じよう況きようではなかった。その銃にしても、ナイフの一閃で手首ごと斬きり飛ばされ、撃つことはできなかった。

「Fuck you asshole!」

　嘲あざけりの言葉とともにナイフが振ふり下ろされ、最後の一人が落命した。




　両手いっぱいに紙かみ袋ぶくろを抱かかえながら、クロウは大通りを歩いていた。すぐ近くには同じく紙袋を抱えたアリスが歩いている。

　身長差があるため、面めん倒どう見みのいい姉と気弱な弟が仲良く買い物しているように見える。

　二人の持つ紙袋の中身はほとんどが食料品だ。万一のことを考えて事務所内に備び蓄ちくをしているのだが、クロウが事務所で寝ね泊とまりするようになってから週一で買い足さないといけなくなってしまっていた。

　食料品のほかはコーヒー豆に紅こう茶ちやの茶葉、いまだかつて使用例のない来客用のお茶ちや請うけなどだ。

　クロウが手にしたメモを見て、次にどこに行くか確かく認にんする。

「後は、銃じゆう砲ほう店てんに行って弾だん薬やくの注文をして、本屋に行って雑ざつ誌し？　……なんだこりゃ？」

「ソフィね。あの子もしょうがないわね。……とりあえず却きやつ下かで」

　当然の判はん断だんだろうとクロウも思う。事務所の経けい営えいは危き機き的てき状じよう態たい、と言うよりも必ひつ要よう経けい費ひだけで赤字になっている。所長であるクロウ自らがバイトをしないと、給料がまかなえないほどなのだ。たかが雑誌一冊さつとはいえ、経費で落とすほどの余よ裕ゆうはない。

　それはソフィアも分かってはいるはずなのだが、その上でこんなことをされるということは、リーダーとして甘あまく見られているということだろうか。

　クロウはため息をつきながら歩みを進める。通りは平日ということもあって人は少なめだ。それでも買い物客や、観光客、暇ひまそうなカップルなどが行き交っているため、それなりに人波がある。

「そういえば、一いつ緒しよに買い物にいくのも久ひさしぶりね」

　どこか遠い目でアリスがつぶやく。二人で買い物に行ったときのことを思い出しているのだろうが、それがいつのことだったかクロウさえ覚えていない。

「そうだった、かな？」

　とぼけたような口く調ちようでクロウは返した。実じつ際さいのところ彼の胸きよう中ちゆうは後ろめたさでいっぱいだ。

　アリスとはクロウが五歳さいのときにエトリアに引っ越こしてきて以来の関係だ。家も近所で同い年ということもあり、もはや家族同然と言っていい。

　小さいときのクロウは典てん型けい的てきないじめられっ子だった。エトリア語が話せず、引っ込こみ思じ案あんな外国人。それだけでもいじめられるには十分すぎる。

　そこへさらに能のう力りよくの開花が加わる。能力はエトリアの人口の約一割わりにしか現あらわれない。そのため、たとえどれほど使えない能力であっても、そこには少なからず羨せん望ぼうや嫉しつ妬とがつきまとう。

　それはクロウの孤こ独どくを助長させるだけだった。

　そんな中において、アリスはクロウと一緒にいてくれた唯ゆい一いつの人間だ。

　彼女との関係が少し疎そ遠えんになったのは中学に入ってから。

　子供のころからアリスは強力な発火能力の使い手だった。それが中学に入ってすぐに、Ａクラスになった。精せい神しんが不安定な子供時代にＡクラスになるというのは、大変珍めずらしい。後日聞いた話では、後二ヶ月早くクラスアップしていれば史上最年少記録を更こう新しんしたそうだ。

　そのころのクロウは、『感情の起伏によってＣクは能力が暴発するラス』認にん定ていだった。むしろ能のう力りよくを持たないものが普ふ通つうであり、持っていても『まったく制御が利かないＤクラス』判はん定てい者しやがほとんどであることを考えれば上じよう出で来き言える。それでも中学の初めに『反転能力者Ａクラス』、高校入学とほぼ同時に『拡大能力者Ｓクラス』になったアリスとの間にどうしても壁かべを感じてしまった。

　だからクロウはアリスを避さけるようになった。そしてアリスはそんなクロウを放っておかなかった。相変わらず友達のいないクロウを心配し、なにかと世話を焼いてくれたのだ。そんなアリスにクロウは感かん謝しやしつつも、反発していた。

　その状じよう況きようが一変したのが、高校三年の春だ。クロウの将しよう来らいを心配し、連日つきまとって説教をするアリスをどうにか黙だまらせようと、つい口から出まかせで「ハンターになる」と言ってしまった。

　当時、本当にハンターになるつもりなどなかった。もちろん、憧あこがれがなかったわけではない。

　極めてわかりやすい形での正せい義ぎの味方。準じゆん公こう務む員いんという肩かた書がき。そして明めい確かくな実力主義。

　その中で一人前の人間として認みとめられたい。そんな思いが確たしかにあった。

　しかし、そんなものは自分には無む縁えんのもの。アリスがつきまとわなくなれば、それでよかった。

　よもやその言葉を真に受けたアリスが、勝手にメンバーを集め、事じ務む所しよ開かい設せつの許きよ可かを取ってくるとは思いもしなかった。

　今になって思い返せば、当時のアリスも孤こ独どくだった。誰だれかとのつながりを欲ほつしていたとしても不思議はない。

　その思いが、クロウとともにハンターとなる決けつ断だんを、彼女にさせたのかもしれない。

　もっと早く気が付いていれば、あれほど避さけたりしなかったのに。

「ところで、なんで今日に限かぎって二人で買い出しになったんだい？」

　少しでも間を持たそうと、クロウが口を開く。その実、自身の後ろめたさを隠かくしたいだけなのかもしれない。

　聞かれたアリスは、クロウの方を振ふり返り、不ふ敵てきな笑みを浮うかべた。

「そろそろ事務所の経けい営えいも危あぶないでしょ？」

　アリスに言われるまでもなく、それはクロウも承しよう知ちしていた。所長であるクロウが副業をこなさないと給料が払はらえないのだ。借金こそないが、いつ倒とう産さんしてもおかしくない状じよう態たいだ。

「だからこうしてどこかで事じ件けんが起きないか、探さがしてるわけよ」

　あまりにあまりなアリスの考えに、クロウは苦笑いを浮かべてしまった。確かにクロウの装そう備びとアリスの能力を合わせれば、大抵の状じよう況きようには対たい処しよできる。そういう意味では準じゆん備び万ばん端たんなのだが、問題は別のところにある。

「そんな都合よく事件は起きないと思うけど」

「そんなことないわよ」

　アリスが嗜たしなめるように指を振る。

　不安定な体たい勢せいのためか、抱かかえた荷物が落ちそうになるが、うまくバランスをとって地面にぶちまけるのを防ふせいだ。

「最近、マフィア同士の抗こう争そうが相あい次ついでいるじゃない。だんだん激げき化かしてきてるみたいだし、そろそろ正しよう面めん衝しよう突とつするころじゃないかしら。そうなればその現げん場ばにいち早く乗り込こんで、制せい圧あつ、逮たい捕ほしちゃえば謝しや礼れい金きんがもらえるし、賞金首が混まじってればなおお得よ」

　クロウにはずいぶんと杜ず撰さんな、それでいて自信家のアリスらしい考えに思えた。

　殺し合いの真まっ只ただ中なかに入って制圧するのは難むずかしいし、高こう額がくの賞金首が簡かん単たんに捕つかまるとも思えない。しかし、そうしなければ事務所の経営健全化は難しい。そのためクロウは「そうなるといいね」としか言えなかった。

「殺し屋を雇やとった組そ織しきがあるって噂うわさもあるし、ナントカって名前の組織が恨うらみを買ってるらしいし、この辺をうろついてたら何かありそうな気がするのよね」

　事務所を出てからやけに遠回りをしたり、マフィアの事務所の近くを通ったりしていると思ったが、ようやく合が点てんがいった。

「次からは情報屋使おうよ」

「あるかどうかもわかんない情報に、お金が出せる余よ裕ゆうってあったかしら？」

「ないね」

　二人は顔を見合わせ、自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべる。極めて不健全な笑い方だ。

　しばらく二人が並ならんで歩いていると、遠くの方から重低音が響ひびいてきた。

　一いつ拍ぱく遅おくれて一いち陣じんの風が吹ふき、通りに並ぶ商店やビルの窓まどがビリビリと震ふるえ始める。

「な、なんだ!?」

　突とつ然ぜんの異い変へんに、通行人も驚おどろきを隠かくせない。

　状じよう況きようを確かく認にんするため、クロウは近くの商店の壁かべを駆かけ上がった。クロウにとってみれば、建物は足場の延えん長ちようなのだ。

「クロウ、どんな感じ？」

「よく見えないけど、どっかの建物から黒こく煙えんが噴ふき出してるね」

　クロウの報ほう告こくに、アリスはにやりと笑う。

「フフン♪　やっぱりあったでしょ」

　アリスの自じ慢まんげな声に、クロウは困こまったような笑みを浮かべた。ハンターにとって事件は飯めしの種だが、世間的には災さい難なん以外のなにものでもない。被ひ害がい者しやのことを考えれば、少々不ふ謹きん慎しんに思われた。

　爆ばく発はつの影えい響きようか、悲鳴が遠く聞こえる。それを皮切りに二人は走り出した。

　アリスが耳に掛かけてある骨こつ伝でん導どう式しきの通信機を起動。

「ソフィ、状況の確認と警けい察さつに通つう報ほうよろしく」

　オープンチャンネルでの通信のため、クロウの通信機にも同じ声が届とどく。

「了りよう解かい」

　返ってきた声のトーンはなぜか低い。まだ眠ねむいのかとも思ったが、なにか不満があるようにも感じられた。

「なんか不満そうだけど、どうしたの？」

　なぜか気になってしまい、クロウはアリスと合流しながら通信機の向こう、ソフィアに尋たずねてみた。

「さっき、私の雑ざつ誌し却きやつ下かしたでしょ」

「あ、見てたのね」

　あまりにどうでもいい理由に、クロウは苦笑いを浮かべた。隣となりのアリスは難むずかしい顔をしている。きっと呆あきれているのだろうと、クロウは思った。

　ソフィアの能のう力りよくは視し覚かく共きよう有ゆう型がたテレパシーだ。任にん意いの相手の視覚を、気づかれることなく共有、つまり盗ぬすみ見るのだ。むろん、声までは分からないが、クロウの視覚からメモにバツ印をつけるところを目もく撃げきしたのだ。

　苦笑いを浮うかべつつ、クロウは通信機の設せつ定ていをナジャの個こ別べつチャンネルに合わせた。

　プツッという音とともにチャンネルが切り替かわる。

「ナジャさん、今どこですか？」

「爆ばく発はつが見えたから、そこに向かってる」

　話が早くて助かる。事は急を要するためクロウは要点だけ伝えることにした。

「今アリスと二人でミケア通りの方から向かっています。ナジャさんは反対側から回り込こんでください」

「了りよう解かいした」

　クロウはすぐさま走る速度をあげた。道はなだらかな下り坂になっており、坂の終点にある雑居ビルから断だん続ぞく的てきに爆炎が噴ふき出している。

　道路上には割われたガラスが散さん乱らんしており、怪け我が人にんがでているようだ。

　遠とお巻まきに野や次じ馬うまが並ならんでいる。内数名が携けい帯たい電話を持っているので、警察と消しよう防ぼうへの連れん絡らくはできているはずだ。

「どうよクロウ。大当たりじゃない！」

「確たしかに！　でもここからが大変だよ！」

　お互たがい坂道を駆かけ下りているため、叫さけぶようなやりとりになってしまった。

　久ひさしぶりの事じ件けんのため、アリスの表情は輝かがやいている。

　クロウとしては進んでリスクを背せ負おいたくはないのだが、事じ務む所しよの経けい営えいを考えるとそうもいっていられない。

　クロウは懐ふところから愛用の自動式拳けん銃じゆうを抜ぬく。走りながら弾だん倉そうをチェック。安あん全ぜん装そう置ちを解かい除じよした。

　黒煙を吐はきだすビルの中から、一組の男女が飛び出してきた。男は金きん髪ぱつ。真っ赤なアロハシャツとバミューダパンツを穿はいている。おそらくは西せい欧おう系けい。

　女の方はジーンズにタンクトップを着ただけのラフな姿すがた。紫むらさき色いろの髪かみをソバージュにしている。顔立ちから東欧系と推すい測そくできる。

　女の方が駆け寄よってくる二人に気がついた。

「ほーら。火傷やけどするよ」

　女が大きく腕うでを振ふるった直後、灼しやく熱ねつの炎ほのおが生み出された。真しん紅くの奔ほん流りゆうは野次馬ごとアリスたちを蹴け散ちらそうと押おし寄よせてくる。

「ハン！」

　鼻で笑いつつアリスが自らの能のう力りよくを反転発動。女の放った炎が野次馬に届とどく前に無む効こう化か。灼熱の波は濤とうが火の粉をまとった熱風へと変へん換かんされ、吹ふき抜ぬけていく。

　それでも熱かったのか、野次馬たちは悲鳴を上げながら逃にげだした。

　逃とう走そうしようとしていた二人が驚きよう愕がくに目をみはる。

「バカな!?　あたしの炎ほのおが……」

「向こうにも発はつ火か能のう力りよく者しやがいるってことかな？　それもＡ以上か……こいつは厄やつ介かいだ♪」

　どこか楽しげな男の前に、東とう欧おう系けいの女が壁かべとなって立ちはだかった。

「とりあえずあたしが時間稼かせぎしておくから、アンタは先に行きな」

　東欧系の女の言葉に、金きん髪ぱつの男が頷うなずく。そのまま、振ふり向きもせず走り出した。

「クロウ、こっちは任まかせて。男の方を追って」

「了りよう解かい！」

　アリスが急きゆう制せい動どうをかけ立ち止まる。その横をクロウが全力で駆かけ抜ぬけていった。

「させないよッ！」

　叫さけびつつ女が能力を発動。

「甘あまいッ！」

　ほぼ同時にアリスが能力を反転発動。発火能力がそのベクトルを逆転させ、消火能力として東欧系の女の能力に干かん渉しようする。

　走るクロウの足元から盛せい大だいに火の粉が噴ふん出しゆつした。発火能力と消火能力がぶつかり合った結果がこれだ。

　火の粉程てい度どではクロウの足は止まらない。そのまま一気に駆け抜ける。

　女の瞳ひとみが敵てき意いに燃もえ上がり、アリスを睨にらみつける。姿し勢せいを低くし、今にも飛びかかりそうな体たい勢せいへと変化。
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　対するアリスは腕うでを組み、不ふ敵てきな笑みを浮うかべての仁に王おう立だち。

　周囲では野や次じ馬うまたちがようやく事じ態たいを理り解かいし始めた。能のう力りよく者しや同士の争いに巻まき込こまれないよう、慌あわてて逃にげ出していく。

「アリスーッ！　殺さないようにねーッ！」

　野次馬の騒さわぎをかき消すように、クロウの大声が響ひびき渡わたった。

「おいおい、彼氏があんなこと言ってるが、頭は大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　東とう欧おう系けいの女がバカにしたような笑みを浮かべる。それでも油ゆ断だんしないところはさすがだとアリスは感じた。

「心配しなくても大丈夫よ。通信機の存そん在ざいを忘わすれるほどのおバカさんだけど、罪つみを犯おかすほどバカじゃないわ」

　二人の間に盛せい大だいに火の粉の柱が生まれる。

「おっと、いけない。目の前に犯罪者バカがいるのを忘れてたわ。お詫わびに精せい神しん科かに連れてってあげましょうか？　それとも葬そう儀ぎ屋やがいいかしら？」

　アリスの挑ちよう発はつに、女の殺意がさらに膨ふくれ上がる。

　アリスはハンターになると決めたときから、人を殺す覚かく悟ごを決めている。そうでなければ、こんな危き険けんな仕事などやっていけない。だからクロウが殺すなと言ったのも、甘あまえているようにしか思えなかった。

　そこでふとアリスはあることに気がついた。

「ソフィ、相手の正体は分かる？」

「すでに検けん索さく済ずみよ。能力と顔からハンナ・ベルンストレームで間ま違ちがいないでしょうね。年ねん齢れい二十八。最終能力ランクはＣランク。ただし登録は五年前。賞しよう金きん額がく七十五万シリン。高額とは言い難がたいけど、そこそこいい感じじゃない？」

　高卒の給料が大体十五万シリン前後、大卒の給料が二十万シリン前後であることを考えれば、七十五万万シリンというのはそこそこの金額だ。初うい陣じんを飾かざるにはうってつけの相手といえる。だが本当に聞きたいのはそこではない。

「殺害による賞金の減げん額がくはあるの？」

「……あるよ。殺害時は賞金額の十パーセントが差し引かれるみたい」

　十パーセントといえば七万五千シリン。高卒の初任給の半分ぐらいだろうか。決して多くはないが、かと言って無む視しできる金額でもない。

　クロウが言っていたのはこのことではないだろうが、殺さない理由ができてしまった。事じ務む所しよの経けい営えいを考えれば、ここは是ぜ非ひとも満額もらいたい。

　難なん易い度どは跳はね上がるが、運のいいことに相手は明らかに格かく下しただ。

　アリスは笑みを深め大きく首を振ふった。その動きに合わせるように、周囲に浮かぶ火の粉が揺ゆれる。ソフィアとの会話の途と中ちゆうも連続で攻こう撃げきを受け、それをすべて無む効こう化かしていたのだ。

「誠まことに残念な話だけど、あなたを逮たい捕ほすることに決めたわ。無む駄だな抵てい抗こうは止めて、おとなしく投とう降こうしなさい」

　アリスの勧かん告こくにハンナは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。その手の中に火球が生み出される。

「その生意気な口、二度ときけなくしてやる！」

　両手を突つき出すハンナ。その手の中の二つの火球が合体し、一つの巨きよ大だいな火球へと変化を遂とげる。

「死ね！」

「甘あまい、甘すぎる！」

　打ち出された火球はハンナの目の前で打ち消され、火の粉に変わってしまった。

　チッチッチとアリスが指を振ふって見せる。その嫌いや味みったらしい仕草にハンナの眉が釣つり上がった。

「舐なめやがって、クソビッチがッ！」

　ハンナの両手の中に先ほどに倍する大きさの火球が出しゆつ現げん。全力の一いち撃げきで、アリスの反はん転てん能のう力りよくを撃うち抜ぬくつもりだ。

　しかし、目の前のことに集中するあまり、彼女は自分の後ろに火の玉が現あらわれていることに気づかなかった。

「いいことを教えてあげるわ」

　言うが早いか、アリスはハンナの後ろに作り出した火球を爆ばく破はさせた。指し向こう性せいを持った爆風がハンナを後ろから急きゆう襲しゆう。その体を上空へと打ち上げる。

「かはっ……！」

　一撃で意い識しきが吹ふっ飛び、集中力を乱みだしたハンナの両手から炎が消失する。

　宙ちゆうを舞まう彼女の目の前に、無数の火球が新たに現れる。

　当然のように火球が爆発。時間差で襲おそいかかる爆風にもみくちゃにされ、最後は受身もとれずに地面に叩たたきつけられた。

「攻撃をする際さいには予よ備び動どう作さを見せないこと。わかった？」

　アリスは嫌味ったらしく講こう釈しやくを垂たれるが、白目を向いているハンナは一切反はん応のうしない。

「……って、聞いてないか」

　アリスはハンナの脈みやく拍はくを確かく認にんし、生きていることを確認すると、後ろ手に指ゆび錠じようをかけた。手錠よりも携けい帯たい性せいに富とむため、多くのハンターが指錠を使用している。

「さて……」

　遅おくればせながら警けい察さつがやってくるのを確かく認にん。

「ソフィ、警察への事情説明、よろしくね」

「ええー!?」

　通信機の向こうから不満げな声が返ってくる。

「あのね、ソフィ。もう一人の方を追わないといけないの、分かるでしょ？　警けい察さつの相手ぐらいしといてよ」

　通信機の向こうでソフィアがまだごねていたが、アリスは気にしないことにした。




　大通りをクロウが駆かける。

　心しん臓ぞうは早はや鐘がねのように激はげしく鼓こ動どうしている。口からは胃いが飛び出しそうだ。

　創そう業ぎようから半年、その間クロウが捕つかまえた犯はん罪ざい者しやといえば、万引き犯や居い直なおり強ごう盗とう、遊ぶために借金をし、それを踏ふみ倒たおそうとしたバカぐらいだ。

　皆みな、威い嚇かく射しや撃げきだけで投とう降こうした。

　まともに殺意を向けられたのは、これが初めてなのだ。

（これが、賞金首との戦い……！）

　固かた唾ずを飲み、湧わき上がる恐きよう怖ふを抑おさえ込こむ。緊きん張ちようのせいで足が重い。もっと速く走らなければ、追いつけないような気さえする。

　幸いにして、眼がん前ぜんのアロハは頻ひん繁ぱんに後ろを振ふり返っているため速度がでず、徐じよ々じよにその距きよ離りは縮ちぢまっている。

　十分狙ねらえる射しや程ていに入ったところで、クロウは銃じゆうを構かまえた。だが撃うてない。

　射しや線せん上じようには通行人もいる。緊張と疲ひ労ろうから、銃口も大きくぶれている。このまま撃っては無関係な人に当たりかねない。

　それに、理想をいえば、たとえ犯罪者でも殺したくない。

　クロウは走りながら空に向けて発はつ砲ぽうした。銃声に驚おどろいて立ち止まった通行人を追い払はらうため、間を置いてもう一発撃つ。

　ようやく一いつ般ぱん人じんが命の危き険けんを感じて逃にげ出した。射線が空いたことを確かく認にんしたクロウが立ち止まり、銃を構え直す。発砲。

　飛び出した弾丸は逃とう走そう者しやの髪かみを掠かすめて、その先の商店の壁かべにめり込んだ。ようやく男が速度を落とし振り向く。

「ハハッ！　撃たないのかと思ってたよ」

　おどけた仕草とともに男が立ち止まる。これだけ走ってきたというのに、まだ息が乱みだれていない。

　息を切らしながら、クロウが少しずつ距離を詰つめていく。銃口は男の右みぎ肩かたを狙ったままだ。ただ、肩が激しく上下しているため、銃口自体も大きく上下運動し、正せい確かくに狙えていない。

　ある程てい度ど近づいて、男のシャツが赤いのではなく、返り血で赤く染そまっているのだということに気がついた。

「動くな。重要参考人として、警察に、引き渡わた、す」

「フフン♪　君、一いち応おうハンターなんでしょ？　だったら殺しに来ないと。それとも俺が賞金首だって知らないのかな？」

　男が肩かたをすくめると同時に、その手の中に大おお振ぶりのナイフが現あらわれる。大振りといっても軍用のものではない。鹿しかや魚にとどめを刺さすために使われる、狩しゆ猟りよう用ようのダガーナイフだ。

　拳けん銃じゆうにナイフで向かってくるのは愚おろかな選せん択たくだ。しかし、それは一いつ般ぱん論ろん。超ちよう能のう力りよくが使える場合はその限かぎりではない。能力で銃じゆう弾だんが無む効こう化かできるのであれば、ナイフで充じゆう分ぶんなのだ。

「動くな。武ぶ器きを捨すてて投とう降こうしろ」

「やーだね♪」

　クロウの制せい止しを無む視しし、男が左に跳とぶ。釣つられてクロウが引き金を引くが、右肩を狙っていたためにまったく違ちがう方向に飛んで行ってしまった。

　金きん髪ぱつの男がジグザグに走りながら、クロウへと迫せまる。

　クロウもそれに合わせるように照しよう準じゆんを修しゆう正せいするが、初うい陣じんの緊きん張ちようのせいでタイミングが二拍はく以上遅おくれてしまっている。

　引き金だけは引くが、タイミングが合っていないため、弾丸は賞金首の男を掠かすりもしない。

「下へ手ただね♪」

「くっ！」

　やっとのことで照準を修正し、ようやく男を捉とらえるが、今度は弾たまが出ない。よく見れば遊ゆう底ていが下がりきっている。

（弾切れ！）

　すでに間合いは金髪の男のものだった。

　大だい上じよう段だんからナイフがまっすぐに落ちかかる。とっさに振りあげた銃身がナイフと激げき突とつし、火花を散らす。

　──悪お寒かん

　ナイフを受け止めたはずの銃身から、火花が噴ふき出し続けていた。銃身とかみ合ったナイフの輪りん郭かくがブレている。銃じゆう把はからはすさまじい振しん動どうが伝わってくる。

「超振動……！」

　一秒ほどの間が空いて、銃身が二つに切せつ断だんされた。切り飛ばされた銃身が地面に落ち、硬こう質しつな音を奏かなでる。

「正解exactly♪」

　真下に振り抜かれたナイフが反転。逆さか袈げ裟さに切り上げる白はく刃じんをクロウはすんでのところで避よけた。

　相手の斬ざん撃げきがあまりにも速すぎたせいで、完かん璧ぺきには避けられずスーツに切れ込みが走る。防ぼう弾だん防ぼう刃じん繊せん維いでできた特注品だが、超振動能力の前には無力だ。

「見つけた」

　慌あわてるクロウの耳に、ソフィアからの通信が入る。

「名前はマシュー・ホーキンズ。超ちよう振しん動どう発生型サイコキネシスト。最さい終しゆう判はん定ていは二年前でＢランク。賞しよう金きん額がく百八十万シリンの大物よ」

　どう考えても相手が悪すぎる。勝てる要よう素そがまるで見当たらない。

「そんなことより、ナジャさんはまだ来ないの？」

　叫さけびつつ、強きよう襲しゆうしてくるマシューの刃やいばを避よける。

　腰こしの後ろにある予よ備びの回かい転てん式しき拳けん銃じゆうへクロウが手を伸のばしたところで、マシューの回し蹴げりが襲おそいかかってきた。

　見え見えの軌き道どう。なめきった速度。それでも緊きん張ちように固まったクロウは避けられなかった。

　とっさに左ひだり腕うででガード。蹴りを受け止めた瞬しゆん間かんにすさまじい衝しよう撃げきがクロウを襲おそった。

「ぐっ！」

　全身が砕くだけるかのような衝撃を受け、クロウの体が宙ちゆうを舞まう。その勢いきおいのまま道路の上をバウンド。ビルの壁かべに全身を打ち付けてどうにか止まった。

「痛ぅ……」

　痛いたみに呻うめくクロウの元へとマシューが歩み寄よる。

「Airhead!」

　マシューが逆さか手てに持ったナイフを振ふり上げる。クロウが死を意い識しきしたちょうどその時、通りの角から一台のバイクが急カーブで侵しん入にゆうしてきた。

　顔はヘルメットで見えないが、風になびくスーツとその下の派は手でなヒョウ柄がらのシャツには見覚えがあった。

　タイヤが道路を切りつけるような激はげしい音を引きずりながら、バイクがマシューめがけ突とつ進しんする。

「チッ！」

　舌した打うちとともにマシューが飛びのく。

　ライダーとマシューが交差する一瞬、二人の能のう力りよくが激げき突とつする。

　マシューが振り上げた刃と、ライダーが振り抜ぬいた手が交こう錯さく。超振動が付ふ与よされた刃がこの世から消え去った。

「お？」

　根元から綺き麗れいになくなったナイフを眺ながめ、マシューが驚おどろきを口にした。

「これは……テレポートか何か、かな？」

　マシューは興きよう味み深ぶかそうに横向きになって急停止したバイクの方を見つめる。すでにクロウに対する興味を失っているようだ。

　バイクから降り立ったナジャはヘルメットを外し、右手を確かく認にんした。ナイフを受けた手はジンジンと痛み、ぱっくりと傷きず口ぐちが開いている。

「自分の能のう力りよくをばらすバカがいると思うのか？」

　吐はき捨すてるようなナジャの言葉に、マシューは肩かたをすくめた。

「そりゃそうだ♪」

　マシューは周囲をざっと見回した。倒たおれて動けないクロウと万ばん全ぜんの状じよう態たいのナジャ、さらにその後ろにも視し線せんを向ける。

　相方のハンナが追ってこないことを確かく認にんし、マシューは皮肉に満ちた微び笑しようを浮うかべた。

「この状じよう況きよう……さすがに帰った方が良さそうだ」

　ここで一戦交えれば発火能力者が応おう援えんに来る。

　足手まといがいる今なら、簡かん単たんに逃にげられる。

　そう判はん断だんしたマシューは一いち目もく散さんに逃げ出した。後ろをまったく振ふり返らない、見事な逃げ方だ。

「チッ！　追うぞ、クロウ」

「いや、ちょっと無理かも」

　走り出そうとしたナジャはクロウの情なさけない声に急停止した。

「あ？」

　不ふ機き嫌げんを隠かくそうともしないナジャに、クロウは困こまり果てたような顔になった。

「それが……左ひだり腕うでが動かなくって……」

　滝たきのような汗あせを流しながら、クロウが気弱な笑みを見せる。その汗が夏の日差しのせいではなく、痛いたみによる脂あぶら汗あせであることにナジャはようやく気がついた。

　マシューの読み通り、ナジャは追つい跡せきを諦あきらめた。




　ゴミが散さん乱らんし、浮ふ浪ろう者しやたちが虚うつろな目をして座すわり込こむ裏うら通どおり。まともな神しん経けいの持ち主なら、決して立ち入ろうとはしない一画にクロウは来ていた。

　目の前には赤あか錆さびの浮ういた看かん板ばんがぶら下がった扉とびらがある。看板にはただ『ラファエル医院』とだけ書かれている。

　無む論ろんのこと、まっとうな病院ではなく、無む許きよ可かで活動している闇やみ医い者しやだ。

　クロウは昨日のマシューとの戦いで、ほとんど動かなくなってしまった左腕を治ち療りようするために、ここを訪おとずれていた。

　普ふ通つうの病院に行ってもいいのだが、その場合治療には長い時間がかかる。賞金首を追わないといけない関係上、スピーディーに治療してくれる闇医者を選んだのだ。

　クロウはやや気後れぎみに、扉をくぐった。

　扉の向こう側は、小さな待合室になっている。全体で五、六人が入れるほどの空間で、壁かべ際ぎわには簡かん易い型がたのソファーがしつらえてある。

　玄げん関かんの正面にはカウンターが置かれ、そこには天使の微笑ほほえみを浮かべたナースが一人座すわっていた。

　完かん璧ぺきといっていいほどに均きん整せいのとれたプロポーションに加え、誰だれもが見とれてしまうほどの美しい顔立ちの女性だ。いつもまったく表ひよう情じようを変えないことから、利用客の間では高こう性せい能のうなアンドロイドではないかと噂うわさされている。

　実じつ際さいに触さわって確たしかめてみたいのだが、もし人間だったら失礼にあたるため、いまだかつて確かく認にんしたことのあるものはいない。

　クロウはまっすぐに歩き、ぴくりとも動かないナースの前に立った。

「あの、腕うでを怪け我がしたので診みてもらいたいんですが……」

　ナースはクロウの言葉を遮さえぎるように指をふり、カウンターの上に置いてある小さな箱をコツコツと叩たたき、三本の指をすり合わせる。

　ナースがチップを要求していた。

　チップは後あと払ばらいが基き本ほん。その上、本来は低てい賃ちん金ぎんの職しよく種しゆの者に払はらうものだ。

　つまり、このナースはまともに給料をもらっていないということになる。これがラファエル医い院いんの女医メーヴィス・アクトンが守しゆ銭せん奴どと呼よばれる所以ゆえんだ。

　チップを払うと、受付のナースは変わらぬ笑顔のまま、診しん療りよう室しつへと続く扉とびらを指し示しめす。

（せめて何かしてほしいなぁ）

　クロウはため息をつきながら扉をくぐった。

　診療室は待合室よりさらに小さい。デスクと椅い子すが二脚きやくある以外なにもない。患かん者じやと付つき添そい人にんが入れば、それだけで身動きがとれなくなってしまうほど狭せまい。

　女医のメーヴィスはデスクに向かい、何かを一いつ心しん不ふ乱らんに書いていた。

　三つ編あみにした赤あか髪がみが白衣の上に垂たれている。やや丸みを帯びた小さな顔に黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねがよく似に合あう。

　夏場ということもあり薄うす着ぎなせいか、妙みような色気がある。受付にいるアンドロイド疑ぎ惑わくのあるナースとはまた違ちがった魅み力りよくのある女性だ。

　その風ふう貌ぼうからは想そう像ぞうもつかないが、メーヴィスは治ち癒ゆ型がたサイコキネシスのＳクラス能のう力りよく者しやだ。彼女にかかってしまえば、どんな大おお怪け我がであろうとも、傷きず跡あと一つ残さず完かん璧ぺきに治療できると言われている。

　そんな天才がなぜこんな寂さびれた場所で闇やみ医い者しやなどやっているのか？　その理由は単たん純じゆんだ。

　メーヴィスは医い学がく知ち識しきというものをまったく持っていない。彼女は拡かく大だい能力により疾しつ患かんの場所を感覚的にとらえ、治癒能力で治すだけだ。

　超ちよう能のう力りよくは国家が認みとめ、資し格かくの一つとして認にん知ちされている。しかし、だからと言って医い師しの国家試験が免めん除じよされるわけではない。国家試験を合格できないものは医者としての道を諦あきらめ他職に就つくか、闇医者になるしかない。メーヴィスもその一人だ。

　女医は患者の入室にまったく気づいていない。一心不乱に何かを書いている。

　カルテでも書いているのかと思い、遠目からそっと覗のぞいてみたが、書かれていたのはイラストだった。アニメ調の絵で女の子が三人描かかれている。

　意外にうまい。プロでも通用しそうなほどの腕うで前まえだ。

　クロウがしばらく覗のぞいていると、不意にメーヴィスが振ふり向いた。

「あら、お客さんがいたのね。気づかなかったわ」

　クロウの存そん在ざいに気がついた後も、メーヴィスはイラストを描く手を止めない。

「しかもバーテンさんじゃない。今日は私のお店に来てくれたの？」

　そう言って女医が皮肉げに微笑ほほえむ。メーヴィスはクロウがバイトしているバーの常じよう連れんなのだ。

「まあ、そんなとこです」

　早速メーヴィスは新しい紙を取り出し、何かを書き込み始めた。今度はちゃんとしたカルテだったが、名前の欄らんに『バーテンダーBartender』と書かれている。

「先生、なんでそこに職しよく業ぎようが書かれてるんですか？」

「分かりやすくていい名前だと思うわよ？　バーテンさん」

「それ、名前じゃないんですが……あと、僕の本職はハンターですよ？」

「あら、そうなの？」

　どうでもいいといった感じで返事をしつつ、メーヴィスは片かた手てを差し出した。差し出された手にクロウが右手を乗せる。これがここでの診しん療りよう方ほう法ほうなのだ。

　クロウの手がメーヴィスの手に触ふれた瞬しゆん間かん、彼女の拡かく大だい能のう力りよくが発動。クロウの体内を精せい査さしていく。

　メーヴィスの脳のう内ないにクロウの体内の詳しよう細さいな図面が浮うかび上がる。それは細さい胞ぼうの一つ一つはおろか、ミトコンドリアの数まで分かるほど強力なものだ。

「なにこれ？　左腕が粉ふん砕さい骨こつ折せつしてるわよ。肋ろつ骨こつと鎖さ骨こつにもヒビが入ってるし、筋きん肉にくの断だん裂れつも激はげしいわね」

　痛いたみが鈍にぶい割わりに腕が動かないと思ってはいたが、まさか粉砕骨折までしているとは……嫌いやな予感が的中した。

「トラックにでも撥はねられたの？」

「ちょっと、超ちよう振しん動どう能のう力りよく者しやに蹴けられまして」

「酔よっ払ぱらった能力者にからまれたワケね。バーテンさんも勇ゆう敢かんね」

　変な風に誤ご解かいされた上に感心されてしまった。クロウとしては苦笑いを浮かべるしかない。

「いや、だからですね。僕、ハンターなんですけど？」

「はいはい。バーテン兼けんハンターなのよね」

「……もういいです」

　メーヴィスはガサゴソと書類の束を動かし、その中から一枚まいの紙を取り出した。かなり細かい文字でいろいろと書かれているが、明らかに料金表だ。

「腕うでの治ち療りようで四十万ね。胃いも荒あれてるけど、こっちはストレス性せいかしら？　一いつ括かつで治療するなら、五十万でいいわ」

　予想より高い。しかも保ほ険けんが利きかないため、全ぜん額がく実じつ費ぴ負ふ担たんだ。片かた腕うでを治療するだけでハンナ・ベルンストレームの賞金の半分以上を使ってしまうことになる。

　アリスが稼かせいだ金を、ここまで浪ろう費ひしていいものだろうか？　このままでは本当に金食い虫の役立たずになってしまう。

　悩なやむところではあったが、すぐにクロウは決心した。

「腕の治療だけお願いします」

「チッ！　ケチくさいわね」

　舌した打うちをしながらも、女医は片手で机つくえの引出しから機械と紙切れを取り出した。取り出されたのはクレジットカード用のカードリーダーと、ヤミ金の番号が書かれた案内表だった。

「支し払はらいは好きな方法でやってちょうだい。私はお金さえもらえれば満足だから。あ、現げん金きんでもいいわよ」

　にっこりとメーヴィスが微笑ほほえむ。無む邪じや気きな微笑みのはずだが、さすがは守しゆ銭せん奴ど。どこかいやらしさを感じずにはいられない。

　闇やみ医い者しやというのは前まえ払ばらいが基き本ほんだ。利用者の中には裏うら社しや会かいの人間も含ふくまれるため、治療後の精せい算さんでは踏ふみ倒たおされることがあるのだ。それでなくとも無む免めん許きよ。警けい察さつに通つう報ほうすると脅おどされ、値ね引びきを強要するという輩やからも過か去こにいた。

　そういった問題を事前に解かい決けつするために、前払いがこの業界の通例になっているのだ。

　ただし、メーヴィスレベルの能のう力りよく者しやに喧けん嘩かを売る人間は存そん在ざいしない。Ａクラス以上の治ち癒ゆ能力者は、その能力を反転させることで人体を簡かん単たんに破は壊かいすることができる。治療のためにかざした手が、そのまま命を刈かり取る鎌かまになるのだから、それを知っている人間は逆さからうことができない。

　今、探たん査さ能力を使うためにつないだままの手も、万が一の時のための保険としての意味合いがある。

「じゃあ、カードで」

　金利の高い闇金は利用したくない。そのせいで倒とう産さんしたとなっては、笑い話にもならない。

　賞金の振ふり込こみには数日かかるが、カードの決けつ済さいは月末なので何とかなるだろう。自じ転てん車しや操そう業ぎようをしている気分だが、しかたがない。

　つながれたままだった二人の手が離はなされる。クロウは自由になった右手で、財さい布ふの中のクレジットカードを取り出し、カードリーダーにかざした。

　ピピッと機械音が鳴り、入金されたことが告げられる。

「入金ありがとうございまーす。それじゃあもう一度手を出して」

　満面の笑みでメーヴィスが手を差し出す。本当に現げん金きんな性せい格かくだとクロウは思う。

　差し出された手に、クロウが右手を乗せるとその瞬しゆん間かんに探たん査さ能のう力りよくが発動。探査結果をもとに、ピンポイントで治ち療りようを施ほどこしていく。

　クロウの左ひだり腕うでにじりじりと痛いたみが走り、すぐに激げき痛つうになる。砕くだけた骨ほねと一いつ緒しよに途と切ぎれた神しん経けいが再さい生せいされているのだ。

　クロウはグッと奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、その痛みに耐たえる。痛みはすぐに引いていった。

「はい。腕をゆっくり曲げ伸のばししてみて」

　メーヴィスに促うながされるまま、クロウは左腕をゆっくりと動かした。鈍どん痛つうが走るうえ、その動き自体もどこかぎこちない。

　それでも二度三度と伸しん縮しゆくを繰くり返すうちに痛みが引き、動きも滑なめらかになっていく。

「はい。今度は肩かたを回して」

　今度も言われたとおりに肩をゆっくりと回す。肩の筋きん肉にくが突つっ張ぱったような感覚があったが、それもすぐに解かい消しようされていく。

「最後は指の曲げ伸ばしね。しっかりやっておかないと、後こう遺い症しようが残るからね」

　指は何かに固定されていたように動かなかったが、何度か試すうちに可か動どう範はん囲いが大きくなり、痛みもなくなっていく。

　メーヴィスの治療は砕けた骨をつないでいるのではない。コラーゲン繊せん維いを能力により強引に合成し、そこにカルシウムを急速定着させているのだ。そのため骨が本来よりも一回り大きくなるのだが、大きくなった部分を反転能力で削けずって整形している。

　腕を動かすことにより、どこまで削っていいのか測はかっているのだ。

　左腕の調子を見ているクロウの全身に、痛がゆいような微び妙みような感覚が走る。

「微び骨こつ折せつと外がい傷しようはサービスで治しておいてあ・げ・る♡」

　メーヴィスがパチリとウィンクをして見せる。

　守しゆ銭せん奴どと呼よび声高いメーヴィスがサービスしてくれるなどとは珍めずらしい。

「……ありがとうございます」

「なにその、微妙な表情」

　どうやら顔に出ていたらしい。接せつ客きやく担たん当とうとしては失しつ格かくだ。

「もしかして、私が守銭奴とかっていう噂うわさを信じてるわけ？」

「……噂っていうか、もう二つ名ですよね。〝守銭奴Miser〟メーヴィスって」

　心外だといわんばかりにメーヴィスが眉まゆを釣つり上げる。

　コツコツとイラストを叩たたきながら、

「こんな副業をしないと生活できないぐらい、良心的な価か格かく設せつ定ていしてるのに」

　と愚ぐ痴ちをこぼす。

「それ、副業だったんですか」

「そうよ。バーテンさんのハンター稼か業ぎようと一いつ緒しよよ」

　話を聞いているのか、いないのか、ずいぶん微び妙みような言い回しだ。

「あのですね。僕の場合、ハンターが本業で、バーテンが副業なんですけど？」

「どっちでもいいのよ、そんなこと」

　無む下げな言葉に、クロウはただため息を吐ついた。

「しかし、そんなにお金がないのに、よくナースなんて雇やとえますね」

　ナース一人分の給料を考えると、結けつ構こうな出費のはずだが、どうなのだろうか。特にあの何もしないナースなど、飾かざりにしかならないが──

（あ、でもチップ要求してたなぁ）

　まともに給料を払はらっていないのなら、問題ないのかもしれない。

「ナース？　なにそれ？」

　メーヴィスからは意外な反はん応のうが返ってきた。クロウはふと受付のナースがアンドロイドであるという噂うわさを思い出す。

　もしかすると、この噂は本当なのかもしれない。エトリアの技ぎ術じゆつ力りよくはアメリカや日本と並ならび世界トップレベルだ。アンドロイドが試作されていたとしても、さして驚おどろくことではない。

　しかし、そうなるとあのチップの行方ゆくえは──

　クロウの反応がないためか、それとも興きよう味みがないのか、メーヴィスはまた机つくえに向かった。

「ナース、か……いいかもしれないわね」

　メーヴィスは引出しの中から新しい紙を取り出すと、素す早ばやく筆を走らせていく。

「どんなナースがいいかしら？　流行はロリータだけど、それだけじゃ物足りないわね。ちょっとエロイ感じ？　いや、どうせなら破は廉れん恥ちな女医とセットにして……」

　商しよう業ぎよう主しゆ義ぎを丸出しにしたラフ画が次々と描えがき出されていく。

　ある程てい度ど描いたところで、ふと何かに気がついたようにメーヴィスはクロウの方を見た。

「バーテンさん、まだいたの？　もう帰っていいわよ」

　今更ながらクロウが帰っていないことに気がついたようだ。まわりが見えなくなるほどの集中力が、彼女の弱点だ。

「はあ。じゃあ、帰りますね」

　そう言ってクロウが扉とびらに向かうと、

「あ、そうだ。ちょっと待って」

　すぐに呼び止められた。

「お酒とかいらない？　マフィアの治ち療りようしたら、なぜかお酒を持ってくるのよね。それも安酒ばっかり」

　そう言ってメーヴィスは薬やく品ひん棚だなを指差す。そこには薬などは一切なく、ワインやブランデーなどの酒類が所ところ狭せましと並ならべられている。

　そこに並ならぶ酒のすべてが、つい最近作られた若わかいものばかりだ。

　良さそうな銘めい柄がらがあれば、バイト先の店長が喜ぶかもしれない。が、あいにくとめぼしいものがない。せめて三年ほど寝ねかせてあれば十分売れるものばかりなのだが、保ほ存ぞん状じよう態たいを考えれば料理酒にでも使うしかなさそうだ。

「遠えん慮りよしておきます」

「そう？　まぁ、いいけど……にしても今年のワインとかどうしろってのよね」

　クロウは苦笑した。ことヨーロッパにおいて、若いワインは嫌きらわれる傾けい向こうが強い。フルーティーと言えば聞こえはいいが、やはりまだ青あお臭くさいのだ。それよりも熟じゆく成せいされ、深みを増ましたワインの方が人気が出るのは当然だ。

「この辺のマフィアってのは、何かあると安酒を贈おくる習しゆう慣かんでもあるのかしら？」

「さあ？」

　マフィアの事じ情じようを知らないクロウには、答えることができない。




「うーん」

　静せい寂じやくに包まれた事じ務む所しよ内に、アリスの唸うなり声が響ひびく。右手にはお気に入りのアールグレイの注がれたカップ。目の前には請せい求きゆう書しよと収しゆう支し決けつ算さん書しよが置かれている。

　今月は賞金首を一人逮たい捕ほすることができたため、先月から比くらべれば運うん営えいそのものは楽なのだが、それに合わせて全員から新しいものが欲ほしいという要望が出ている。

　クロウからは消費した弾だん薬やくの補ほ給きゆうと新しい銃じゆうが欲しいときている。弾薬の補給は必要なため、これは優ゆう先せんせざるを得ない。しかし、新品の銃は高いため、こちらはどうするべきか悩なやむ。中古ではダメだろうか？

　ソフィアからは新しいパソコンが欲しいといわれている。情報収集に必要だというのだから買い換かえてあげたい所だが、今使っているパソコンで十分な気もする。

　ナジャからは車が欲しいときている。全員の移い動どうを考えれば、中古でもいいから欲しいところだが、いかんせん高い。

　アリス自身はそろそろコンロが欲しいと思っている。自分がいるのだから必要ないと思っていたが、いざ仕事を始めてみると事務所にいない時間の方が多い。これでは来客時に困こまる。

　他の支払いに関しては、今のところどうにかなっている。後は今回の収入をどう使うかが問題だ。

　アリスが思考に耽ふけっていると、勢いきおいよく事務所のドアが開けられた。

「おはよう」

　入ってきたのはソフィアだった。

　すでに就しゆう業ぎよう時じ間かんは過すぎているが、あらかじめ用事があるから遅おくれると連れん絡らくがあったため、アリスは特に何も言わない。

「おはよ」

　挨あい拶さつもそこそこに、ソフィアは自分の席についた。そのままなにも言わずカバンから漫まん画がを取り出し読み始める。

　アリスが少し困こまった顔になった。

「で、報ほう告こくとかはないわけ？」

　サボリ癖ぐせはあっても、根は真ま面じ目めなソフィアが遅おくれるというわけだから、何か調べ物でもしていたのではないかとアリスは考えていた。

　だからその報告を期待したのだが、ソフィアは漫画から視し線せんさえあげない。

「情報屋に仕事を依い頼らいしただけだから、報告は無いかな」

「あ、そ」

　そのまま二人の間に沈ちん黙もくが落ちる。

　しばらくの間ページをめくる音と、電でん卓たくを叩たたく音だけが断だん続ぞく的てきに室内に響ひびいた。

「ところで、クロウは？」

　十分ほどしてソフィアが口を開いた。相変わらず視線は漫画に向けられたままだ。

「病院よ。なんでも左ひだり腕うでを怪け我がしたとか」

「フムン」

　二人共クロウの怪我の具合を知らないため、ほとんど興きよう味みがないようだった。

「ところで暇ひまならチラシ配りとかしてくれない？」

　アリスの言葉にソフィアは嫌いやそうに頰ほおを膨ふくらませた。

「アリスもやるなら、いいわよ」

　想定外の返答にアリスはしばし迷まよった。

「わかったわ。それじゃ昼から一いつ緒しよに行きましょうか」

　賞金の使い道以外にもやらなければいけない雑ざつ務むはいくらかある。それを午前のうちに終わらせ、午後からチラシ配りをするのも悪くない、とアリスは考えた。

　ソフィアは嫌そうに唇くちびるを尖とがらせたが、何も言わない。

　その表情から分かる通り、ソフィアはアリスのことを苦手にしている。

　学生時代、アリスは〝業ごう炎えんの魔ま女じよ〟と呼よばれた有名人だ。その武ぶ勇ゆう伝でんは真しん偽ぎ不ふ明めいのものを含ふくめ、膨ぼう大だいに存そん在ざいする。

　曰いわく、女生徒に手を出した教きよう師しを火あぶりにした。

　曰く、いじめっ子の家を焼いた。

　有名な不良のナジャを叩たたき伏ふせ、事務所に引っ張ぱって来たのもアリスだ。

　ソフィア本人もアリスに誘さそわれた口だが、実じつ際さいには怖こわくて断ことわれなかったといった方が正しい。

　そのせいでソフィアの最終学歴は高こう校こう中ちゆう退たいになっている。

　話しやすいクロウやいじられ役のナジャがいればわりと普ふ通つうに話せるのだが、どうにも二人きりというのは苦手だった。

　しばらくして二人の沈ちん黙もくを破やぶる人物が入ってきた。

「ただいま」

　入ってきたのはクロウだった。

　クロウはアリスが広げる書類を見て暗い表ひよう情じようになり、ソフィアが漫まん画がを読んでいるのを見て苦笑した。

「堂々とサボリ？」

　ソフィアは開き直ったように肩かたをすくめた。

「だって、仕事がないんだもん」

「それは……ごもっとも」

　受け入れがたい現げん実じつに苦笑しつつ、クロウはソファーに座すわった。

「で、腕うでの状じよう態たいはどうだったの？」

　隣となりに座ったクロウにアリスが話の矛ほこ先さきを向ける。

　途と端たんにクロウは苦い表情になった。

「えっと」

　一いつ瞬しゆん迷まよったクロウだが、すぐにリノリウムの床ゆかに座り直すと深々と頭を下げた。

「本当にごめんなさい」

　急な謝しや罪ざいにアリスが驚おどろいたような顔になる。ソフィアもつられて視し線せんをあげた。

「治ち療りよう費ひ、四十万かかりました」

　とんでもない金きん額がくに、女性陣じん二人は目が点になっていた。
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　それでもいち早く我われに返ったのは、アリスだった。

「ちょっと待って。一体どんな怪け我がしてたの？」

「えっと、左腕が粉ふん砕さい骨こつ折せつと筋きん断だん裂れつ、だったかな」

　アリスはソファーにもたれかかり、天てん井じようを仰あおぎ見た。アメリカ人なら「ジーザス！」と叫さけんでいるところだ。

「落ち着け。落ち着け私。落ち着くのよ」

　自じ己こ暗あん示じにでもかけるようにアリスがつぶやく。

　治療費が高いのはショックだが、症しよう状じようから考えればまだ安い方だ。普通の病院にいけば半年ほど入院した上で、百万近く請せい求きゆうされるところだ。それが即そく日じつ、たった四十万で治ったのだから、安いものだ。

　本当はぶん殴なぐってやりたいところだが、それでまた骨折させるとまずいので我が慢まん我慢。

「とりあえず、パソコンも車も当分無理ね」

「なん……だと……！」

　愕がく然ぜんとするソフィア。

　普ふ段だん眠ねむたげな瞳ひとみが今だけは大きく見開かれ、全身で驚きよう愕がくを表ひよう現げんしている。

「マシュー・ホーキンズ……ヨクモデース」

　ソフィアの怒いかりの矛ほこ先さきが、自分ではなくマシューに向いたので、クロウは少しホッとした。

　その横で天てん井じようを眺ながめていたアリスがガリガリと頭を搔かきながら正面に向き直る。いつまでもくよくよしてはいられない。

「こうなったら、取り逃にがしたマシューをとっ捕つかまえるわよ。絶ぜつ対たいに生きたまま捕まえるのよ！」

　机つくえに拳こぶしを叩たたきつけながら、高らかにアリスが宣せん言げんする。

　とりあえずいつまでも土ど下げ座ざしているわけにはいかないので、クロウは自分の席に戻もどった。

「じゃあ、まずマシューを追わないとね。逃げた方向は分かるけど、詳くわしい場所までは僕らには分からないしね」

　そう言ってクロウはソフィアを見た。

　ソフィアなら視し覚かく共きよう有ゆう能のう力りよくで追つい跡せきができる。それで潜せん伏ぷく場ば所しよが分かるはずだった。

　しかし、ソフィアは暗い顔のまま首を横に振ふった。

「あいつ、逃げた後に車に乗り込こんで、その後すぐに寝ねたのよ」

　テレパシーは人間の精せい神しんや神しん経けいに直接働きかける能力だ。そのため睡すい眠みん時じのような、意い識しきが混こん濁だくしている相手とは接せつ続ぞくが維い持じできない。

　用心深い人間ならばテレパスによる追つい跡せきを嫌きらって、仮か眠みんをとるぐらいのことはしそうだ。

　それとも単に疲つかれただけだろうか。

　どちらかは分からないが、これでマシューを追う手がかりはなくなった。

「それじゃあ、仕方がないね。逆ぎやくに襲おそわれた方の情報はある？」

　ため息をつきながら、それでも迅じん速そくにソフィアは資し料りようをカバンから取り出した。

　顔に『とても今仕事ができる状じよう態たいじゃない』と書かれているが、それでもちゃんと資料を取り出すあたり、さすがだ。

「襲われたのはアディントン商しよう会かい系けいの事じ務む所しよね。アディントン商会は中ちゆう規き模ぼマフィアで、最近複ふく数すうのマフィアやチンピラのチームといざこざを起こしているわね」

　似にたようなことを、アリスも言っていた。

　勢せい力りよく拡かく大だいを狙ねらっているのかもしれないが、これでは暗殺者を送り込こまれて当然だろう。

（いや、逆に暗殺者を送り込ませて、大たい義ぎ名めい分ぶんを手に入れようとしたのか？）

　ありえる話だとクロウには思えた。

　今、裏うら社しや会かいは最大手である四大マフィアが統とう治ちしている。そこに気づかれず勢力を拡大するのは難むずかしい。だが逆に、大義名分があれば四大マフィアといえどもそう簡かん単たんに口出しできない。

　意外とうまいやり口なのかもしれない。

「もしかして、そのアディントン商会って、他の勢力に対して圧あつ力りよくをかけるだけで、武ぶ力りよく行こう使しはしなかったんじゃない？」

　クロウの疑ぎ問もんにソフィアが首を縦たてに振ふった。

「たしかにそうね。アディントン側からの武力行使はないわ。圧力っていうか、嫌いやがらせが主流ね」

　やはりか、とクロウは思う。

　そうなるとアディントンの自じ演えんという可か能のう性せいも視し野やに入ってくる。身内を殺されたとして、敵てき対たい勢せい力りよくを潰す大義名分にするのだ。

　実じつ際さいにアディントンがどれぐらいの規き模ぼで犯はん人にん捜そう索さくを行っているかが気になるところだ。

　マフィアは面子めんつにこだわる。事務所が襲われればその報ほう復ふくをしないことには、他への示しめしがつかない。だからアディントンは総力をあげて捜索するだろう。自作自演でなければ。

　結局のところアディントンの自作自演である可能性が完全に否定できないと、下へ手たに動くことができない。

「困こまったなぁ。情報が少なすぎて、動くに動けないなぁ」

「情報が足りないのなら、足で稼かせぐわよ。一番確かく率りつの高いところはどこだと思うの？　賭かけ事は得意でしょ！」

　頭ず脳のう労ろう働どうをすべてクロウに押おし付けているとは思えないような態たい度どで、アリスがまくし立てる。

　ちなみに、アリスは賭かけ事でクロウに勝ったことがない。決してアリスの頭が悪いわけではないのだが、真っ向勝負しかしないアリスでは、搦からめ手を得意とするクロウには勝てない。

「いや、アレは半分イカサマだし」

　衝しよう撃げきの言葉にアリスが驚おどろくが、クロウはあっさりと流した。アリスが何か言っているが無む視し。

「逮たい捕ほしたハンナ・ベルンストレームから何か分からなかった？」

　ソフィアは肩かたをすくめた。

「本人は黙もく秘ひしてるわね。取調べは警けい察さつの仕事だし、足取りは情報屋にあたったからその報ほう告こく待ちね」

　ソフィアが遅おくれてきた理由がこれだ。上う手まくマシューの情報が引き出せれば大手にでも売ろうかと思っていたのだが、まさか自分たちで利用することになるとは思わなかった。

「そっか。司法取引しても死し刑けいが終身刑に変わる程てい度どだから、あまり期待はできないな」

　よほど特とく殊しゆな事例でもない限かぎり、高こう額がく賞しよう金きん首くびの社しや会かい復ふつ帰きはありえない。そんなことになればハンターが復ふく讐しゆうの標的になるのは目に見えているからだ。

　ハンナの線からの捜そう査さも難むずかしいとなると、他の手を考えないといけない。

　あまりやりたくないことだが、前ぜん提ていを固こ定ていするしかなさそうだ。

　ひとしきり考えた後クロウは、「いいかな」と切り出した。

「これはアディントン商会が他の勢せい力りよくから狙ねらわれているという前提で話すんだけどね。まず僕とナジャさんでチームを組んで、アリスは別働隊になってもらう」

　アリスは不服そうに眉まゆ根ねを寄よせる。最大戦力である自分が作戦の中ちゆう核かくをなすと思っていたからだ。それでも異い論ろんははさまなかった。

　クロウは説明を続ける。

「今回の一いつ件けんで複ふく数すうのハンターが動いているはずだから、襲しゆう撃げきをかけるにはそのハンターたちの注意を別に逸そらさないといけない。だから、おそらく次の襲撃はどこかに陽動部隊が出てくると思うんだ。特にマフィアの事じ務む所しよなんか構かまってられないような大きな事件を起こしてね」

　少人数で潜せん入にゆうして誰だれにも気づかれずに暗殺するという方法もあるが、少しでも騒さわぎが起これば周囲を見み張はっているハンターに気づかれることになる。そうなれば撤てつ退たいが難しくなるため、陽動を使うというのは極めて合理的な手に思える。

「だからアリスは他のハンターと協力して、そっちの事件を解決して欲ほしい。僕らは犯はん人にんが逃にげ出さないようにうまく時間を稼かせぐから、その間に助けにきてよ」

　自分でも情けない手だとは思ったが、現げん状じようの装そう備びではこれが最さい善ぜん手しゆだ。問題はそこにマシューが来るかどうかだ。

　アリスとソフィアはそれぞれクロウの案を考えていたが、結局は了りよう承しようした。

　後はこの場にいないナジャだけだ。

　これが一番説得しにくい相手にクロウには思えた。
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　繁はん華か街がいの一角をクロウとナジャが肩かたを並ならべて歩く。同じスーツ姿すがただが、自分の思うように着き崩くずしたナジャと、きっちりとしながらも着き慣なれていない感じのするクロウが並ぶと、どうにも不ふ釣つり合いに見える。

　クロウは手に地図を持ち、道みち筋すじを確かく認にんしながら歩く。地図には複ふく数すうの印がつけられ、どのポイントを回ればいいか一いち目もく瞭りよう然ぜんになっている。

　ナジャはほぼ無言のまま、目立たない範はん囲いで視し線せんを周囲に投げかけ警けい戒かいしている。その視線の先に、必ず風ふう俗ぞく店てんや酒場があるが、それはただの勘かん違ちがいだとクロウは自分に言い聞かせた。

　事じ務む所しよでの話し合いから三日が過すぎたが、あれから新たな事じ件けんは起きていない。そのためクロウたちはアディントン商会の事務所や経けい営えい店てんを巡じゆん回かいし、次の襲しゆう撃げきに備そなえていた。

「特に何もありませんね」

「だな」

　よほど暇ひまなのだろうか、ナジャが大きな欠伸あくびをする。さすがに三日目ともなると、危機感も薄うすれてしまっている。

　クロウもアディントンの自じ演えんである可か能のう性せいを捨すてきれていないため、捜そう査さそのものに嫌いや気けが差し始めている。

　とはいえまだ三日。次の襲撃のタイミングとしては決して遅おそくない。むしろ早い方だ。捜査を打ちきるわけにはいかない。

　クロウは次の目的地を定め、ナジャにどの経路で進むか簡かん単たんに説明した。ナジャもそれに軽く相あい槌づちを返し了りよう承しようの意を伝える。

　しばらくして、クロウの頭の中に一つの疑ぎ問もんが浮うかんだ。

「ナジャさん、一つ聞いていいですか？」

　急なクロウの質しつ問もんに、ナジャは少し驚おどろいたように振ふり返った。

「ん？」

「ナジャさんって、社章つけてませんよね？」

　社章は事務所開かい設せつの折にアリスとソフィアを交えて考えたものだ。流星をモチーフにした汎はん用よう性せいの高いデザインになっていて、二人からの評ひよう判ばんも高い。

　クロウは胸むな元もとにハンターのバッジと一いつ緒しよにつけているが、ナジャはハンターのものしかつけていない。

「つけてるぞ」

　そう言ってナジャが片かた手てをあげて見せる。そこにはジャケットの袖そでボタンの代わりに揺ゆれる社章があった。

「そんなところに……」

　クロウが啞あ然ぜんとする。

　アリスはブレスレットにしているし、ソフィアはその日によって髪かみ飾かざりや帽ぼう子しの飾りに使っている。汎はん用よう性せいの高いデザインにしたせいで、かえってメンバーの協きよう調ちよう性せいのなさが浮うき彫ぼりになってしまっていた。

　頭を抱かかえるクロウのもとへ、通信が届とどく。

「来た！　来た来た来た来た来たァ！」

　通信機のスイッチを入れた瞬しゆん間かんに、ソフィアの大声が響ひびく。

「え？　来たって、なにが？」

　ソフィアが何を言っているのか分からず、クロウは間の抜ぬけた返事をしてしまった。

「イーグル……じゃなくて、事じ件けんよ！　事件！　ユルくない大事件！」

　こんな時にまで平へい常じよう運うん転てんのソフィアに二人共呆あきれたような表情になった。

　さすがに少し反はん省せいしたのか、通信機越ごしにコホンと咳せき払ばらいする声が混まじる。

「銀ぎん行こう強ごう盗とうが出たらしいわよ。これだけの大事件が起これば完かん璧ぺきね」

　ソフィアの言う通り、銀行強盗ならば襲しゆう撃げきのブラフとしては申し分ない。

　クロウたちの周囲でも何人かの男たちが、慌あわてたように同じ方向へと走り出していた。彼らの胸むねにはクロウたちと同じ、鉄てつ槌ついを意い匠しよう化かしたバッジが光る。

　おおよそアディントン商会の事じ務む所しよが狙ねらわれると踏ふんだハンターたちだろう。あるかどうか分からない襲撃に備そなえるより、目先の銀ぎん行こう強ごう盗とう犯はん逮たい捕ほを優ゆう先せんしたに違ちがいない。

「さて、ここまでは僕の予想通りだけど、ここからが問題だな」

　クロウはソフィアから事件のあった銀行の位置を聞き、マーカーで印をつける。これが陽動とするならば、もっとも遠い場所が襲撃ポイントになるだろうと予よ測そくができた。

　地図で見れば今クロウたちがいるのはちょうど中間の位置に当たる。急いで移い動どうすればまだ間に合う。

　二人は急いで目的地へと走り出した。




　ソフィアからの通信を受け、アリスは銀行へと直行した。

　アリスの到とう着ちやく時じ、銀行のまわりにはパトカーが群むらがり包ほう囲い網もうを敷しいていた。パトカーの後ろには警けい官かんの他、雑ざつ多たな格好をした人間が多数控ひかえている。

　アリスと同じようにスーツを着たもの、カジュアルな私し服ふく姿すがたの者、装そう甲こう服ふくやアシストスーツを装着した重装備の者。男もいれば女もいる。中にはタンクトップにショートパンツ姿の者まで見える。

　そのすべてがエトリア在ざい住じゆうのハンターだ。薄うす着ぎのものは強力な能のう力りよく者しやであることが多く、重装備のものは能力を持たないか、クロウのように戦せん闘とう向むきではない能力の持ち主が多い。

　彼らは現げん場ば指し揮き官かんである警官のもと、突とつ入にゆうするタイミングを待ち構かまえている。現げん状じよう、犯人の規き模ぼや人ひと質じちの様子が分からないため、無む闇やみに手を出せないようだ。

　アリスは近くの警けい官かんに近づき、

「状じよう況きようは？」

　と簡かん潔けつに聞いた。

　警官は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子を見せたが、アリスの胸むな元もとに光るバッジを見て、ハンターであることを理り解かいした。

「犯はん人にんグループは人質二十数名をとり、あのビルに立てこもっております。現げん在ざい犯人が要求してきた車を用意しつつ、時間を稼かせいでいるところであります」

　大方アリスの予想通りの答えだった。

　人質をとって籠ろう城じようを決め込む犯人に対たい抗こうするには、極めて一いつ般ぱん的てきな手だ。おそらくどこかにスナイパーを配置し、車に乗り込む瞬間に狙そ撃げきするつもりだろう。それを皮切りにハンターが突とつ入にゆうすれば、人質が死ぬ確かく率りつも極きよく端たんに低くなる。

　だが、アリスにとってその策さくはいただけない。彼女としてはいち早くこの状況を打だ破はし、さっさとクロウたちの応おう援えんに行かなければならない。

「ソフィ、この位置から犯人の視し覚かくはとれる？」

　答えはすぐに返ってきた。

「疲つかれるから嫌いや」

「アンタねぇ……」

　アリスの眉まゆがピクピクと動く。そのあまりの不ふ機き嫌げんさに、そばにいた警官の方がたじろいだ。

「私の能のう力りよくだと、犯人の正せい確かくな位置とか数とかわかんないのよ。実じつ際さいに目で見て確かく認にんできるアンタの方が適てき任にんでしょ！」

「三十分待ってくれるなら、そっち行くけど……？」

「遅おそすぎるわ。本気出せば届とどくでしょ。今本気にならないで、いつ本気を出すのよ！」

「んー。漫まん画がを読むとき？」

「アンタって子は、本当に、もう……」

　アリスの表情が険けん悪あくを通り越して、凶きよう悪あくなものになっていく。それを警官の視覚越ごしに見たのか、はたまた声音から読み取ったのか、ソフィアが慌あわてて付け足した。

「いや、だって私がやろうと思ったら、拡かく大だい能のう力りよく三重に使って、その上二十人以上共有しないといけないんでしょ？　それがどれだけ大変か、アリスなら分かると思うけど」

　ソフィアの言い訳わけにも一理あることはアリスも承しよう知ちしている。

　単たん純じゆんに視覚共有能力を発動させただけでは、複ふく数すうのテレビを同時に見るような形になってしまう。その一つ一つを正確に把は握あくするためには拡大能力によって脳のうの情じよう報ほう処しよ理り能のう力りよくを向上させないといけない。

　この場合はさらに射しや程ていの延えん長ちようなども同時に行わなければならない。その負ふ担たんは想そう像ぞうを絶ぜつするものがある。

　アリスもそのことは理り解かいしていた。

「わかったわ。今回は私がやるわ」

「ホント？　ヤッター！」

「そのかわり、今日から漫まん画がを読む時間を一時間短たん縮しゆくしなさい」

「ええええええぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　ソフィアが抗こう議ぎの声をあげるが、アリスはそれを無む視しした。ついでにうるさいので通信機のスイッチも切っておく。

「あそこのハンターの中に情じよう報ほう収しゆう集しゆうできる能のう力りよく者しやはいる？　私の能力と合わせれば犯はん人にんの正せい確かくな位置が分かるかもしれないんだけど」

「報ほう告こくによれば、嗅きゆう覚かく共きよう有ゆうと聴ちよう覚かく強きよう化かの二人が居おります」

「それ、あんまり当てにならないわね」

　警けい官かんの話にアリスは首をひねった。

「爆ばく発はつ物ぶつは持ってないそうですよ」

　それだけ分かるだけでも上じよう出で来きと思うしかない。

　ため息とともに、アリスは火球を生み出した。

　拡かく大だい能のう力りよくにより、アリスの感覚と火球から放ほう射しやされる赤外線がリンク。アクティブソナーのように周囲を探たん査さし、その結果を映えい像ぞうとして脳のう内ないに映うつし出す。

　アリスの脳内に一切色のない、線画のような立体地図が浮かび上がっていく。

　その中から余よ分ぶんなものを排はい除じよし、銀行だけに意い識しきを集中させる。

　カーテンの隙すき間まから銀行内部にわずかに侵しん入にゆうした赤外線をもとに、中ちゆう継けい点てんとなる炎ほのおを点火し、さらに赤外線の触しよく手しゆを延のばす。

　その作業を何度か繰くり返すと、ビル内部の状じよう況きようがおおよそ理解できた。

　フロアの床ゆかが凸でこ凹ぼこしているようだが、これは机つくえや椅い子すだろう。バリケードらしきでっぱりも見える。

　微び妙みように蠢しゆん動どうする大きな塊かたまりはおそらく人質の集まりだろう。その周辺で動くものが犯人と推すい測そくできる。

「真面目に働く気のないバカには、教育が必要ね」

　アリスは脳内の地図を保ほ持じしたまま能力を全力発動させた。

「吹ふっ飛べぇぇぇ！」

　ビル内のいたる所に火球が出しゆつ現げんし、外側へ向けて爆ばく裂れつ。全五階のビルの窓まどが一いつ斉せいに吹ふき飛ぶ。

　窓から噴ふき出した紅ぐ蓮れんの猛もう火かが急速に方ほう向こう転てん換かんし、真上へと逃にげる。

　それはビル全体が巨きよ大だいなキャンプファイヤーになったかのような光景だった。

　ギラつく陽光のもと突とつ如じよ現あらわれた巨大な火柱は、その発生と同じく唐とう突とつに消える。

「突とつ撃げきィ！」

　すべての能のう力りよく使し用ようを取りやめたアリスが叫さけぶ。その声に呆ぼう然ぜんとしていたハンターたちが我われに返り、一いつ斉せいに突とつ入にゆうしていく。

　その光景を見やり、アリスはその場に膝ひざをついた。すさまじい疲ひ労ろう感かんが両りよう肩かたにのしかかる。

「ハァ……ハァ……」

　無茶な能力使用のため肩で息をつくアリスに、現げん場ば指し揮きを任まかされていた警けい官かんが走りよってきた。

「お、お前、なんてことを……」

「人ひと質じちなら、全員無事よ」

　頭を押おさえながらアリスが指揮官の言葉を遮さえぎった。勘かんで人質と犯はん人にんを区別したことは伏ふせておく。

「こんなことをして……賞金がもらえると思うなよ！」

　やり場のない怒いかりをたぎらせて、指揮官が吠ほえた。せっかく立てた計画を台無しにされ、頭に来ているのだ。

　アリスはその男に気けだるげな視し線せんを向けた。

「早そう期き解かい決けつできてよかったじゃない。それとも人質が死んだ方が都合がよかった？」

「ぐっ！　ぬぅ」

　痛いたいところを突つかれ、指揮官が黙だまり込こんだ。

　押し黙る指揮官を無む視しし、アリスが歩き出す。歩きながら、思い出したように通信機を起動させる。

「ソフィ、事じ後ご処しよ理りよろしく」

「えー」

「サボった罰ばつよ。とりあえず嫌いや味みを言って謝しや礼れい金きんをもらえばいいから」

「……謝あやまっておくね」

　通信機から漏もれるソフィアのため息をアリスは無視した。




　閑かん静せいな住宅街の一画、そこにクロウたちの目的地があった。

　クロウとナジャがやってきたのは築ちく二十年ほどのビルだ。築百年を越こえる建物が数多く残るヨーロッパにおいては、まだまだ新築同様の建物だ。

　アディントン商会の拠きよ点てんの中で、銀行から遠く、また規き模ぼの大きなところがこのビルだった。

　ビルといってもさほど大きなものではない。三階建てのちょっと大きな民家程てい度どの大きさだ。ただ正面に『ガイランドビルディング』の文字があるため、名めい称しよう的てきにはビルらしい。

「おい、なんだありゃ？」

　クロウがビル内部に入ろうとすると、ナジャが明後日あさつての方向を指差しながら声をかけてきた。

　ナジャが指差す方角の空が、真っ赤に染そまっていた。まだ昼前であることを考えれば、異い常じような色だ。

　赤い色は数秒のうちに搔かき消え、元の青空へと戻もどる。

「どうせアリスでしょ」

　空が赤く染まった方角はちょうど銀ぎん行こう強ごう盗とうがあった方だ。

　あの規き模ぼの能のう力りよくを扱あつかえる人間はエトリアでは何人もいるが、実じつ際さいに行使するのはアリスぐらいのものだろうとクロウは考えている。

　アリスに足りないものは遠えん慮りよだ。そうでなければあんな派は手でなことはしない。

　あまりに素そっ気けないクロウの言葉にナジャはしばし呆あつ気けにとられていたが、ややあって肩かたをすくめた。

「ま、お前がそう言うなら、そうなのかもな」

　クロウはナジャのことを完全に放置してビル内部の様子を窺うかがっていた。聞き耳を立てるが、特に何の音もしない。

「人の気配がしませんね」

　もしかすると、あたりかもしれない。

　確かく認にんのためクロウは備そなえ付けのインターフォンを押おしてみる。プツッという回線がつながった音がするが、誰だれも出ない。

　試しにクロウは扉とびらを叩たたいてみた。

「こんにちわー。来らい来らい軒けんでーす」

　東洋人が二人ということで適てき当とうな名前を言ってみたが、ナジャが妙みような顔をしただけで内部からの反はん応のうはない。

「なんだ、今の？」

「深い意味はないです」

　しばらく待ってみたが、やはり反応がない。とりあえず扉に手をかけてみたが、オートロック機き能のうがあるのか、扉はびくともしない。

「任まかせろ」

　そういってナジャが扉に手をおく。同時にナジャの能力が発動。彼の手が扉の中に潜もぐり込こんでいく。

　ナジャの能力は触ふれた部分の分ぶん子し構こう造ぞうを強きよう制せい的てきに破は壊かい、原子レベルにまで分解するというものだ。分解された物質はそのままではあまりに不安定なため、近くの原子同士で再結合し、微び細さいな粒りゆう子しとなって四散していく。

　俗ぞくに絶ぜつ対たい能のう力りよくと呼よばれる物ぶつ質しつ破は壊かい型がたサイコキネシス、それがナジャの能力だ。

　ナジャはそのまま手を真下へと振ふり抜ぬく。その動きで取手ごと鍵かぎが搔かき消えてしまった。

　ギギィッと軋きしみながら扉がゆっくりと開く。

「ナジャさんも解かい体たい業ぎようとかやってみませんか？　ハンターより安全だし、その能のう力りよくが役に立ちますよ」

「お前もビルの窓まど拭ふきとかどうだ？　ハンターよりよっぽど似に合あってるぞ」

　緊きん張ちようをほぐすための軽口だったはずだが、嫌いやなことを思い出してしまった。

「それ、高校のときにやった職しよく業ぎよう適てき正せいテストの結けつ果か欄らんに書いてありました」

　あの時ほどショックなことはなかった。第三者に冷静に『お前は使えない奴やつだ』と言われているように感じたものだ。アリスや他のクラスメートの結果に華はな々ばなしいものが多かったことも、クロウの精せい神しん的てきダメージをより深いものにしている。

「そ、そうか……その、なんだ。悪かったな」

　ナジャも悪気があって言ったわけではなかったため、割わりとあっさりと謝しや罪ざいした。むしろクロウとしては謝あやまって欲ほしくなどなかったが。

　やや気まずい空気のまま、二人は建物内に侵しん入にゆうした。

　仮かりにもビルというだけあり、入ってすぐはエントランスになっていた。その先に廊ろう下かがあり、左側に扉とびらが三つ。一つ目と二つ目の扉の間に上下に伸のびる階かい段だんがある。

　クロウはやや緊張した面おも持もちで回転式拳銃を抜ぬいた。

　エントランスには監かん視しカメラが設せつ置ちされており、ここまで無む断だんで入り込んでおいて誰だれも出てこないというのは明らかにおかしい。

「超ちよう振しん動どう能のう力りよく者しやがいたらどうします？」

　一番手前の扉に手をかけながらクロウが聞いた。この先に賞金首マシュー・ホーキンズがいてもおかしくない。もう死にそうな目に合うのはごめんだ。

「脅おどかして追っ払ぱらうかな」

　ナジャの軽口にクロウは笑みをこぼした。

　街中での戦せん闘とうを引っ掛かけた冗じよう談だんだ。前回負けたクロウのことを、彼なりに気き遣づかっているのかもしれない。

　クロウは一度大きく深しん呼こ吸きゆうをし、気分を落ち着ける。今度もまた後おくれをとるわけにはいかない。

　意を決したクロウは扉を蹴けり開ける。素す早ばやく銃を室内に向け、中の様子を探さぐる。

　室内には誰もいなかった。机つくえやロッカーが無む造ぞう作さに置かれ、荒あらされた様子さえない。

「とりあえず、ここは大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　安全を確かく認にんし、二人は次の部屋に向かった。途と中ちゆうの階段の先も気になるが、万一後ろから襲おそわれるようなことになってはたまらない。とりあえず一階の安全は確認しておきたい。

　先ほどと同じように扉を蹴け破やぶり、内部に銃を向けるが、こちらも無人。

「もしかして、本当にただ留る守すなだけなんじゃあ……」

　クロウの自信が揺ゆらぎ始めていた。これで何もなければただ時間を浪ろう費ひしただけになる。

　三つ目の部屋に入ったとき、クロウは少しばかりの安あん堵どとともに、戦せん慄りつを覚えることになった。

　部屋の中には白目を剝むき、全身が腫はれ上がった死体が複ふく数すう転がっていた。その上には不ふ吉きつな羽音を立てる十数匹ひきの蜂はちの群むれ。床ゆかの上にはびっしりと蜂の死し骸がいが、まるで絨じゆう毯たんのように敷しき詰つめられている。

　これほどの量の蜂に刺さされまくれば、アナフィラキシーショックで死んでしまうのも頷うなずける。

　部屋の中央には無む造ぞう作さにドラム缶かんが置かれている。ドラム缶の側面には銅どう線せんの埋うめ込こまれた粘ねん土どのようなものがくっついている。

　どう考えてもプラスチック爆ばく薬やくを使った簡かん易い爆ばく弾だんだ。

　室内を旋せん回かいしていた蜂が、クロウたちを発見し方ほう向こう転てん換かんする。蜂の群れは一つの意い志しに統とう一いつされているような動きで、まっすぐクロウの元へと殺さつ到とうしてきた。

　クロウの目の前に、ナジャが素す早ばやく割わって入る。彼が右手を大きく振ふり抜ぬくと、その手に触ふれた先頭の蜂数匹が、原子レベルにまで分ぶん解かい、消失する。

　さらにナジャが両りよう腕うでをふるうことで、数匹の蜂がこの世から消え去った。

　ナジャが奮ふん戦せんしている間に、クロウは方向転換。備え付けられている消火用のバケツをひっつかんだ。

「ナジャさん、どいて！」

　クロウの言葉にナジャが即そく座ざに反はん応のう。ナジャが飛びのくと同時にクロウがバケツの中身をぶちまける。

　ナジャに襲おそいかかろうとしていた蜂の群れに、バケツの水が直ちよく撃げき。水を浴あびた蜂はそのまま地面に落ち、末期のダンスを踊おどる。

　そこへナジャが再さい度ど突撃。水から逃のがれた蜂を容よう赦しやなく消し飛ばす。

「やるじゃねぇか」

　ニッと笑いかけてくるナジャに、クロウは軽く肩かたをすくめて見せた。

「昆こん虫ちゆうは水に弱いって、昔聞いたもので」

　クロウは無残に殺された男たちを見やる。元がマフィアの構こう成せい員いんなのだから、殺されても仕方のない人種なのかもしれない。それでも、原形をとどめない死体に、クロウは僅わずかながら同情した。

「ひどい死に方ですね」

「昔、友ダ人チの一人がマフィアに嬲なぶり殺しにされたことがあった。アン時と似にたようなもんだな」

　死体を見下ろすナジャの視し線せんはどこまでも冷たい。

　二人の生おい立ちの差が、同じ死体を前に別々の感想を抱かせた。

　ナジャは死体を無視して部屋の中心にあるドラム缶へ向かう。

　ナジャが歩くたび、クッキーを踏ふみつぶしたような音がする。

「とりあえず、危あぶねーから消しとくぞ」

　ナジャがそっとプラスチック爆ばく薬やくの表面を撫なでると、爆薬はきれいに分ぶん解かいされていった。

「ハァ、便利ですね。今度爆ばく弾だん処しよ理りの仕事とか探さがしてきましょうか？」

「遠えん慮りよしとく」

　気を紛まぎらわせるための軽口を言い合いながら、二人は次の部屋に向かった。




　薄うす暗ぐらい通路の中に、二つの人ひと影かげがあった。

　片かた方ほうは背せが高く、がっしりした体たい軀くの男。真っ白な民みん族ぞく衣い装しように身を包み、腰こしには三み日か月づき型がたの儀ぎ礼れい用よう短たん剣けんを差している。真っ白な肌はだと、黒みを帯びた瞳ひとみが西アジア出身であることを物語る。

　その傍かたわらにいるのはまだ体つきに幼おさなさの残る少女だった。隣となりの男とは違い、素す肌はだに粗そ末まつな布ぬの切きれを巻まきつけただけの簡かん素そ過すぎる格かつ好こう。闇やみ色いろの瞳には感情らしきものが一切宿っていない。

　肌の露ろ出しゆつが多いため、男とは違ちがいうっすらと日に焼けている。

　格好こそ違うものの、二人の顔つきは大変よく似にていた。

　男の方がふと何かに気がついたように、上を見上げる。

「消えた？　いや、殺されたのか？」

　驚おどろいたように男がつぶやく。彼はテレパシーにより、蜂はちと交信していた。

　蜂から送られてくる断だん片ぺん的てきな情報では、相手の輪りん郭かくぐらいしかわからない。一いち応おう色も付いているはずだが、人間と蜂では色しき域いきが違いすぎてうまく理り解かいできないでいた。

「ハヤ、俺の蜂が殺された。どこの組そ織しきの奴やつかは知らねぇが、お前行って皆みな殺ごろしにしてこい」

　男の命令にハヤと呼よばれた少女がおどおどとした様子で口を開く。

「でも、兄さん……」

　瞬しゆん間かん、男の足が少女の腹ふく部ぶに突つき刺ささり、大きく吹ふき飛ばした。

　激はげしく咳せき込こむ妹に、兄はゴミでも見るような視し線せんを投げかける。

「いつから口答えできるようになった？　お前はただ言われたことをしてりゃいいんだ」

　そう言って男が背せを向ける。少女は汚きたならしい床ゆかに這はいつくばりながらも、消え入りそうな声で「ごめんなさい」と謝しや罪ざいの言葉をつぶやいていた。

　立ち去ろうとした男が何かを思いついたように立ち止まる。

「そうだ。どうせなら奴らに一度捕つかまって、内部の情報を探さぐってきてもいいぞ」

　男の声は何かを面おも白しろがるような、それでいて冷れい酷こくな響ひびきを伴ともなっていた。

「二人共男みたいだからな。股を開けば簡単に取り入れるだろ」

　兄妹きようだいとは思えない最悪の言い方だったが、ハヤは素す直なおに頷うなずいた。

　その表情から、感情は読み取れない。




　クロウとナジャは上下に分かれて行動していた。ビルの壁へき面めんも歩けるクロウが上階、狭せまい空間の方が得意なナジャが地下を担たん当とうしている。

　二階をクロウが素す早ばやく探さがしていくが、襲しゆう撃げき者しやの影かげは見当たらない。あったのは一階と同じ、簡かん易い爆ばく弾だんだけだ。

　後でナジャに処しよ理りしてもらわないといけない。

　一階の状じよう況きようから考えて、襲撃犯の中に蜂はちを使う能のう力りよく者しやがいることは確かく実じつだ。ここからは一いつ層そう注意していかなければならない。

（蜂使いがいるって分かってれば、殺さつ虫ちゆう剤ざい持ってきたのに）

　クロウは建物の内部を細かく観察しながら、何か対たい抗こう策さくはないか考えていた。

「ソフィアちゃん。何か蜂の弱点とかって分からない？」

　通信機を使って事じ務む所しよのソフィアに相談してみる。パソコンで検けん索さくをかけているのか、返事は少し遅おくれた。

「とりあえず体温を下げるのが効果的みたいよ？　冬になると死ぬみたいだし」

「それは知ってる」

　ため息をつきながら、クロウは思考を切り替かえた。

　先ほどの蜂の動きを見るに、相手はテレパスではなさそうだ。噂うわさで聞いたところによれば、精せい神しん支し配はい型がたテレパスの使う動物は軍ぐん隊たい並なみに規き律りつのとれた行動をとるらしい。

　一階の蜂にはそんな戦せん術じゆつ的てきな行動はなかった。ただ羽は音おとで威い嚇かくし、まっすぐ突つっ込こんで来ただけだ。

（となると相手はテレポーターか？）

　テレポーターなら大量の蜂を召しよう喚かんして逃にげるという方法が使える。一いつ見けん与くみしにくい相手のようにも思えるが、自分で召喚した蜂に襲おそわれる危き険けんがあるため、下へ手たな使い方ができない。

　対たい策さくさえ間ま違ちがえなければ、マシューより楽な相手かもしれない。

　一階の死体と同じ道をたどるという最悪の想像をしないように気を遣つかいながら、クロウは三階へと向かった。

　上階に到とう着ちやくすると同時にクロウは異い変へんに気づいた。

　廊ろう下かにいるにもかかわらず、くぐもった羽音が聞こえてくる。廊下には蜂の子一匹ぴき見えないにもかかわらずだ。

「ハァ、こっちがあたりか。なんだか逃げ出したくなってきたな」

「空飛ぶ悪あく魔まを叩たたいて落とす。ハンターがやらねば誰だれがやる？」

　通信機から聞こえてくるソフィアの声は、どこまでも気楽だ。いっそ代わってほしい。

「蜂の巣す退たい治じは役所の仕事なんだけどなぁ。あ、でも僕も準じゆん公こう務む員いんか」

　クロウはため息をつきながら、銃じゆう把はを握にぎり直す。

　三階は他の階とは違ちがい、扉とびらが二つしかない。他の階と同じ大きさの部屋と、それを二つつなげた大部屋の二つだ。

　クロウはとりあえず大部屋の前に立ち、銃じゆうを構かまえた。もし相手がテレポーターならば、銃には対たい抗こうできないはずだ。

　扉とびらを蹴けり開けると、とんでもない光景が視し界かいに飛び込こんできた。

　むろん、そこにいたのは蜂はちの群むれだ。ただ、その量が尋じん常じようではない。あまりの蜂の密みつ集しゆう度どに、反対側の壁かべが見えない。

　扉が開いた衝しよう撃げきでザラザラという音を立てながら、蜂の死し骸がいが雪崩なだれ落おちてくる。

　クロウは蜂の群れを刺し激げきしないように、ゆっくりと後こう退たいした。そのまま、そろそろともと来た道を戻もどる。

　蜂の群れは急な侵しん入にゆう者しやに反はん応のうできないのか、まだ襲おそってこない。それでも扉が開いたことで外へと飛び出し始めていた。

　威い嚇かく的てきな羽は音おとがクロウの耳に入る。

　クロウは何か打だ開かい策さくはないかと周囲を見回した。建物自体は新しく、マフィアの所有物だとは思えないくらいしっかりしている。反面、武ぶ器きや盾たてになりそうなものは何もない。掃そう除じ用よう具ぐの入ったロッカーすら見当たらない。

　代わりに発見したのは、もう一つの部屋の扉とびらの隙すき間まから、蜂が這い出てきている光景だった。

　最悪の状じよう況きようにクロウの顔が引きつる。

　窓まどから逃にげるか？

　いやダメだ。逃げたところで蜂の方が速い。すぐに追いつかれて殺される。

　どうにかここで一いち網もう打だ尽じんにしなくてはならない。

　さらにそこへ、ナジャからの通信が入る。

「おい、地下の方にトンでもねぇ化け物がいたぞ！」

「化け物って何ですか？　蜂よりヤバい奴なんてそうはいないでしょう」

　叫さけび返すクロウに、ナジャが興こう奮ふん気ぎ味みに返してくる。

「蟻ありだ蟻！　数が多すぎて見当もつかねぇ！」

　ここに来て蟻使いとは……

　これで四人目の暗殺者だ。アディントンの恨うらまれ方にもすさまじいものがある。

「蜂の方も数えられないぐらいいますよ」

　お互いに泣き言しか言えないほど、事態は逼ひつ迫ぱくしていた。

　今や蜂の群むれは部屋から飛び出し、廊ろう下かを埋うめ尽つくそうとしている。

　昆こん虫ちゆうの複ふく眼がんはゆっくり動くものを認にん識しきできない。おかげでまだ襲おそってこない。

　さっきと同じく防ぼう火か用ようの水を使うか？　ダメだ。量が少なすぎる。この数の蜂を殲せん滅めつするにはもっと大量の水がいる。

（水がないなら……）

　クロウは蜂はちに背せ中なかを見せて全速力でダッシュ、同時に腰こしの手しゆ榴りゆう弾だんを一つ引き抜ぬいた。それを背せ中なか越ごしに蜂の群むれめがけて投とう擲てき、自分は階段へと身を躍らせた。

　背はい後ごで爆ばく音おん。建物全体がわずかに軋きしみ、天てん井じようから埃ほこりが舞まい落ちる。

　今の爆発でかなりの量の蜂が死んだことだろう。だが全ぜん滅めつしているはずはない。

　しかしそんなことはどうでもいい。クロウの狙ねらいは別にあった。

　ビル全体にけたたましいサイレンが鳴り響ひびく。続いて天井に設せつ置ちされたスプリンクラーから大量の水が放ほう射しやされた。

　急に動き出したクロウを追う蜂の群れに、スコール並なみの水が叩たたきつけられる。

　水を受けた蜂が地面に落下。そのまま体温を奪うばわれ凍とう死ししていく。

　床はあっという間に水浸しになり、まるで川のようになっている。その上を、大量の蜂の死し骸がいが木この葉の如ごとく流されていく。

「水がないなら、火をつければいいじゃない、てね」




　クロウと分かれてすぐ、ナジャはタバコを取り出し火をつけた。

　しっかりと英気を養ってから、ナジャは地下へと降おりる。

　地下は上階よりもさらに広い。階段の右手には鉄てつ格ごう子しの扉とびらがあり、その向こう側は大量の木箱が置かれた倉庫になっている。

　左手にも大きな倉庫があり、同じような光景が広がっている。ただ、倉庫の手前に発電室と書かれた部屋がある。

　ナジャはとりあえず、一番楽そうな発電室へと向かった。

　扉を開けるとそこは真っ暗だった。地下室自体薄うす暗ぐらいが、発電室の中はそれ以上に暗い。一ひと筋すじの光も入らない本物の闇やみだ。

　そこでふとナジャは気がついた。

　廊ろう下かの光が差し込んでいるはずなのに、足元さえ見えないのはおかしい。本ほん能のう的てきに危き機き感かんを抱いだいたナジャは足を踏ふみ入れることを躊ちゆう躇ちよした。

　瞬しゆん間かん、部屋全体が蠢しゆん動どうする。

　ようやくナジャは理り解かいした。部屋全体を真っ黒な生き物が埋うめ尽つくしている。キチキチという音を立てるその姿すがたは、間ま違ちがいなく大量の蟻ありだ。

「いや、これはヤバいだろ」

　背せ筋すじに走る怖おぞ気けに、ナジャは即そく座ざに逃にげる選せん択たくをした。蟻の群れを刺し激げきしないように、ゆっくりと後あと退ずさる。逃げながらも上にいるクロウに報ほう告こくすることも忘わすれない。

　もしかするとさっきみたいに対たい策さくを思いついてくれるかもしれない。

　そう思って報告したのだが、クロウからの返答はひどいものだった。どうやら蜂の群れがいて、それどころではないらしい。

「クソッ！　どうすりゃいいんだ、こんなの」

　発電室の入り口からは蟻ありが軍隊のように整然と進しん撃げきしてきた。入り口から出た蟻は左右に分かれるようなこともせず、まっすぐナジャの方へと向かってくる。

　明らかに蟻の習しゆう性せいを無む視しした動きだ。

　黒の波は濤とうが足元にまで押おし寄よせてくる。すでに一匹ぴき一匹の姿すがたが視し認にんできるほどに近づかれている。

　頭と腹はらは大きいが、胸むねは細く、スレンダーな体たい型けいをしている。近くで見ると背せ中なかに赤い斑はん点てんがある。しかしそれ以上に目を引くのはその大きさ。全長一センチを越こえている。

　蟻の一部が左右に展てん開かい。ナジャの視界が黒く染そめられる。

　ナジャは左右の手を振ふるい、壁かべごと蟻を破は砕さいする。しかし量が多すぎて気休めにさえならない。

　蟻はナジャに取り付こうと、ブーツに足をかけ、天てん井じようから落下し、壁から飛びかかってくる。さらにそれをサポートするように、蟻ぎ酸さんの援えん護ご射しや撃げきまで始まった。

　ナジャはすぐさまそれに対たい抗こう。ブーツと一いつ緒しよに靴くつ下したが弾はじけ飛ぶ。その現げん象しように巻まき込こまれた蟻が原子へと還かん元げんされていく。

　さらに能のう力りよくを頭部にも発動。逆さか立だった銀ぎん髪ぱつや顔に取り付こうとした蟻が音もなく消失していく。

　ナジャの能力は決して手だけしか使えないわけではない。

　ただ、そんな彼の能力であっても、弱点は存そん在ざいする。

　まず足の裏うらだ。足の裏にまで能力を発動させれば、地面に足がめり込んで身動きがとれなくなってしまう。

　そして服の下だ。今ナジャが着ているスーツは防ぼう弾だん防ぼう刃じん繊せん維いで作られた特注品だ。一着五十万前後するものを自分の能力で壊こわすわけにはいかない。

　そんなナジャの弱点を、蟻の群むれは巧たくみについてきた。

　床ゆかの蟻がナジャの足指の裏や、土つち踏ふまずの隙すき間まに潜もぐり込こみ、鋭するどい顎あごを突つき立てる。

　ナジャの体に取り付いた蟻は、彼の能力が発動していないスーツとシャツの間に入り込み、シャツの上から毒どく針ばりを差し込んできた。

　普ふ通つうの蟻では決してやらない、強力なテレパスに操あやつられた蟻ならではの攻こう撃げきだ。

　体に走る焼けるような激げき痛つうに、ナジャの集中が乱みだされた。集中の乱れは能力の乱れにつながる。

　能力が発生しないその一いつ瞬しゆんに、別の蟻が今度は素す肌はだに直ちよく接せつ毒針を刺す。さらに蟻酸によるチリチリした痛みも加わり、ナジャの能力はその効果をほぼ失ってしまった。

　これが生せい物ぶつ召しよう喚かん型がたテレポーターのもっとも恐おそろしい部分であり、能力者殺しと呼よばれる所以ゆえんだ。

　すでにナジャもその驚きよう異い的てき能のう力りよくに屈くつし、逃にげるより他ない。

　全身に走る激げき痛つうに悲鳴をあげながら、ナジャは一階へと逃げた。当然のように蟻ありが追いかけてくる。

　死を意い識しきし始めたその時、突とつ然ぜん爆ばく音おんが鳴り響ひびき、ビルが軽く震しん動どうした。

　一いつ瞬しゆんナジャの脳のう裏りにアリスの姿すがたが思い浮うかぶ。もしかしたら助けにきてくれたのかもしれない。

　次の瞬間けたたましいサイレンが鳴り響ひびき、大量の水がスプリンクラーから降ふり注いだ。

　そのあまりの量に目の前が見えない。激げき烈れつな量の水は、ナジャの体に取り付いていた蟻のことごとくを押おし流していく。わずかに残った蟻も流されないようにしがみつくのに必死で、毒どく針ばりや顎あごで攻こう撃げきする余よ裕ゆうがない。

　上階からも大量の水が流れ込み、一階の水と合流、そのまま地下へと渦うずを巻まきながら落ち込んでいく。

　ナジャはワックスが流れ落ち、崩くずれてしまった髪かみ型がたを直しながら、安あん堵どのため息をついた。

「助かった……か？」

　激はげしく鼓こ動どうする心しん臓ぞうを落ち着かせようとタバコを取り出すが、湿し気けってしまっていて使い物にならない。

　とりあえず一本だけ咥くわえ、残りは投げ捨てた。まだ何本か残っていたためもったいなく感じたが、しかたがない。

　咥えたタバコが発するニコチンの香かおりで気分を落ち着かせていると、玄げん関かんからアリスが入ってきた。

　ナジャとは違ちがい、アリスはずぶ濡ぬれになっていない。どうやら今到とう着ちやくしたようだ。

　走って来たのか、肩かたが大きく上下している。

「とりあえず温めてあげましょうか？」

　汗あせで張はり付いた前髪を払はらいながら、アリスが手のひらの上に炎ほのおを生み出した。びしょ濡れのナジャを気き遣づかっての言葉だが、皮肉にしか聞こえない。

「人ひと肌はだなら歓かん迎げいするが……」

　言った瞬間、ナジャの周辺に火の玉が浮かぶ。距きよ離りがそこそこ離はなれているため、まったく熱くない。むしろじんわりと温かい。

　ちょうど人肌ぐらいの温度だ。

「どうよ？」

「すまん。俺が悪かった」

　どうにかしてアリスをやりこめたいナジャだが、逆ぎやくに遊ばれてしまう。これが実力の差というものだろうか。

　ナジャは首を振ふると、咥えていたタバコを捨すてた。落ちたタバコが水に溶とけながら流れていく。

　そこへクロウが降おりてきた。やはりと言うか、びしょ濡ぬれだった。クロウが歩く度、ガッポガッポと音がする。

　クロウの後を追いかけるようにして、大量の蜂はちの死し骸がいが流れ落ちてきた。

「二人共どうしたのよ。この惨さん状じようは」

　アリスの言葉にクロウが力なく笑った。

「蜂の群むれを退たい治じするのに防ぼう火か設せつ備びを利用したんだ。建けん築ちく基き準じゆんを満たした建物で助かったよ」

「ふーん」とアリスが気のない返事をする。

　ナジャは『こいつがやったのか』と少しクロウを見直していた。ただ、髪かみ型がたが崩くずれた所だけはいただけない。

「とりあえず、上は死体だけしかなかったよ」

　それに対しナジャは、

「地下に蟻ありがいた。もしかすると地下から逃にげたのかもな」

　と言って肩かたをすくめた。




　地下には三人が一いつ緒しよになって降おりていった。先頭には一番元気そうなアリス。その後ろにずぶ濡れになった情なさけない姿すがたのクロウとナジャが続く。

　階かい段だんのすぐ下は蟻の死骸が大量に残っていた。生命力の強い蟻も、大量の水の前では無力だ。

　まだ元気そうな蟻が残っていたが、それらをアリスが容よう赦しやなく焼き払はらっていく。

　広こう範はん囲いを攻こう撃げき可か能のうなアリスにとって、一方向から攻撃してくる蟻や蜂など敵ではない。アリスを倒たおそうと思うなら、広い場所で全方位から集中攻撃をしないといけない。

　ナジャの案内にしたがって、三人は発電室と書かれた部屋に入った。

　部屋には大きな自家発電機が置かれ、その隅すみに一人の少女が座すわり込んでいた。

　素す肌はだにボロ布ぬのを巻まきつけただけというほぼ裸はだか同然の姿。短く切りそろえた黒髪が、日焼けした肌に張り付いている。

　膝ひざを抱かかえ座すわり込むその手にはリモコンが握にぎられている。

　よく見れば、発電機の横にも簡かん易い爆ばく弾だんが置かれている。

「ナジャさん、あれ見えます？」

「見えてはいるが、そんなうれしいもんじゃねーな。俺はもう少し成長した方が好みなんだが」

「は？　爆弾が成長するんですか？」

　クロウとナジャが顔を見合わせた。どうやら別のものを見ていたらしい。

「お前、本当に男か？　もう少し女の体に興きよう味み持てよ」

「死にかけた直後にそれですか？　尊そん敬けいするなぁ」

　バカなことを言い合う二人を無む視しして、アリスが前に歩み出た。

「上の階に死体が転がってたそうだけど、アンタが犯はん人にん？」

　アリスの問いに、少女は答えない。

　その代わりに、少女の周囲からにじみ出すように蟻ありの群むれが現あらわれる。やはりと言うべきか、この少女が蟻使いだ。

　少女の呼よび出した蟻が微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく襲おそいかかる。それをアリスが一いつ片ぺんの容よう赦しやもなく焼き払はらった。

「残念だけど、この位置で私に勝つのは不ふ可か能のうよ」

　アリスなりの降こう伏ふく勧かん告こくなのだが、眼がん前ぜんの少女は意に介かいした様子すらない。

　少女は無言のまま、さらに蟻を呼び出す。今度は羽は蟻ありが混まじり、上下に分かれての時じ間かん差さ攻こう撃げきを仕し掛かける。

　しかしそれもアリスの生み出した炎ほのおに新たな燃ねん料りようを投げ込む程てい度どの役にしか立たない。

　すでに勝負は決していた。あまりにも相性が悪すぎる。

　クロウがそっと銃じゆうを少女に向ける。

　生せい物ぶつ召しよう喚かん型がたテレポーターの最大の弱点は、自分自身を守る力がないことだ。そのため一度銃を突つきつけられては、抵てい抗こうのしようがない。撃うたれる前に相手を殺さないといけないが、Ｓクラスの発火能力者がいてはそれもできない。

「降こう参さん、してくれないかな？」
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　静かなクロウの呼よびかけに、少女は無言。

　ジッとクロウの銃じゆう口こうを見つめた後、諦あきらめたようにリモコンを捨すてた。自じ爆ばくする気はないらしい。

　念のため少女を拘こう束そくしようとしたクロウは、少女のすぐ横にマンホールの蓋ふたがあることに気がついた。

　おそらくはここが逃とう走そう経けい路ろ。いや、侵しん入にゆう経けい路ろかもしれない。

　自分の能のう力りよくのせいで逃にげるなら上からと考えていたクロウにとっては、まさに盲もう点てんと言える場所だった。

　苦い思いを嚙かみ締しめるクロウの耳に、ソフィアからの通信が入った。

「クロウ、残念なお知らせがあるんだけど」

　この期ごに及およんで残念なお知らせとは何なのか。聞きたいような聞きたくないような微び妙みような心しん境きようになる。

　後ろの二人を振ふり返って見るが、どうやら個こ別べつチャンネルらしく、特に反はん応のうがない。

「言い難にくいんだけど、アディントンの取とり引ひき現げん場ばが一つ襲おそわれたわ」

　場所を聞くと銀ぎん行こう強ごう盗とうのあった場所のすぐ近くらしい。

　ということはこっちが陽動で、取引現場の方が本命だったのだろうか。いや、二カ所を同時に攻こう撃げきしたという可能性もある。

　間ま違ちがいなく言えることは、銀行は無関係の事じ件けん。

　クロウは大きくため息をついた。

　これだからこの国は……




　イチジョーハンターズオフィスの一室、普ふ段だんソフィアが使っている部屋に全員が集合していた。

　室内の内ない装そうは仮か眠みん用ようのベッドにデスクトップ型のパソコンが一台だけ、といたってシンプルだ。

　パソコンの前には持ち主であるソフィアが座すわる。彼女は専せん用ようのサイトを使い情報を検けん索さくしている最さい中ちゆうだ。

　部屋の真ん中には先ほど捕つかまえた少女が座り、その周囲をナジャとアリスが、入り口の前にクロウが立ち、見み張はっている。

　少女はあの一戦で蟻ありの召しよう喚かんと使し役えきという二つの能力を行使していた。となれば当然、Ｓクラス相当の能力者だということになる。全員で見張らなければ危き険けんな相手なのだ。

　本来ならこの少女は警けい察さつに引き渡わたすべきところなのだが、クロウたちはそれを見送ることにした。

　現げん在ざいの経けい営えい状じよう況きようを考えれば、賞しよう金きん額がくの多いマシューを捕つかまえたいところだ。この少女はマシューにつながる情報を持っているはずだ。それを聞き出してからでも、警けい察さつに送るのは遅おそくない。

「ねぇ。名前、教えてくれないかな？」

　これで何度目になるだろうか、それでもアリスがやさしく少女に問いかける。

　少女は無言。ただジッと床ゆかを見つめているだけだ。

　ここまで何も反はん応のうがないと、耳が聞こえないのかと疑うたがいたくなってしまう。ただ、何か物音がするとそちらの方へと視し線せんを向けることから、耳は聞こえているようだ。

　まったく反応がないため、アリスも困こまり果てている。

　家が近所ということもあり、アリスとは付き合いが長いのだが、こんな姿すがたを見るのは久ひさしぶりだ。

　どんな時でも強気で気き丈じよう。いつもいじめられて泣いていたクロウの代わりに、いじめっ子と取っ組み合いのケンカをしていたのがアリスだった。

　アリスが行うひどすぎる報ほう復ふくをどうにか止めようとしていた自分と、今のアリスの表情とが重なって見える。

　そこでふと、クロウの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

「そうか、外国人、か」

　クロウは思い出していた。自分がいじめられていた最大の要よう因いんは、エトリア語が使えなかったことだ。

　もしかするとこの少女も、エトリア語が分からないのかもしれない。

　クロウは膝ひざを折り、目線を少女と同じにする。なるべく警けい戒かい心しんを抱いだかせないように、笑顔の仮か面めんをかぶる。

『名前を教えて？』

　英語での問いかけに、少女の視線が動く。やはりエトリア語が分からず、反応できなかったようだ。

　エトリアでは第二共通語として英語が使われている。そのため他国から流入してきた人々は、多くの場合英語のみを勉強してくる。

　だが国民のほとんどはエトリア語を常じよう用ようする。現げん政せい府ふができて約半世紀、第二共通語が制せい定ていされたのも同じ時期であるため、全体の約半数がエトリア語しか使えないのが現げん状じようだ。

　幸いにして英語とエトリア語は文法がほぼ同じであるため、移い住じゆう者しやも割わりと簡かん単たんにエトリア語を習得できてしまう。それがかえって英語が浸しん透とうし辛づらい理由にもなっていた。

　アリスたちも英語は使えるが、日常的にエトリア語を使っているため、無む意い識しきのうちに少女もエトリア語が使えると思い込んでいたのだ。そこに気がつけたのは日本からアメリカ、そしてエトリアへと移い住じゆうし、言語の壁かべにブチ当たったクロウならではといえた。

　少女はしばらく、そのガラスのような瞳ひとみでクロウを見つめていたが、また視線を床に向けた。言語の壁かべは取り除のぞけても、心の壁が立ちふさがっているようだ。

『とりあえず、言葉は分かるんだよね？』

　今度は少女も、コクンと頷うなずく。

　後はどうやって情報を聞き出すのかが問題だ。

『拷ごう問もん、しないといけねぇか』

　今まで横で黙だまって聞いていたナジャが口を開いた。少女にも分かるよう、英語だ。

　クロウはわずかに目を見開いた。ナジャはスラム街出身と聞いていたため、英語が使えるとは思っていなかったのだ。偏へん見けんで仲間を見ていたことに、クロウは内心で恥はじた。

「拷問と言われても、僕はそんな方法知りませんよ。ナジャさんは拷問とか詳くわしいんですか？」

　クロウとしては、銃じゆう弾だんで手足を撃うち抜ぬくぐらいのことしか思いつかない。すぐそばで嫌いやそうな顔をしているアリスも同じだろう。

「昔見た漫まん画がには、輪りん姦かんしてる描びよう写しやがあったが……そのぐらいしか知らんな」

　Ｒ指定ものでも見たのだろうか？　結局ナジャも大したことは知らないらしい。

　それにしても女じよ性せい陣じん、それもＳランク能のう力りよく者しやの前で『輪姦』なんてワードを平気な顔で出すとは……

　ナジャの豪ごう胆たんさ、いや空気の読めなさにクロウは一種の尊そん敬けいの念ねんすら抱いだいた。

　事実、アリスなどはナジャに冷めきった視し線せんを向けている。

　とりあえず場を収おさめるために、クロウは口を開いた。

「拷問はなしの方向でいきましょう。そもそも法に触ふれますから」

　たとえ犯はん罪ざい者しやであったところで、人権は存そん在ざいしている。ハンターはライセンス制せいとはいえ、準じゆん公こう務む員いんに相当するのだから、人権や法ほう律りつは常つねに尊そん重ちようしなければならない。

　クロウはもう一度、少女の瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。今度は満面の笑顔で、

『名前、教えてくれないかな？』

　少女の視線は一いつ瞬しゆん迷まようように彷徨さまよったが、結局クロウの顔を見ることもなく、返事もなかった。

　クロウはそっと少女の左手に自身の右手を重ねた。ビクリと少女の肩かたが震ふるえる。やはり警けい戒かいしているのだ。

　クロウはなるべくやさしい声こわ音ねで、少女に語りかけた。

『ねえ、お腹なか空すかない？』

　予想外の言葉に、少女の顔がクロウの方へと動いた。死んだ魚でももう少し生き生きしているのではないかと思えるほど、その瞳には生気が感じられない。

　少女の唇くちびるが微かすかに動き、言葉を発しようとするが、結局何も言わなかった。また顔を逸そらし、床ゆかを見つめる。

『君の名前だけ教えてくれたら、晩ばんご飯に招しよう待たいするよ』

　見守る三人には、クロウの言葉が悪あく魔まの囁ささやきのように聞こえた。

　少女の体は病的なほどに細い。まともに食べていないのは誰だれの目にも明らかだ。そこにつけこもうというのは確たしかに有ゆう効こうな方法だろうが、あまりにも卑ひ劣れつに感じられた。

　少女はいくらか逡しゆん巡じゆんしていたが、ややあってクロウに向き直った。

『名前、言わないと……ご飯、もらえないの？』

　つっかえつっかえの英語ではあったが、ようやく少女がしゃべりだした。その声はすべてを諦あきらめきった廃はい人じんを思わせる。

　クロウは少女を落ちつかせるためにも、笑顔の仮か面めんをかぶりつづける。

『まさか。君のご飯はちゃんと用意するよ。でもどうせなら、仲良くなりたいじゃないか。だから、ね。教えてくれないかな？』

　少女はまだ何か逡巡しているのか、視し線せんが彷徨さまよっていた。今までの人生で、他人にやさしくされたことがないから、信用していいのかどうか分からないのだ。

　クロウが、もうダメかな、と諦めかけたとき、少女がボソリとつぶやいた。

『ハヤ』

『え？』

『ハヤ・ハラフ・アスィール』

　ソフィアが慌あわててパソコンで検けん索さくをかける。すぐにそれが西アジア系けいの名前であることが知れた。

『そっか。ハヤちゃん、だね』

　ハヤと名乗った少女は首を大きく振ふって否ひ定ていした。

『ハヤ』

　意味が分からず、クロウが戸と惑まどっていると、ソフィアが助け船を出してくれた。

「名前からしておそらくアラビア語ね。アラビア語にミスターやミスのような敬けい称しようがないから、そのまま呼び捨てにするのが礼儀みたいよ。You copy?」

「……そういうことね」

　確たしかにそれでは名前に敬称をつけてしまうと、違い和わ感かんがあるのかもしれない。国によって文化は違ちがうのだから、その違いも尊そん重ちようするべきだ。

　クロウは少女、ハヤに向き直り、自分の胸むねを指した。

『じゃあ、僕の名前も言わないとね。もう聞いてるとは思うけど、僕はクロウ。この辺じゃ黒くろ髪かみは珍しいから、カラス呼よばわりされてるんだ。同じ黒髪どうし、仲良くしよう』

　クロウは続いて、他のメンバーを順じゆん次じ紹しよう介かいしていった。

『そこにいる偉えらそうなのがアイリス。僕の幼おさななじみで、あだ名はアリスだよ』

　アリスが少し意地の悪い顔になる。

『どこかの誰だれかさんが聞き間ま違ちがえたせいだけどね』

　アリスの嫌いや味みにクロウは苦笑した。

　エトリアに引っ越してきてすぐに近所に住んでいたアリスと知り合ったわけだが、その際さいに名前を聞き間ま違ちがえてしまい、あだ名として定着してしまったのだ。

　話を逸そらすために、クロウは次の紹しよう介かいに移うつった。

『そこにいる、徹てつ夜や明あけでハイテンションになった感じの子がソフィアちゃん。根っからのオタクだよ』

　オタク認にん定ていされたせいか、ソフィアは少しうれしげに微笑ほほえむ。

　隣となりで説明を聞いていたハヤが、不思議そうな顔をしていた。

『オタクってなに？』

『日本語でクレイジーって意味だよ』

　身も蓋ふたもない説明だったが、ソフィア以外は納なつ得とくしたようだった。

『最後にそこにいる、目つきの悪い銀ぎん髪ぱつのお兄さんがナジャさん。一番年上だけど、一番下っ端ぱなんだ』

「おい」

『チンピラっぽく見えるけど、本当に元チンピラで、アリスにミートローフにされかけて更こう生せいしたんだよ』

「おいッ！」

　黙もく殺さつ。

　アリスとソフィアがクスクスと笑うが、ハヤはにこりともしない。相変わらず暗く沈しずんだ表情のままだ。

　場の空気を少しでも和なごませようと冗じよう談だん混まじりに紹介していったのだが、功こうを奏そうしたとは言いづらい。

　そこへベルが鳴る。どうやら来客のようだ。

「僕が出よう」

　そう言ってクロウが立ち上がる。

　事じ務む所しよ内で接せつ客きやく経けい験けんがあるのはクロウしかいない。アリスやナジャは態たい度どがでかすぎるし、ソフィアは人見知りで接客には向かない。結局所長であるはずのクロウが接客を担たん当とうするしかない。

「待って。ハヤを取り返しにきたテロリストかもしれない。私もついていくわ」

　アリスの言い分も一理ある、とクロウも納得した。

　まともに仕事をしたのは今回が初めてなのだから、用心するに越こしたことはないだろう。

「その前に、事務所の回りに不ふ審しんな人ひと影かげとかはない？」

　すぐさまアリスが、意い識しきを集中させ周辺を探さぐる。

　玄げん関かんの前に二人ほど、事務所の前に車らしき物体が一つ。それだけだった。

　アリスの答えに、クロウはしばし考え込こむ。

「おそらく襲しゆう撃げきではない、かな。でも用心はしておきたいから、僕とアリスで対たい応おうしよう。ナジャさんは、部屋の隅すみに控ひかえて、もしもの時サポートしてください。ソフィアちゃんはここで待機で。向こうの狙ねらいが分かるなら通信で教えて」

　次々とエトリア語で指し示じを出した。

　ハヤは会話の内ない容ようをまったく理り解かいしていなかったが、それでも部屋から出て行くアリスたちの雰ふん囲い気きから、これから何かあると感づいた様子だった。

『ごめん。すぐ戻もどるから』

　そういってクロウは部屋を後にした。




「ご機き嫌げんよう。所長さんはいらっしゃるかしら？」

　玄げん関かんの前に居いたのは白人の女性だった。肩かた口ぐちで切りそろえられた薄うすい金色の髪かみが風になびく。年ねん齢れいは三十代ぐらいだろうか。仕立ての良い上品なスーツに身を包んだその姿すがたは、一いち流りゆう企き業ぎようの会社員を思わせた。

　ヒールを履はいているせいもあるが、目線がクロウより上にある。

　アリスの皮肉な微笑ほほえみとはまた違ちがう、冷たい微び笑しようを湛たたえている。

「そう見えないかもしれませんが、僕がここの所長のクロウ・イチジョーです」

　女とは対たい照しよう的てきに頼たよりない笑みを浮うかべながらクロウが答えた。

「これは失礼。東洋人の顔は若わかく見えることを失念していたわ」

　本当に失礼な女だな、とクロウは思った。その上、見下されているような格かつ好こうになるため、大変気分が悪い。

　それでも表情には出さない。

「実じつ際さい若いんですけどね。ところで、どちらさまでしょうか？」

　聞きながらもクロウはなんとなく相手を察していた。女の後ろにいるもう一人の女の存そん在ざい、それが嫌いやな予感を際きわ立だたせていた。

　後ろにいる女は極めてラフな格好だった。この暑い中でジャケットを羽は織おっている。下は動きやすいジーンズ姿。どう見ても用よう心じん棒ぼう、それも堅かた気ぎではない方だ。

　歳としは二十前後。顔つきからしてゲルマン系だろうと、クロウは当たりをつけた。

「私はアディントン商会のスーザン・バロウズ。お話があるのだけれど、いいかしら？」

　目の前の女が冷笑とともに告げる。

　この二人が今回の被ひ害がい者しやであり、エトリアにおける中ちゆう堅けんマフィア、アディントン商会の使者だった。

　ハヤを捕とらえてすぐのこのタイミング。実に耳が早い。

「おっと、失礼。立ち話のままでしたね。どうぞ中に入ってください」

　クロウはさっと身をどけると、二人を事じ務む所しよ内に案内した。




　クロウとスーザン・バロウズは向かい合わせに座すわった。女の後ろには護ご衛えいが仁に王おう立だちしている。その視し線せんは明らかに、部屋の隅すみにいるナジャを警けい戒かいしている。

　クロウの隣となりではアリスが、不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。相手がマフィアの人間だと知って、気分を害しているのだ。

「それで、バロウズさん。ご用よう件けんをお伺うかがいしてもよろしいでしょうか？」

「このたびは我わが事務所襲しゆう撃げき犯はんの一人を逮たい捕ほしてくださり、感かん謝しやしています」

　社しや交こう辞じ令れいを述のべつつ、バロウズが恭うやうやしく頭を下げた。

「そこで一つ、ご提てい案あんなのですが、私どもと共同戦線を張はりませんか？」

　言いつつ、バロウズはわざとらしく足を組み替かえて見せる。

　男としてはそちらに視線を持っていきたいところだが、クロウはぐっと我が慢まんした。

　隣にいるアリスの存そん在ざいもあるが、視し覚かく共きよう有ゆうできるソフィアの存在が大きい。

　下へ手たなところを見て、後で何か言われないためにも、ここは真面目に話を進める必要がある。

「共同戦線、と言いますと？」

「差し当たっては情報の交こう換かんでいかがでしょう。お互たがいの情報を共有できれば、今後の展てん開かいも早いというものです」

　バロウズが温度のない笑みを浮うかべる。色いろ香かに惑まどわされないクロウを、敵てきとして認みとめていた。

「僕らに交換するような情報はありませんよ？　逮たい捕ほしたハンナ・ベルンストレームは黙もく秘ひを続けていますし、情報屋から買った情報は、そちらも手に入れているのでは？」

　クロウもまた、バロウズににっこりと微笑ほほえんで見せる。

　互いに表面的な笑みを浮かべながら、二人が睨にらみ合う。

　先に沈ちん黙もくを破やぶったのはバロウズだった。

「なかなかおもしろい冗じよう談だんですね。たしか、そちらは女の子を一人、捕つかまえられたはずでは？」

「さて、なんのことだか……」

「我われ々われが所有するビルの中で起こったことくらい、知らないとお思いで？」

　さすがにしらを切り通せないとクロウは感じた。

　できればマフィアとは付き合いたくない。下へ手たに付き合えば利用されるだけされて、あとは切り捨すてられるだけだ。

「何かの間ま違ちがいでは？　もし仮かりに女の子がいたとして、そんな重要参考人をあなた方に渡わたすわけないじゃないですか」

「アディントン商会を敵てきに回す、と？」

「元々ハンターとマフィアは敵同士ですよ」

　二人の視線がぶつかり合う。

　先にじれて動いたのは、事もあろうに護ご衛えいの女だった。

「さっきから聞いてりゃいい気になりやがって、ごたくはいいから、とっとと女を出せっつってんだ！」

　吠ほえる護衛に、アリスが見下したような冷たい視し線せんを向ける。

「アディントン商会ってところは、飼かい犬の躾しつけもできないみたいね。うるさいったらないわ」

「テメェ……」

　護衛の目が怒いかりに釣つり上がる。

「舐なめた口利ききやがって、そんなに死にてぇのか」

「黙だまれ、駄だ犬けん」

　ほとんど同時に二人が動いた。

　護衛の手の中に突とつ如じよとして自じ動どう式しき拳けん銃じゆうが現あらわれ、その目の前に燃もえ盛さかる火球が浮うかび上がる。

「くっ」

　護衛の女は動けなかった。格かく下しただと思っていた相手に、完全に自分の動きが読まれていたことを思い知らされた。

「ティナ、銃を収おさめなさい」

　バロウズの制せい止しに、ティナと呼よばれた護衛は素す直なおに銃を下ろした。それを確かく認にんしたように火球が消え失せる。

「私の護衛が失礼したわね」

「いえ、こちらこそ。副所長が失礼な真ま似ねを」

「……どこがよ」

　アリスの言げんを気にした風もなく、バロウズが続ける。

「さて、今日はこれで帰らせてもらうわ。お互い冷静さを欠いているみたいだし」

「いつ来ても返事は変わりませんけどね」

「残念ね。せっかくお友達になれると思ったのに」

「使い捨すての駒こま、の間ま違ちがいでは？」

　バロウズはにっこりと微笑ほほえんだ。否ひ定ていも肯こう定ていもしない。

「協力は無理でも、邪じや魔まだけはしないでね？　もし邪魔しに来たら、遠えん慮りよなく潰つぶすから」

「そちらが余よ計けいなことをしなければ」

「フフ、憶おぼえておくわ」

　ミステリアスな笑みを残し、バロウズが席を立つ。

　事じ務む所しよから出ていく二人を見送り、クロウは大きな大きなため息をついた。

「ハァ……疲つかれた」




「あんな簡かん単たんに引き下がってよかったのか？」

　運転席に乗り込こみながら、ティナが後ろのバロウズに聞いた。

「あれでいいのよ。後はあの子たちが勝手にやってくれるから」

　ティナには話していないが、バロウズの狙ねらいは初めから相そう互ご不ふ干かん渉しようの密みつ約やくを取り付けることにあった。

　それ以外の部分は『あわよくば』という程てい度どのものでしかない。

「そうだ。報ほう告こくが上がってきてたぜ。相手はベリスだそうだ」

　思い出したようにティナが助手席に置いてあった資し料りようをバロウズに渡わたす。

「あれだけ圧あつ力りよくをかけたのに、ベリスだけとはね……まあ、いいわ」

　資し料りように目を通しながら、バロウズが続ける。

「こちらは幹かん部ぶを二人も殺された。大たい義ぎ名めい分ぶんとしては十分ね」

「そういや、あの二人とは仲悪かったよな？」

「偶ぐう然ぜんにもその通りね。おかげで組そ織しき内ないでの私の地位も盤ばん石じやくになる。その上、組織も勢せい力りよくが拡かく大だいできる。うれしいことって続くものなのね」

　バロウズは組織の被害が最小になるよう、あらかじめ断だん片ぺん的てきな情報を裏うら社しや会かいに流していた。ついでに邪じや魔ま者ものが消えるように仕向けたのだ。

　状じよう況きようは完全にバロウズの掌てのひらの上にある。

「ここまで来るのに十年かかった。でも、ここからは私たちの時代よ」
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　バロウズの顔に邪じや悪あくな笑みが浮うかぶ。

（あの子たちをベリスにぶつけ、弱ったところを私たちが叩たたく。それがベストなやり方ね）

　そのためにはどうすればいいか。すぐにその答えは出た。

　バロウズは携けい帯たい電でん話わを取り出すと、短たん縮しゆくダイヤルから部下の一人につなぐ。

「ハロー、リドリー。一つお仕事を頼たのんでもいいかしら？」

　電話の向こうからは実直な男の声が返ってくる。

「さっき手に入れた情報を、別のところにも流してほしいのよ。もちろん、こちらの素す生じようを隠かくしてね」

　物事には適てき材ざい適てき所しよというものがある。この男は情報の操そう作さ、収しゆう集しゆうにおいて、組そ織しき内ないで右に出るものがいない。

　そのためバロウズが裏うら工こう作さくをする際さいによく利用する男だ。

　通話を終えると、バロウズは再ふたたびあの悪魔じみた笑みを浮かべた。

「さて、ここからが本番よ」







　三章　Easy come easy go




「あー疲つかれた。もうあの人とは話したくない」

　ソファーの背せもたれに体を投げ出すような体たい勢せいでクロウがつぶやいた。

　バロウズとの会話の最さい中ちゆうずっと気を張はっていたため、すさまじい疲ひ労ろう感かんがある。

　クロウの隣となりにはハヤが座すわり、先ほどから「疲れた」を連れん呼こするクロウの顔を不思議そうに眺ながめている。

「アオイ・ミヨシみたいでかっこよかったよ。じゃ、報ほう告こく会かい始めていい？」

　通信機の向こうからソフィアが話しかけてくる。彼女は今アリスと一いつ緒しよに給湯室で夕飯を作っているところだ。

　聞いたことのない名前に関しては、クロウはスルーすることにした。

「どうぞ」

「じゃ、始めるね。まずハヤの能のう力りよくだけど、精せい神しん支し配はい型がたテレパシーね。登録はＣになってたけど、どうみてもＳランクね」

　クロウの前に座るナジャが難むずかしい顔になる。ビルの中でのことを思い出しているのだ。

「一いつ緒しよに登録されてたんだけど、彼女にはお兄さんがいるみたい。名前はスハイム・ハラフ・アスィール。生せい物ぶつ召しよう喚かん型がたテレポーターね」

「もしかして、上の階にいた……？」

「そうね。上にいた蜂はちの召しよう喚かん主ぬしね。こっちもＣランク登録だったけど、ハヤの事も考えると、もっと上かもしれないわね」

「どっちにしろ、嫌いやな相手だ」

　これから戦わないといけない相手のことを思い、ナジャが大きくため息をついた。

「スハイムの賞しよう金きん額がくが三百万シリン。ハヤの賞金が二百二十五万シリンだから、実力通りってことなんじゃない？」

　クロウとナジャが一緒になって息をつく。

「やっぱり、賞金首なんだ」

「それもマシューより上か」

　クロウが隣に座るハヤを見る。無む表ひよう情じようなままクロウを見つめ返すその姿すがたは、とてもそんな風には見えない。

「でも、一番ヤバそうなのはハヤだし、なんとかなるんじゃない？」

「え？　どういうこと？」

　ソフィアの言葉にクロウは思わず聞き返した。

「ハヤが扱あつかう蟻ありって、大きさからするとキバハリアリって種類だと思うんだけど、この種類って猛もう毒どく持ってるヤツばっかりなのよ。本来は単たん独どく行こう動どうする蟻らしいけど、それでも年間たくさんの人が死んでるらしいわ」

　猛もう毒どくを持った軍ぐん隊たい蟻あり。それを正せい確かくに操あやつる能のう力りよくとなれば、悪あく夢むとしか言いようがない。

「ナジャさん、よく死にませんでしたね」

「非常食蟻に殺されてたまるかよ」

「その頭、アリクイのイメージだったのね。ぷぷっ！」

　アリスの余よ計けいな言葉が通信機から聞こえてくる。ナジャが言い返す前に、ソフィアが話をつづけた。

「コホン……スハイムの方はどうもアフリカナイズドミツバチらしいわ」

「アフリカ？」

「キラービーって言えばわかりやすい？」

「キラービー、か」

　アメリカにいた事のあるクロウにはその名前に聞き覚えがあった。たしか社会問題にまで発展した危き険けんな蜂はちだ。

「ハヤの蟻と違ちがって、統とう率せいがとれてない分マシなんじゃない？」

「微び妙みような差だけどね」

　気が重くなる相手だが、まだ活かつ路ろはある。

　蟻と蜂の波は状じよう攻こう撃げきという最悪の展てん開かいが避さけられたわけだから、現げん状じようはむしろ喜ばないといけない。

「なにか対たい策さくを考えないとね」

　ハヤが不思議そうな顔で自分を見ていることにクロウは気づいた。ずっと通信機でやりとりしていたため、会話の内ない容ようが分からないのだ。

　その頭にクロウが手を置く。ハヤは相変わらずなんの反はん応のうも見せず、されるがまま頭を撫なでられている。

「その前にハヤの服をなんとかしないと」

　やらなければならないことはたくさんあるが、とりあえずこれが最さい優ゆう先せん事じ項こうだ。




「さあ、できたわよ」

　給湯室の扉とびらを蹴け破やぶる勢いきおいでアリスとソフィアが現あらわれた。両手には料理を満まん載さいした大皿を持っている。

　次々と運ばれてくる料理を見て、ハヤの瞳ひとみが輝かがやき出した。ここに来てようやく、年とし頃ごろの女の子らしい、感情を全面に出した表情になる。

　テーブルの四よ隅すみにはそれぞれ、フライドチキン、チキンナゲット、トンカツ、豚ぶたのカットレットが山のように積み上げられている。すでに国こく籍せきが迷まい子ごだ。

　中央には野菜サラダの尖せん塔とうが立ち並ならぶ。尖塔を囲む庭園のようにマッシュポテトと五種類の自じ家か製せいドレッシングが配置されていた。

　料理が並ならぶと、四人はそれぞれ自分の席について食べ出す。ハヤは体が小さいため、クロウとアリスの間にすっぽりと入ってしまった。

「アリスは揚あげ物しか作らないね」

「揚げ物は火ひ加か減げんが難むずかしいから、ちょうどいい練習になるのよ」

　アリスは料理を能のう力りよく練れん習しゆうの一いつ環かん程てい度どにしか考えていないため、あまり凝こったものを作らない。

　長い付き合いのクロウにしてみれば、いつものメニューだ。

「肉だけじゃなくて野菜も食べなよ」

　隣となりで無心にフライドチキンをかじっているハヤを見かねたクロウは、軽く注意する。

　ハヤは一いち応おう頷うなずくが、それでも野菜に手を出そうとしない。

「クロウ、そういうことは言葉だけじゃなく、行動で示しめすものよ」

　言うが早いか、アリスはハヤの目の前に大量の野菜を盛もり付けた。さらにその隣に大量の揚げ物が載のる。

　そのあまりの量を見て、ハヤも困こん惑わくしている。

「さすがにその量は食べきれないんじゃない？」

「そう？」

[image: ]

　小首を傾かしげるアリスの皿には、ハヤに盛もり付けたものの倍以上の量が載のっている。

　正面を向けばソフィアも似にたような量を食べている。

　ナジャに至いたっては小皿を使わず、大皿を自分の前に引き寄よせて直ちよく接せつ食べている。

「僕の感覚がおかしいのかな？」

　少食なのは自分とハヤだけらしいことにクロウは気づいた。

　クロウが見ている間に、揚あげ物の山が消えていく。

　一時間とかからずに、料理の山は綺き麗れいになくなった。

　そのほとんどをアリス、ソフィア、ナジャの三人が食べていた。

　ハヤは初めこそ勢いきおいよく食べていたが、元々食が細いのか、ほとんど食べなかった。

「さて、食事も終わったことだし、ちょっとハヤに聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

　食後のコーヒーを啜すすりながら、クロウがハヤの顔を覗のぞき込こんだ。

「お兄さんの事、教えてくれる？」

　満まん腹ぷく感かんから満足げな表情をしていたハヤが、その言葉にうつむく。

　しゃべりたくないと、全身で訴うつたえているようにクロウには感じられた。

「教えたくない、か……じゃ、いいや」

　あっけらかんとしたクロウの言葉に、逆ぎやくにハヤは大きく驚おどろいた。

　さらに驚いたことに、他の誰だれもそのことに対して異いを唱となえない。

　事じ務む所しよ員いん四人の唯ゆい一いつの共通点。それが他人のテリトリーに不用意に踏ふみ込こまないというものだった。

　この暗あん黙もくのルールのおかげで、個こ人じん主しゆ義ぎ者しや四人が空くう中ちゆう分ぶん解かいせずにすんでいる。

　驚きに目をみはるハヤの頭を、そっとアリスが撫なでる。

「じゃあ、私の質しつ問もんに答えてもらおうかしら。こっちはクロウみたいに答えないなんて選せん択たく肢しはあげないからね」

　その言葉に、ハヤは身を強こわ張ばらせる。

　それとは対照的に、アリスはやさしげな笑みを浮うかべた。

「ハヤの好きな食べ物ってなに？　明日の献こん立だて考えないといけないの」

　予想外の言葉に、ハヤは戸と惑まどいを隠かくしきれない。どう反はん応のうしていいのか分からず、目が泳およいでしまっている。

「肉？　野菜？　魚？　どれが好き？」

「僕は久ひさしぶりに魚が食べたいな」

「クロウには聞いてないの。さ、ハヤ。何がいい？　答えなかったら、全部作るわよ」

「……肉」

　ぽつりと答えるハヤに、アリスは満面の笑みを向けた。

「ようし、明日も肉だ。牛ぎゆう豚ぶた鶏にわとりに羊と鳩はともいっとく？」

「じゃあ、私は付け合わせ作ってこようかな」

「肉か……ビールが必要だな」

「あ、ナジャさんも食べる気なんですね？」

　好き勝手しゃべりだす四人。その光景を眺ながめ、ハヤはほんのわずかに笑みを浮うかべた。




　食事会が終わり、日課の射しや撃げき練れん習しゆうをした後、クロウは応おう接せつ室しつのソファーに寝ね転ころがった。

　ナジャとソフィアの二人はすでに帰ってしまっている。

　アリスも格かく闘とう技ぎの訓練を終えた後、ハヤと一いつ緒しよにシャワーを浴あびている。シャワールームから聞こえる微かすかな水音が、事じ務む所しよ内の静せい寂じやくをより一いつ層そう際きわ立だたせる。

　その静寂の中で、クロウは奈な落らくの底に落ちていくような、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんを味わっていた。

　昼間のビルでの一戦、その後のバロウズとの舌ぜつ戦せんで疲つかれているのだ。

　心ここ地ちよい疲ひ労ろう感かんからウトウトしていると、ぺたぺたという足音が近づいてきた。

　半はん眠ねむりで混こん乱らん状じよう態たいにあるクロウは、その音がなんなのか分からず、とっさに体の横に置いてあった銃じゆうに手を伸のばした。

　指から伝わる硬かたい感かん触しよくが、クロウの意い識しきを覚かく醒せいさせる。

「誰だれ？」

　足音の主はそれに答えず、クロウの隣となりで止まった。

　強引に目を開けると、そこにいたのはハヤだった。

　濡ぬれた髪かみが頰ほおに張はり付き、その向こうから闇やみより暗い瞳ひとみがクロウを見つめている。

　水すい滴てきが浮かぶ体には何も着けていない。筋きん肉にくも脂し肪ぼうも付いていない体は、見ていて痛いた々いたしい。

「どうしたの？」

　裸はだかのまま突つっ立っているハヤに、クロウは疑ぎ問もんをぶつけた。

「お礼、したくて」

「お礼？　なんの？」

「ご飯。すごくおいしかった」

（ああ、ご飯ね）

　ようやく思考がはっきりしてきたクロウは、そっと銃から指を離はなした。

　捕つかまえてくれたお礼とか、そういう皮肉かと思ってしまっていた。

「お礼ならアリスとソフィアちゃんに言ってよ。作ったのはあの二人だよ」

「アリスには言った。お風ふ呂ろで。でも、誘さそったのはクロウだから、クロウにもお礼しなさいって」

「そっか。でもなんで裸なの？」

「兄さんが言ったの。お前にはなんにもないから、使えるのは体だけだろって」

　その言葉に、少なからずクロウは衝しよう撃げきを受けた。

　裸はだか同然の格かつ好こう、病的な細さ、そしてこの行動。それらすべてが一つの事実を物語る。

（家庭内暴ぼう力りよく、いや虐ぎやく待たいか……！）

　その事実を理り解かいしつつ、クロウは笑顔の仮か面めんをかぶった。ハヤに内心の動どう揺ようを知られないために。

「そんなお礼はいらないよ」

「なぜ？」

「僕は君の名前を教えてもらったお礼に、ディナーに招しよう待たいしたんだ。お礼にお礼はいらないよ。ただ『ありがとう』って言えばいいだけさ」

　クロウのやさしげな言葉に、ハヤは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　クロウは立ち上がるとハヤの頭を撫なで、給湯室の方へとその体を押おし出した。

「さ、アリスが待ってるよ。早く体を拭ふかないと、風か邪ぜひくよ」

　クロウの指し摘てきどおり、給湯室の前にはバスタオルを持ったアリスがいた。

　濡ぬれた髪かみがかからないようにまとめているため、いつもと雰ふん囲い気きが違う。風呂上がりのせいか、下着の上にシャツを着ただけのとんでもない薄うす着ぎだ。

　彼女はハヤの体を丁てい寧ねいに拭くと、もう一枚まいのシャツを取り出す。裸にシャツ一枚だというのに、普ふ段だんより露ろ出しゆつが少ないという不思議な現げん象しようが起こった。

　アリスはハヤに服を着せると、そのままソフィアの仕事部屋へと導みちびく。

「おやすみ」

「うん、おやすみ」

　挨あい拶さつだけを残し、ハヤが闇やみの中へと消える。

　それを見送ると、アリスはクロウに向き直った。

「よく襲おそわなかったわね」

「そういう非ひ常じよう識しきな真ま似ねはしないよ」

「ただの年上好きでしょ？」

　二人の間に軽い笑いが起こる。

　しかし、その笑いはすぐに収おさまった。

「あの子の体見た？」

「いや、暗くてよく見えなかったかな」

「体面は気にしなくていいわよ。男がどんなものかは知ってるし」

「いやいやいや、そんなつもりは……」

「傷きず、たくさんついてたわ。あの子の体中に、たくさん」

　静かな声だが、その奥おくに激はげしい怒いかりが感じられる。その怒りに触しよく発はつされるように、クロウも頭を切り替かえた。

「予想はしてたよ。子供とは思えない表情に、あの言動。どう考えても虐ぎやく待たいだろうね」

「狂くるってるわ。あんな小さな子に……」

　押おし殺した声が、アリスの怒いかりのすさまじさを物語る。

　反対に、クロウは冷静さを保たもっていた。隣となりで烈れつ火かのごとく怒おこっている人間がいると、案外冷めてしまうものだ。

「狂ってる、か。犯はん罪ざい者しやなんて、みんな狂ってるさ」

　世界は正せい常じように狂っている。そして、その中のとびきり狂った奴やつが罪を犯おかすのだ。

「その狂人を狩かり出すのが僕らの仕事。だからこそのハンター、だろ？」

「まったくね」

　そう言って、アリスが大きなため息をつく。それで少し落ち着いたのか、いつもの皮肉な笑みが戻もどってきた。

「もう寝ねるわ。夜よ這ばいにきたら灰はいにするから」

「頼たのまれてもいかないよ」

「あら、不ふ能のうだった？」

「失礼な！」

　アリスが笑いながら扉とびらの向こうへと消えていく。

　クロウもシャワーを浴あびて寝ることにした。灰にされるのはごめんだ。




　アリスが部屋に入ると、ハヤは部屋の真ん中に突つっ立ったままだった。

　生気のない瞳ひとみがアリスの姿すがたを捉とらえ、不思議そうに小首を傾かしげた。

「クロウとケンカ？」

　どうやらクロウとのやりとりが聞こえていたらしい。

　扉の向こうだったため話の内ない容ようは理り解かいしていないだろうが、なんだか恥はずかしい姿すがたを見られたようで、アリスはバツの悪さを感じた。

「ケンカなんかしないわよ。私たち、とっても仲がいいんだから」

　ハヤを安心させるように言うと、アリスは少女を仮か眠みん用ようのベッドへと導みちびいた。

　ハヤが寝た隣となりに、アリスも横たわる。

「仲のいい、友達？」

　アリスはゆっくりとかぶりを振ふった。

「私に友達はいないわ」

　それは本心からの言葉だった。

　友達と呼んでいた人間は、すべて自分から離はなれていった。理由など分からない。

　だんだんと一いつ緒しよにいる時間が少なくなり、やがてぷっつりと会わなくなった。

　理由を聞こうとしたこともあったが、みんな嫌いやそうな顔をしたので、聞くのを止めた。

　結果、アリスの周りにはクロウしか残らなかった。

　それを寂さびしいとは思わない。一人とはいえ、理り解かい者しやを手に入れたのだ。それはすごく幸福なことのようにアリスには思えた。

「友達、いないの？」

「ええ、いないわよ」

　あまりに気楽なアリスの答えに、ハヤの方が面めん食くらってしまった。

　今まで、友達がいないのは世界中で自分一人だと勝手に思い込こんでいたハヤは、突とつ然ぜん現あらわれた自分の仲間の存そん在ざいに大いに戸と惑まどった。

　ハヤは目を瞑つむり、小さく丸まった。そうすることでしか、動どう揺ようを抑おさえられない。

　アリスはそんなハヤの行動が、寂しさの表れのように感じられた。

　そっと、その小さな体を抱だき寄よせる。

　ハヤの体は小こ刻きざみに震ふるえているようだった。

　ややあって、ハヤが沈ちん黙もくを破やぶる。

「私も、友達いない」

「そう。じゃあ、私たち似にた者同士ね」

　アリスの言葉に、ハヤは何かを逡しゆん巡じゆんするように黙だまり込んだ。

　しばらくの間を置いて、囁ささやくように声を発した。

「友達に、なってくれる？」

　断ことわられたらどうしようという思いが、ハヤの体を震わせた。

　アリスの答えは実にあっけなかった。

「いいわよ」

　ハヤが驚おどろきに目を見開き、アリスの顔をまじまじと見つめる。

「じゃあ、ハヤが私の最初の友達ね」

「……うん」

　あまりのうれしさに、ハヤは初めて口元をほころばせた。それを隠かくすようにアリスの胸むねの中に顔を埋うめる。

「でも覚かく悟ごしてよ。私と一いつ緒しよにいると疲つかれるらしいから」

　昔、アリスがクラスメートに言われた台詞せりふだった。

　今でも、あの時のことは覚えている。

　ハヤは無言。その無言がアリスには「大だい丈じよう夫ぶ」と言っているように思えた。

　いくらか時間が過すぎ、またもやハヤが口を開いた。

「クロウは？」

「クロウ？　あのバカがどうしたの？」

「友達じゃないなら、何？」

「友達じゃないんだから、家族に決まってるじゃない」

　アリスにとってのクロウは、友達とは程ほど遠とおい。

　子供のころからずっと一いつ緒しよ。家も近所で、親同士も仲がいい。血がつながっていないだけで、本当に家族と同じなのだ。

「家族？」

「そう、家族よ。ハヤにもいない？　友達とは違ちがうけど、ずっと一緒にいたいって思う相手」

　アリスの中で『家族』は血縁関係にとらわれない。それは信しん頼らいできる相手、仲間という方が近い。

　そのことが、ハヤには伝わらなかった。

　ハヤが脳のう裏りに思い描えがいたのは血のつながった実の兄の姿すがた。この世でただ一人の『家族』だ。

「家族……」

　そうつぶやいたきり、ハヤは黙だまり込こんだ。

　今度はいくら待っても沈ちん黙もくしか返ってこない。

　ハヤはもう寝ねてしまったのだとアリスは思い、その小さな体をやさしく抱だきしめた。

「友達、か」

　そうつぶやくアリスの表情は、どこかうれしげだ。

　いつもとは違ちがった、穏おだやかな気分のまま、アリスは眠ねむりについた。




　数日後、事じ務む所しよ内にハヤの姿すがたがあった。

　ぶかぶかのシャツに薄うす手でのカーディガンを羽は織おり、落ち着いた色合いのスカートを穿はいている。

　服はすべてアリスが昔着ていたものだ。割わりと小さい時に着ていた服なのだが、ハヤには大きすぎるようだ。

　ちょうどいい大きさの服をソフィアも用意してきたのだが、それをすべてハヤが断ことわった。

　ソフィアが持ってきた服は、どれもフリルやリボンがたくさんついたかわいらしいデザインのものばかりだった。

　裸はだか同然の格かつ好こうしかしていなかったハヤにとって、そんな服は動きにくいだけ。

　だからシンプルなデザインを好むアリスの服を着ていた。丈たけは合わないが、コスプレよりはいいと、ソフィア以外の全員が賛さん成せいしてくれている。

　ハヤは一日中ぼうっとしていた。

　クロウたちの見み張はりがついていたのは初めの一日だけで、その後は完全に放置されていた。

　これはアリスの意向が大きいのだが、ハヤはそんなこと知るよしもない。

　ハヤは初めにスハイムに言われたとおり、事務所の中を探さぐろうとした。だが、あまりにもものがなさすぎて、何も分からなかった。

　例えば、応おう接せつ室しつはテーブルとソファー、後は書しよ類るいがつまった棚たなしかない。

　書類の中身を見れば、何か情報があるのかもしれないが、残念ながらハヤは文字が読めない。たとえ読めたとしても、アリスが自じ己こ流りゆうで帳ちよう面めんをつけているだけなので、書いた本人以外理り解かいできるものではない。

　隣となりの給湯室にはシンクと冷れい蔵ぞう庫こ、そして食器棚があるだけ。給湯室という名前のわりに、コンロもポットもなく、お湯を沸わかそうと思えばアリスの協力がいる。

　ゴミ箱もない。ゴミはすべてナジャが分解している。

　ソフィアの仕事部屋にはパソコンが一つあるが、なぜかアニメや漫まん画がのデータしか入っていない。

　試しにアリスに聞いてみたが、「あの子も本当にクレイジーね」と苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になっただけだ。

　地下のトレーニングルームや射しや撃げき場じようにもこれといって何もない。自由に使っていいとアリスには言われたが、ハヤにその気はない。

　二階はすべて倉庫だった。倉庫と言っても、大きな部屋に木箱が二つしかない。中身は銃じゆう弾だんと手しゆ榴りゆう弾だんだった。

　本当に何もない事じ務む所しよだ。

　常じよう識しきのないハヤには分からなかったが、ハンターズオフィスとしては異い常じようなほどものが少ない。

　すべては貧びん乏ぼうのなせる技わざだ。

　そんなことを知るよしもないハヤは、早々に探たん索さくを諦あきらめ何もせずに座すわって過すごした。

　クロウがいる時間は、クロウの隣に座った。彼はほとんどしゃべらないが、自分の事を気き遣づかってくれる。それがたまらなくうれしかった。

　アリスは笑うことが少ないが、シャワーに着き替がえにと頻ひん繁ぱんに世話を焼いてくれる。その割わりにハヤの嫌いやがることは一切しない。

　二人共やさしかったが、残念な事にほとんど事じ務む所しよ内にいない。クロウは朝早くに出て行って、深夜に帰ってくる。アリスは毎日忙いそがしそうに走り回っている。

　ご飯はいつもソフィアが用意してくれていた。ほとんどしゃべらないし、意味不明なことを言うことが多いが、ご飯はおいしい。特に昼間はソフィアしかいないので、一いつ緒しよにいる時間は長い。

　夕方になるとナジャが帰ってくる。この人ほどハヤの目に不思議に映うつる人はいない。

　朝出かけるときにたくさんのチラシをアリスに押おし付けられているが、帰ってくるときにもほとんど同じ量を持って帰ってくる。それをバレないように棚の中に返しているが、アリスにはバレているようだった。

　四人に共通しているのは、詮せん索さくをしないということだ。今までハヤのそばにいたのは、ひどいことをする人か、心の中に土足で踏ふみ込こんでくる無む神しん経けいな人ばかりだった。

　ところが、この事じ務む所しよの人間はそれがない。全員違ちがう方向を見て、別々に生きている。そのくせみんな仲がいい。

　不思議な関係だったが、ハヤにとってはその方が居い心ごこ地ちがよかった。

　ここはハヤにとっての天国だった。




　クロウがバイトから帰ってくると、いつも通り事務所内は真っ暗になっていた。

　時間は深夜、そろそろ日付が変わりそうだ。

　いつものように夜食代わりに水で戻もどしたカップラーメンを食べようと思い、給湯室に行きかけたクロウだが、テーブルの上に大皿が載のっていることに気がついた。

　大皿の上にはほうれん草のキッシュが載のっている。二切れほど食べてあることから、ハヤの夕飯だったのだろう。

　すぐ隣となりには魔ま法ほう瓶びんとスープ皿が置かれている。

　スープ付きとは豪ごう勢せいなことだと思い、クロウはその中身を皿にあけ、一口飲んでみた。

　スープに思われたそれはキッシュ用のトマトソースだった。

「ハヤ……間ま違ちがえたな」

　おそらくソフィアが説明を怠おこたったせいで、ハヤはトマトソースをスープだと勘かん違ちがいしたのだろう。

　ソース単体ではかなり味が濃こい。さぞ食べにくかっただろうとクロウは思った。

　キッシュを一切れだけ食べると、残りは冷れい蔵ぞう庫こに入れた。明日の朝にでも食べればいい。

　簡かん単たんに寝ねる準じゆん備びを済すませると、クロウは事務所のソファーに体を投げ出した。

　今日も疲つかれた。

　情報の収しゆう集しゆうにも成せい功こうし、今やハヤとスハイムの過か去こまで分かっている。

　スハイム兄妹は、欧おう米べい諸しよ国こくとイスラム過か激げき派はとの終わりの見えない闘とう争そうに支し配はいされた国に生まれた。両親は不明。ただ、スハイムは両親に捨すてられたと思い込こんでいたらしい。

　要するに戦せん争そう孤こ児じだ。

　二人で生活をするため、幼おさないスハイムはスリや置き引き、空き巣すなど、窃せつ盗とうを繰くり返す。戦時下で子供が生きていくためには、こうするしかなかったのだろう。

　幼よう少しよう期きよりハヤに対する暴ぼう力りよく行こう為いはあった。初めは大したものではなかったが、徐じよ々じよにそれがエスカレートしていった。

　スハイムが十代になると、さらに性せい的てき暴ぼう行こうが加わる。

　性的暴行と言っても、最初は美人局つつもたせのようなもの。ハヤを使って男を釣つり、それをスハイムとその仲間がリンチにして金を奪うばうというものだった。

　それがいつのころからか、売春を強要するまでに発はつ展てんする。実の兄からそんなことを強要されれば、ハヤが厭えん世せい的てきになってしまうのも頷うなずける。

　無む許きよ可かでの売ばい春しゆん行こう為いは裏うら社しや会かいのルールに反する。そのため二人は何度かリンチにあっている。

　二人は逃にげるようにして年々北へと移い動どうし、ハヤが十代になったと思おぼしき時期にエトリアに流れ着く。ハヤが能のう力りよくに目覚めたのはその直後。

　ここにきてハヤの犯はん歴れきが急に凶きよう悪あく化かする。それまでも売春や窃せつ盗とうで補ほ導どうされるケースはあったが、さらに強盗や殺人まで加わり出す。

　ハヤの自主性の乏とぼしい性せい格かくからして、これはスハイムが強きよう制せい的てきにやらせたことだと推すい測そくできた。二人が裏うら組そ織しきと契けい約やくを結ぶのも、このあたりだ。

　同時期にスハイムのハヤに対する暴ぼう力りよくも激はげしさを増ましている。周囲の人間の証しよう言げんによれば、まるでゴミでも扱あつかうようだった、と言う。

　これは妹が自分にない力を得たことに対する恐きよう怖ふ。力関係が逆転することを容よう認にんできない強い自じ尊そん心しんの表あらわれ。

　つまり、妹の力に嫉しつ妬としたのだ。

　それが理り解かいできてしまう自分を、クロウは呪のろった。

　近しいものへの嫉妬なら自分にも覚えがある。

　アリスの圧あつ倒とう的てきな力、それを制せい御ぎよしきる集中力、一人でも生きていこうとする精せい神しん力りよく、そのどれもがクロウが憧あこがれ、手に入らなかったものだ。

　スハイムの思考は昔の自分そのもの。一歩間ま違ちがえれば、自分もスハイムのようになっていたのだろうか。

（いや、ないな）

　アリスに暴力をふるって病院送りにされた人間をクロウは見てきている。スハイムのようなことをすれば、あいつらの仲間入りをしただけだ。

　アリスとの壁かべが、クロウを諦あきらめがちな性格にし、諦めたせいで、アリスに焼かれずにすんでいる。ずいぶんと皮肉な話だ。

　自じ虐ぎやく的てきな考えに沈しずんでいると、何かが近づいてきた。気け配はいを殺すようにそっと忍しのび寄よる足音。

　その足音に反はん応のうするように、クロウの手がベルトに挟はさんだナイフの柄つかに伸のびる。ヤクザな商売をしていると、物音に敏びん感かんになってしまう。

　足音の主はクロウの真横に立つと、そこで止まった。

　沈ちん黙もく──

　クロウは疲つかれているため、まぶたを開けようともしない。そばに立つ人物はそんなクロウの顔を眺ながめていた。

　しばらくの間を置いて、足音の主はその場に座すわり込こんだ。そのまま身じろぎもしない。まもなく静かな寝ね息いきが聞こえだす。

　自分の安全が確かく認にんできると、クロウはナイフから指を離はなした。

　意い識しきを強く持って眠ねむ気けを振ふり払はらいまぶたを開ける。

　横にいたのはハヤだった。

　クロウが寝ねているソファーに背せ中なかを預あずけ、膝ひざを抱かかえ込んで眠っている。

　一人で眠るのが寂さびしかったのだろう。もしかすると気がついていなかっただけで、今までもハヤは隣となりで寝ていたのかもしれない。

　どういうわけかハヤは自分とアリスに懐なついていることを、クロウは思い出していた。

　自分のようなダメ人間に、なぜハヤが懐くのか理り解かいできない。

　クロウは自分が使っていたタオルケットをそっとハヤにかけてやった。

「ホントに、風か邪ぜひくよ」

　クロウとしても、ハヤは救ってやりたい。だがどうやれば救えるのか。

　鬱うつ々うつとした思考にとらわれながらも、クロウは眠りについた。




　ガチャリという鍵かぎが開く音でハヤは目覚めた。

　いつの間にかタオルケットがかけられている。後ろを確かく認にんすると、クロウがジャケットを体にかけた状じよう態たいで眠っている。

「あら、起きてたの」

　入ってきたのはアリスだった。

　いつも通りのスラッとしたスーツ姿すがた。女らしさと男らしさが同どう居きよした堂どう々どうとした態たい度どは、ハヤの目にも格かつ好こう良よく映うつった。

　アリスはハヤの姿すがたを確かく認にんすると、片かた方ほうの眉まゆだけ上げた。

「昨日と一いつ緒しよな格かつ好こうじゃない。ダメよ。ちゃんと着き替がえないと」

　そう言ってハヤの頭をグリグリと撫なでる。

　そのまま流れるような動きで眠りこけているクロウの頭をはたいた。

「コラ！　さっさと起きなさい。ネボスケ」

　クロウは一度「うーん」とうなると、むくりと起き上がり、そのまま壁かべづたいに天てん井じようまで移い動どう。そのまま寝る。

　その様子を見ながら、アリスは頭を押おさえた。

「こんな器用なことができて、Ｂのままとかおかしくない？　普ふ通つうＡ以上ないとできないわよ」

　寝ぼけた状態で能力を使うには、かなりの習熟が必要になる。アリスの言う通り、クロウの能のう力りよくは本来Ａ相当なのだが、なぜか試し験けんは毎回落ちる。

「そういえば、ハヤもＣ登録のままだったわね。今度一緒に試験受けに行きましょ」

　ハヤはよくわかっていないようだったが、首だけは縦たてに振ふった。

　ハヤの能力はどう考えてもＳクラス。最年少記録を塗ぬりかえる可か能のう性せいは大いにある。

「さて、それじゃシャワー浴あびてきなさい。そのままだと寝ね臭ぐさいわよ」

　アリスは追い立てるようにハヤをシャワールームに押おし込こんだ。

　一息ついたアリスは朝食の準じゆん備びを始める。

　ちょうど折良く冷れい蔵ぞう庫こにキッシュがあるのを発見し、それをフライパンを使って温め直す。

　同時にヤカンでお湯を沸わかし、コーヒーと紅こう茶ちやをそれぞれ作っていく。

　コーヒーと紅茶の芳ほう香こうが事じ務む所しよ内に満たされたあたりで、ハヤがシャワーから出てきた。

　そのまま応おう接せつ室しつに向かおうとするハヤをアリスが引き止める。

「ちょっと待った。せめて服を着なさい」

　長年裸はだか同然の格かつ好こうをしてきたため、ハヤは裸でいることに羞しゆう恥ち心しんを感じなくなっている。

　アリスもハヤの過か去こに関してはレポートを読んだため知っているが、だからと言って裸のままでいいとは思わない。

「ほら、ちょっと、こっちきて」

　アリスは手近にあったバスタオルを使って、ハヤの体を拭ふいてやる。

　気のせいか、下か腹ふく部ぶが膨ふくらんでいるように見える。

　妊娠、という単語が頭をよぎる。

　慌てたアリスはハヤのお腹なかにそっと手を当てた。

「臨月、にしちゃ柔らかすぎるわね」

　よく見るとお腹なか以外の部分も少し太くなっている。前が細すぎたせいで、むしろ健康的にみえる。

　浮うき出ていた肋ろつ骨こつもほとんど見えない。胸むねに至いたってはソフィアより大きくなっているんじゃないだろうか。

　飢き餓が状じよう態たいだったところに、急に栄えい養よう価かの高いものを食べたせいで、太ってしまったようだ。

　試しに触さわって確かく認にんしてみると、目の錯さつ覚かくだけではなく、しっかりと肉がついていることが分かる。ちゃんと食べれば将しよう来らいグラマーになるかもしれない。

　ハヤは無言のまま瞳ひとみを閉とじ、されるがままになっていた。きっとこのまま押おし倒たおしてしまっても、無む抵てい抗こうのままだろう。

　ハヤのこうした所作を目の当たりにするたび、アリスの心はスハイムに対する怒いかりで満たされていく。

　あの狂きよう人じんだけは絶ぜつ対たいに許ゆるさない。

　怒りを押し殺しつつ、アリスはハヤに洋服を着せていった。

　アリスの好きな色である青い半はん袖そでシャツを着せ、手近にあったキュロットスカートを穿はかせる。気温的にこのままでもいいのだが、二の腕うでにある無数の傷きず跡あとが目についてしまう。

　それを隠かくすために桜さくら色いろのジャケットを羽は織おらせた。

「ちょっと暑い？」

　アリスの問いに、ハヤは首を横に振ふって答えた。

「そう、ならいいんだけど」

　アリスが笑みを浮うかべ、それに応こたえるようにハヤもかすかに微笑ほほえむ。

「そうだ。せっかくだし、これあげるわ」

　アリスは自分のつけていたブレスレットを外すと、ハヤの左腕につけた。

　流星をモチーフにしたデザイン。この事じ務む所しよの社章だ。

「いいの？」

「もちろん。もう一個持ってるから、心配しないで」

　アリスはにっこりと微笑み、ハヤの頭をもう一度撫なでた。

「これでお揃そろいね」

　ハヤは無言のまま答えない。はにかんだ笑みを浮かべ、うれしげに頷うなずくだけだ。

　ちょうど準じゆん備びができたところで、ソフィアが出しゆつ勤きんしてきた。それに合わせるようにクロウも下に降おりてくる。

「さ、朝ご飯食べてて」

　そう言ってアリスはキッシュをハヤに渡わたし、自分は応おう接せつ室しつへと向かった。




　薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらに一人の男が佇たたずむ。

　浮ふ浪ろう者しや然ぜんとした格かつ好こうの中年男だ。汚きたならしい格好をしてはいるが、本物の浮浪者ではない。彼の職しよく業ぎようは情じよう報ほう屋やだった。

　裏うら社しや会かいに携たずさわる者の常つねとして、一いつ般ぱん人じんにそれと分からない格好をしているのだ。

　情報屋のすぐ隣となりに、ストンと小こ柄がらな影かげが着地する。

　クロウだ。

「うおっ!?　一体どこから降おりてきやがった」

　クロウの急な出しゆつ現げんに情報屋は大いに驚おどろいた。

「ちょっと、近道を」

　力ない笑みを浮かべ、クロウが答える。急な出現とその頼たよりなさに、大きなギャップがある。

「近道って……お前さん飛ひ行こう能のう力りよく者しやか何かか？」

「そんな便利な能力ならいいんですけど」

　タハハとクロウは笑った。実じつ際さいにはビルの壁かべを歩いただけだ。

「それより、頼たのんでおいた情報は入りましたか？」

「ん？　ああ、スハイム・ハラフ・アスィールとマシュー・ホーキンズの居い所どころだったな」

　二人の賞金首に関して、断だん片ぺん的てきな情報はたくさん集まったのだが、肝かん心じんの居場所だけが特定できずにいた。

　そろそろ居場所を特定したいところだ。

「残念だが、わからんな」

　情報屋の答えに、クロウは「そうですか」とだけ答えた。

　一番重要な情報だけが、なぜか手に入らない。それ以外の情報はこんなに簡かん単たんに手に入ったというのに。

　世の中、ままならないものだ。

　情報屋の男も難むずかしい顔をしていた。彼の長年の経験から、こういう時は何かあることを知っていた。

「もしかして危あぶない事じ件けんを追ってるんじゃないか？」

　この妙みような情報の流れ方は、誰だれかが操そう作さしている可か能のう性せいがある。

「事件なんて、みんな危ないですよ」

「そりゃ、そうだが」

　クロウの答えに、情報屋は困こまったように頭を搔かく。その頭のはるか上から、ブーンという羽音が聞こえてきた。

　クロウが見上げると、そこにいたのは一匹の蜂はちだった。

「最近、蜂が多いですね」

　クロウの言葉に、情報屋も頷うなずく。

「そういや、スハイムの能力も、蜂だったな」

「ですね」

　案外あの蜂もスハイムの遣つかいなのかもしれない。

　クロウは念のため用意しておいた殺さつ虫ちゆう剤ざいに手をかけた。

　すると、身の危き険けんを感じたのか、蜂はくるりと向きをかえどこかへと飛び去って行った。

　あの蜂に発信器でもつけられれば、スハイムの居い場ば所しよがわかるかもしれない。

（発信器、か）




　昼ひる頃ごろ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうを早めに切り上げたクロウは事じ務む所しよに戻もどってきた。

「あら、今日は戻ってきたの？」

　出で迎むかえたのはアリスだった。

　彼女は机つくえに向かって事務仕事の真まっ最さい中ちゆうだった。

　その隣となりにはハヤがちょこんと座すわっている。

「おかえり」

「うん。ただいま」

　ハヤの表情はいつもと変わらない。それでも、クロウには心なしか表情が和らいでいるように感じられた。

「最近蜂が多くてね。なんとなく帰ってきちゃったよ」

　その言葉に、ハヤがわずかに身を強こわ張ばらせる。

　クロウはハヤの隣に腰こしを下ろすと、安心させるように頭を撫なでた。

（もしかして、帰りたくないのかな？）

　頭を撫でられるうちに、ハヤの肩かたからも力が抜ぬけ、クロウの方へと寄よりかかるような姿し勢せいになる。

　その子供らしい甘あまえ方に、クロウも頰ほおを緩ゆるませた。

「ずいぶん懐なつかれたわね」

　アリスの顔に皮肉な笑みが宿る。

「初めてなんじゃない？　誰だれかに好かれるのって」

「アリスこそ、初めてなんじゃないの？　こんなに懐かれるの」

「そんなことないわ。私は二度目よ」

　アリスの嫌いや味みにクロウは苦い笑みを浮うかべた。

（やっぱり、そう言う風に見えるのかな？）

　クロウとしてはそんな風に思ったことはないが、まわりから見ればアリスに懐いているように見えてしまう。

　魔ま女じよの横にくっつくカラスという意味で、使い魔呼よばわりされたこともあるほどだ。

　二人が非ひ建けん設せつ的てきな笑い方をしていると、隣の部屋からソフィアが出てきた。

「かな～しみの～っと、あれ、クロウも帰ってたの？」

　リズムを無視した歌を吞のん気きに歌うソフィアに、全員の視し線せんが集中した。

「なんか、楽しそうだね」

「わっかるぅ～？　今、浮うわ気き男おとこが少女売春婦テイーンハロツトと一いつ緒しよにホテルに入ったから、通つう報ほうしたとこなの」

　実に清すが々すがしい笑顔でソフィアが語る。

　ソフィアの視し覚かく共きよう有ゆう能のう力りよくがその真しん価かを発はつ揮きするのはストーキングだ。監かん視し対たい象しようの視界そのものを共有してしまえば、今どこで何をやっているのか、完全に筒つつ抜ぬけになってしまう。

　その能力を駆く使しした浮気調査がイチジョーハンターズオフィスの重要な収しゆう入にゆう源げんの一つになっている。

　調査費用が極きよく端たんに少なくて済すむことから、徐じよ々じよに依い頼らいが増ふえてきているところだ。

「そっか。あの人幼児性愛者ロリコンだったんだ」

　クロウの午前の仕事の一つが、ソフィアの能力の中ちゆう継けいだった。

　ソフィアは一いつ旦たんクロウの視覚を共有、その状じよう態たいでクロウがターゲットとすれ違ちがう際さいにターゲットの視覚を共有したのだ。

「ロリ……？」

　聞きなれない言葉に、ハヤが首を傾かしげる。

「ハヤは知らなくていいのよ。犯はん罪ざいのことだから」

　アリスはにっこりと笑うと、視し線せんでクロウとソフィアに余よ計けいな事を教えるなと注意する。

「あ、そうだ。お昼ご飯にするんだった」

　アリスの視線から逃のがれるように、ソフィアが給湯室へと走り去る。

「じゃあ、僕も……」

　一いつ緒しよに行こうとしたクロウを、アリスが手で制せいした。

「どうせカップラーメン食べるつもりでしょ？　ハヤもいるし、代わりのもの作ってくるわ」

　アリスはソフィアの後を追うように給湯室へと向かう。

　アリスがいなくなると、ハヤはクロウに体を寄よせしがみついた。

「本当に、ハヤは寂さびしがり屋だね」

　苦笑するクロウに、ハヤは無表情のまま頷うなずき返した。

「一人は嫌きらい」

「そっか……僕も最近そう思うよ」

　我がを張はって、意固地になっていたあのころの自分がばかばかしい。

　アリスとソフィアは十分ほどで戻もどってきた。その手には山やま盛もりのサンドウィッチが載のった大皿を持っている。

　食べ物を見たときだけ、ハヤの瞳ひとみが輝かがやき出す。その表情の変化を微笑ほほえましく思いながら、三人はサンドウィッチに手を伸のばした。

「こうして見てると」

　ハヤ、クロウ、アリスの顔を交こう互ごに見み比くらべながら、ソフィアがつぶやく。

「仲のいい三さん兄弟きようだいみたいね」

　ソフィアの目には世話好きの姉に、甘あまえん坊ぼうの妹、そして頼たよりない弟が並ならんでいるように見えた。

　三人ともまんざらでもないような表情になっている。

「あれ？　もしかすると、クロウの代わりに私が入ったら、紙使い三姉妹に見えなくもない？」

　何かを思いついたソフィアは手て帳ちようを取り出し、アイディアを書き留めていった。

「これで今年のハロウィンは完かん璧ぺきね」

「ハロウィン？」

　満足げに頷うなずくソフィアだが、ハヤは首を傾かしげた。

「コスプレパーティーの日よ」「ソフィが壊こわれる日よ」「ケルト人の祝祭だよ」

　三人が同時にまったく別々のことを言った。

「ちょっと、私が壊れるってどういう意味よ！」

「ごめん。ずっと壊れてたわね。謝あやまるわ。許ゆるして」

　アリスの謝しや罪ざいになっていない謝罪のせいで、ソフィアがむくれた。

　みんな笑いながら、サンドウィッチを食べていく。

　楽しい食事会はすぐに終わる。

「さて、午後の仕事に行こうかな」

　コーヒーを飲み終わったクロウが立ち上がった。

「じゃ、私も行こうかしら」

　合わせるようにアリスも立ち上がる。

　ココアを飲んでいたハヤは、急に二人が立ち上がり、表情を曇くもらせた。

「また戻もどってくるよ」

　不安そうなハヤを安心させるため、クロウが軽く彼女の頭を撫なで出て行く。

　ハヤは寂さびしい思いをグッと我が慢まんすると、こっくりと頷うなずきかえした。




　事じ務む所しよに帰ってきたナジャはいつも通りチラシを棚たなの中に返した。バレないよう、チラシのズレもしっかり修しゆう正せいする。

「これでよし」

　振ふり返ると、そこにはハヤがいた。

「お？　なに見てんだ？」

　ハヤは興きよう味みがないといった感じでナジャから視し線せんを外す。ソファーに座すわりいつものように膝ひざを抱かかえ、微び動どうだにせず床ゆかを見つめる。

　クロウかアリスが帰ってきたと思って応おう接せつ室しつに出てきたハヤだが、相手がナジャで少し残念な気持ちになっていた。決してナジャが嫌きらいなわけではないが、あの二人からするとどうにも見み劣おとりしてしまう。

　ハヤはアリスとはよくしゃべるという話を聞いていたナジャだが、こうして見ているととてもそうとは思えない。

　ナジャのぶっきらぼうな言い方にも問題はあるのだが、本人にそのつもりがないため改かい善ぜんされる見み込こみはない。

　二人の間に沈ちん黙もくが落ちる。

　ハヤが何か言うかと思い待っていたナジャだが、いい加か減げん諦あきらめかけていた。

　そこへソフィアがやってきた。

　相変わらず眠ねむたそうな青い瞳ひとみが二人の間を往おう復ふくする。

「ちょっと、いつまで女の子のパンツ見てんのよ」

「見てねぇよ。っていうか見えてねーよ！」

　視し覚かく共きよう有ゆう能のう力りよく者しやにこんなことを言われれば、あらぬ誤ご解かいしか生まない。それが分かっているからこそ、ソフィアもニタリとした笑みを浮うかべる。

「そうかしら？　とてもそんな風には見えなかったけど」

　ナジャは大きくため息をついた。

「パンツ見て喜ぶのはガキだけなんだよ。大人おとなはその程てい度どじゃ喜ばん」

「ハッ！　まさか私の体を狙ねらって……！」

　ソフィアがさっと自分の体を抱だく。本気で怯おびえている。

　ナジャはそんなソフィアの様子に肩かたをすくめた。

「ガキ相手に欲よく情じようするかよ」

「ム！　子供じゃないもん」

　完全に子供扱あつかいされたソフィアは頰ほおを膨ふくらませた。

　無表情なハヤの隣となりに並ならんだせいか、ソフィアの子供っぽさがさらに強調されている。

　むしろ人生を諦あきらめたような雰ふん囲い気きのあるハヤの方が大人びて見える。

　ナジャは無ぶ遠えん慮りよに二人の顔を交こう互ごに見み比くらべた。

「ハヤの方が大人っぽいな」

　したり顔でそれだけ言うと、ナジャはとっとと事じ務む所しよから出て行った。これから飲みにいくという重大な用事があるのだ。

　その後ろ姿すがたをソフィアはわなわなとしながら見送った。

「私の方が年上よッ！」
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　ソフィアが大声を出したが、すでにナジャの姿すがたはなかった。

　ハヤが大きく首を巡めぐらし、行き場のない怒いかりからブツブツ文もん句くを言っているソフィアの姿を視し界かいに収おさめた。

「二人は友達？」

　ハヤの唐とう突とつな質問に、ソフィアは心底嫌いやそうな顔になった。

「どこをどう見たら友達に見えるのよ。私、激げきおこプンプン丸なんだけど」

　ソフィアは怒おこっているようにも見えるが、ふざけているようにも見える。

　ハヤの頭の上には疑ぎ問もん符ふが大量に浮うかんでいる。

「じゃあ、家族？」

「おっそろしいこと言わないでよ！　だいたい、私には二次元に彼氏がいるのよ！　失礼しちゃうわ」

「二次元……？」

　ソフィアの言葉は、ハヤには全く理り解かいできなかった。ハヤは首を傾かしげるばかりだ。

　さすがに言い過すぎたと思ったソフィアはコホンと咳せき払ばらいをすると、真ま面じ目めに話し始めた。

「いい？　友達っていうのはね、お互たがいに相手のことを思いやれる関係のことを言うの。アイツがいつ私のこと思いやったのよ」

　今度は真面目に説明したのだが、それでもハヤは首を傾げた。文ぶん脈みやくが難むずかしすぎて理解が追い付いていない。

「んー。どう言えばいいんだろ？　友達っていうのは、嫌なことはしないものだし、迷めい惑わくをかけてもダメなのよ」

　それがソフィアの友達観だった。

　テレパスは人の心が読めるという迷めい信しんがある。そのせいでソフィアはまともな友達を持っていない。

　そんな彼女にとって、友達とは決して裏うら切ぎらない存そん在ざいなのだ。

「迷惑かけちゃダメ……」

「一切かけないのは無理だけどね。でも、なるべく迷惑はかけないようにしなくちゃ」

「……うん」

　ハヤはこっくりと頷うなずいた。

　今、アリスやクロウに迷惑をかけないために、自分ができることは何だろうか。




　日にち没ぼつが近づくと、イチジョーハンターズオフィスの周辺は急にざわつき始める。

　事じ務む所しよは街の中心部から少し離はなれたところにある。そこは歓かん楽らく街がいで働く人間が多く住む一画だ。そのため昼間は静かだが、夜になると急に騒さわがしくなる。

　派は手でな外見の男女が客引きのために道行く人に声をかけ、酔よっ払ぱらいが闊かつ歩ぽする通りの中を、ハヤは一人で歩いていた。

　いろいろと考えた結果、ハヤは事じ務む所しよを出る決けつ断だんを下した。

　本当はみんなと一いつ緒しよにいたいが、このままではいつ兄スハイムがやってくるかわからない。そうなれば、みんなに大変な迷めい惑わくをかけてしまう。

　正面切って戦えばアリスやクロウが負けるはずないことはわかっていたが、そもそも自分や兄の能のう力りよくは正面から戦うものではない。

（兄さんも私がいなければ、何もしないはず）

　スハイムはハヤに情報を持ってこいと言っていた。殺すつもりはないはずだ。

　このまま自分がいなくなれば、そのうち諦あきらめてくれるはずだとハヤは考えていた。

　役立たず妹が消えて、喜ぶかもしれない。

　行く当てはないが、どうにかなるはずだ。昔のようにスリや置き引きをすれば飢うえはしのげる。

　寂さびしいのは確たしかだが、アリスに迷惑をかけるよりましに思えた。

（兄さんが諦めて、どこかに行った後、またみんなのところに帰ればいい）

　そう考えることで、ハヤは自分自身を勇気づけた。子供らしい短絡的な思考だ。

　寂しさを我が慢まんするため、下を向いて歩いていたハヤは、何かにぶつかった。衝しよう撃げきで数歩後ろにさがる。

「Sorry」

　とっさに謝あやまったハヤだが、見上げた相手に見覚えがあることに気づいた。

「Don't worry」

　そこにいたのは、兄スハイムだった。




　男が力強く蹴けり込こむと、少女の体が吹ふき飛ばされた。途と中ちゆう、小さなテーブルを引っ掛かけて、上に載のっていた食器が盛せい大だいに砕くだけ大きな音を立てる。

　男の着ていた真っ白な民みん族ぞく衣い装しようカンドーラに、スープの滴しずくが跳ね小さなシミを作った。

　それが男の逆げき鱗りんに触ふれ、床ゆかに倒たおれた少女をさらに激はげしく蹴りつける。『清せい廉れん』を表す白の衣装に似に合あわない、悪あく魔まの所行だ。

『てめぇ、ふざけんじゃねぇぞ、ハヤ！　何も分かりませんでしたってな、どういうことだッ！』

　スハイムが母国語アラビア語で叫さけぶ。

　床に伏す少女ハヤは、実の兄スハイムに蹴られ続けながらも何も答えなかった。ただ、小声で『ごめんなさい、ごめんなさい』と呟つぶやきつづけるだけだ。彼女は自分にやさしくしてくれた事務所の面々を、売り渡わたすようなことはできなかった。

「そのぐらいにしたらどうだい？」

　部屋の片かた隅すみに寄よりかかっていたマシューが、スハイムを制せいした。きれいな発音の英語が、逆ぎやくに嫌いや味みったらしく聞こえる。

　黄色いアロハシャツが、薄うす暗ぐらい室内に実に不ふ釣つり合いだ。

「あまりやると死ぬぜ？」

　スハイムは舌した打うちをしながらハヤから離はなれる。ハヤは起き上がろうともせず、ただ震ふるえていた。

　マシューは二人から視し線せんをはずすと、あごに手を当てて何かを思案し始めた。

「んー、なんだったかな？　そう、たしか……アリス？　……残りはナジャとクロウか？」

　マシューの言葉に、ハヤが大きく驚おどろいた。

「ハハッ！　正解のようだね♪　俺の記き憶おく力りよくもまだまだ衰おとろえてないらしい」

　うれしげにマシューが微笑ほほえむ。

　ハンナと一いつ緒しよに戦うことになった際さいに、名前を大声で呼よび合っていた。彼はそれを覚えていただけだ。

「たしかハンナとやり合ってたのがアリスだったな。あのへたっぴがクロウ。ナジャは……通信機の向こう側だったかな？」

　マシューは部下の一人に視線を向けた。

「これだけわかれば、特定できるだろ？」

　マシューの問いに部下の男は首を振ふった。

「いえ、『アリス』だけでも千人近い登録がありますし、発はつ火か能のう力りよく者しやに絞ってもいまだ百人強の人数がいますので、なんとも……せめてファミリーネームが分かればだいぶ絞しぼり込こめるのですが」

　タブレット型の携けい帯たい端たん末まつで検けん索さくをかける男は恐きよう縮しゆくしきっていた。

「それもそうか。アリスもナジャもよくある名前だしね♪　で、最後の一人は？」

「それが……クロウという名前がそもそも登録されておりませんで……偽ぎ名めいなのではないかと」

　困こまり果てたような部下の答えに、マシューはくつくつと笑った。

「ま、カクラロスウなんて名前、いかにも偽名っぽいからねぇ♪」

　その言葉に唯ゆい一いつショックを受けたのはハヤだった。

「偽名……？」

「今いま頃ごろ気づいたって顔だな。この、バカがッ！」

　そう言いながらまたスハイムがハヤを蹴けりつける。

「止めときなよ、スハイム。君の悪い癖くせだ」

　ニヤニヤと嫌な笑みを浮うかべながらマシューがスハイムを止める。本当に止めたいのか疑ぎ問もんになるほど、投げやりな止め方だ。

　ハヤは自分の体を抱だいて必死に耐たえていた。

　存ぞん分ぶんに蹴けりつけたスハイムは、その行こう為い自じ体たいに飽あきたのかハヤから離はなれた。

「チッ！　結局わからずじまいか」

　能のう力りよく者しや同どう士しの戦いは情報が命だ。相手がどんな能力を持っているのか、それが分かれば対たい策さくも立てやすい。

「ま、相手は小しよう規き模ぼ事じ務む所しよだし、こっちも数で押おし込こめば勝てない相手じゃないけどね♪」

「そんな楽らつ観かん視しできんのかよ。ハンナ以上の発火能力者がいるんだぞ」

　炎ほのおや冷気、電でん撃げきなどに代表される攻こう撃げき特とつ化か型がたのサイコキネシスは極めて厄やつ介かいだ。遠えん距きよ離り、広こう範はん囲い、高火力の三さん拍びよう子しが揃そろったサイコキネシストは単体で一いつ個こ小しよう隊たい並なみの戦力になる。

　しかもＡクラスのハンナを倒たおしたということは、相手もＡか、もしかしたらＳかもしれない。

　もし仮かりにＳクラスだとすると、その能力は完全に未知数になる。

「発火能力者といったところで、所しよ詮せんは人間さ。君だって、我われらがベリス社と単たん独どくで戦争はできないだろ？」

　マシューの言は的まとを射いていた。

　規き模ぼはまだ小さいとはいえ、ベリス社はマフィアの一角だ。個人の力でどうにかできるものではない。

　それが分かっているためか、スハイムも鼻を鳴らしたが、反はん論ろんはしなかった。

　話の途と切ぎれ目を待っていたのか、部下の一人がマシューのそばへと寄よってきた。

「ん？　どうした？」

「実は……ハヤ様の洋服に発信器がつけられておりまして」

　それを横で聞いていたスハイムが激げつ昂こう。机つくえを持ち上げるとハヤの方へと投げつけた。

『クソがッ！　つかまされやがって！』

　テーブルが床ゆかにぶつかり、激はげしい衝しよう撃げき音おんが室内に響ひびき渡る。

　ハヤに直ちよく撃げきこそしなかったが、跳はね上がったテーブルがハヤにぶつかり、少女が小さな悲鳴をあげる。

　体をこわばらせて耐えるハヤを見ながら、マシューは腹はらを抱かかえて笑っていた。

「アハハハハハ。まったく！　君たち兄妹きようだいは本当におもしろいね♪」

　ひとしきり笑うとマシューは途と端たんに真顔に戻もどった。

「で、どこに付いてたのかな？　まさかあのブレスレットだったりしないよね♪」

　急激なマシューの表情の変化に戸惑いながらも、部下の男が答える。

「いえ、上着の胸むねポケットの中でした」

「そんなとこ？　ずいぶん大だい胆たんな奴やつらだねぇ♪」

　マシューはしばし考え込んだが、すぐに妙みよう案あんを思いついた。

「そうだな。その辺に野の良ら犬いぬがいるだろうから、そいつに付けてやればいい。時間稼かせぎ程てい度どにはなるだろうしね♪」

　おかしそうに笑うマシューを尻しり目めに、スハイムはハヤの上にかぶさるテーブルを蹴けり上げると、そのまま妹の顔を踏ふみつけた。

「おいおい。いい加か減げんにしなよ」

　マシューの制せい止しにスハイムは耳を貸かそうとしなかった。怒いかりに任まかせてハヤを踏みにじる。

「うるせぇ！　どう扱あつかおうが。俺の勝手だろうがッ！」

　悪あつ鬼きの形ぎよう相そうでスハイムが叫さけぶ。

　それをマシューは冷やかに笑い飛ばした。

「その子は君の大事な商売道具だろ？　商売道具は大切にするもんだぜ」

　そう言ってマシューはナイフを取り出して見せる。しっかりと手入れをされたナイフは、薄うす暗ぐらい部屋の中にあっても輝かがやいて見えた。

　スハイムはおもしろくなさそうに鼻を鳴らすと、ハヤの顔に乗せていた足をあげた。

　ようやく解放され息をつくハヤの腹はらに最後の一いち撃げきを叩たたき込むと、スハイムはくるりと向きを変えた。

「そんなに言うんなら、お前が手入れをやっとけよ。俺は力が強すぎて壊こわしちまいそうだ」

　自分の妹のことを物扱いしながらも、スハイムは笑っていた。

　そのまま彼は部屋の外へと向かう。

「おや、どこへ？」

「そこの役立たずの顔を見たくないだけだ」

　そう言ってスハイムは扉とびらをくぐった。

　去り際ぎわに、

「何をしても構かまわねぇが、楽しんだ分の金は払はらえよ」

　それだけ言って消えた。

　残されたマシューは部下に向き直った。

「俺はロリコンに見えるか？」

「いえ、そんな……」

　マシューの守しゆ備び範はん囲いが幼よう女じよから老ろう婆ばまで、のべつ幕まくなしであることは組そ織しき内ないでは有名だ。

　そのため男の反はん応のうが歯切れの悪いものになっていた。

「ま、使っていいのなら、使うけどね♪」

　マシューの陰いん惨さんな瞳ひとみがハヤを捉とらえる。

　ハヤは無む表ひよう情じようのまま動かない。彼女にとって、マシューのことなどどうでもいい。

　発信器に偽ぎ名めい。

　せっかく友達になれたと思ったのに、まったく信用されていなかった。

　クロウたちに裏うら切ぎられた。それが一番のショックだった。




　ハヤがいなくなった翌よく朝あさ、イチジョーハンターズオフィスでは議ぎ論ろんが行われていた。

「発信器の記録からすると、ベリス社で間ま違ちがいないみたいね」

　報ほう告こくするソフィアの顔はいつも以上に眠ねむそうだ。瞳ひとみの焦しよう点てんが合わず、目の下に濃こい隈くまができている。

　ソフィアが広げた地図には、昨さく晩ばんから今け朝さにかけての発信器が移い動どうした場所が、線として表記されている。

　線は赤と青の二種類があり、赤は細かく折れ曲がり、正せい確かくな移動ルートを示しめしている。一方、青はいくつかの点を結んでいるため、途と中ちゆうビルを貫かん通つうしていたりする。

　両方とも、裏うら路ろ地じにある貸かしビルまではほぼ同じ線をたどっているが、青はそこから動いていないのに対し、赤はそれ以い降こうも周辺をうろついている。

「この動きからすると、囮おとりの方はバレたみたいね」

　そう言ってソフィアが大きく欠伸あくびをする。資し料りようをまとめ、地図を昨晩のうちに作成したのは彼女なのだが、それにしても必要以上に眠そうだ。

　その様子を、アリスは怪け訝げんな顔で見つめた。能のう力りよくを使っていないはずなのに、ソフィアの不自然なほど眠そうな顔が気になっていた。

「ずいぶん眠そうね。昨日何時に寝ねたの？」

　アリスの問いに、ソフィアはボーッとした表情のまま考え込こんだ。

「たしか……四時か、五時か……？」

　よく思い出せないのか、ソフィアが首をひねる。

　たったこれだけの資料を作るにしては、ずいぶんと寝る時間が遅おそい。

「この資料を作るのに、何時間かかった？」

「えっと……一時間？」

　よほど眠いのか、ソフィアは言い訳わけすらせず素す直なおに答えた。

　クロウとナジャが眉まゆをひそめ、アリスが資料をまとめ始めた。

「アニメは何本見た？」

「んー、三本」

「ＤＶＤとＢＤは？」

「五枚まい」

「漫まん画がは読んだ？」

「三冊さつほど」

「家の人に読ませたのは？」

「十冊」

　スパァン！

　ソフィアの脳のう天てんを丸めた資し料りようが撃うち抜ぬいた。アリスのあまりに速い一いち撃げきに、クロウは止めることすらできなかった。

「アリス、そんな事したらダメだよ。ソフィアちゃんの頭が今より悪化したらどうするんだ」

「なるわけないでしょ！　これ以上のバカなんて、この世に存そん在ざいしないんだからッ！」

　あまりといえばあまりな事を言い合うクロウとアリスに、しかしソフィアは言い返さなかった。

　叩たたかれた頭が痛いたすぎて、声が出てこない。

「うー」

　両目に涙なみだを湛たたえながらソフィアはアリスを睨にらみつけたが、逆ぎやくに不ふ機き嫌げんなアリスの瞳ひとみとぶつかってしまい、すぐに視し線せんを逸そらした。

　ほぼ徹てつ夜やで能のう力りよくを使いつづけて漫まん画がとアニメを見ていれば、眠ねむくなるのは当然だ。能力使用による徹夜は、二～三日徹夜するのとほぼ同じだけの疲ひ労ろうがあるのだ。

「話を本ほん筋すじにもどしましょう」

　気を取り直すようにアリスが資料を机つくえの上に並ならべ直す。

「行き先はベリス、か」

　つぶやいたのはナジャだった。いつも不ふ真ま面じ目めな彼としては珍めずらしく、真面目な口く調ちようだ。さすがにソフィアの姿すがたを見てからでは、真面目にならざるを得ないらしい。
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　ハヤに取り付けた発信器は二種類。数分置きに電波を発信する一いつ般ぱん的てきなものと、ノミほどの大きさの一時間に一度だけ電波を発信する最新式のものだ。

　発信器を二つつける案を出したのはクロウだった。アリスとしては、そこまでやるつもりもなかったのだが、結果的にはこれが正せい解かいだった。

　人間心理として、発信器を一つ発見してしまうと、そこで安心してしまう。そのため、巧こう妙みように隠かくされた本命の発信器の存そん在ざいに気づかない。

　アリスが服の中に囮おとりの発信器を入れ、クロウがハヤの髪かみの中に本命を取り付けていた。

　不ふ快かいな記き憶おくを振ふり払はらうように、アリスが首を振る。

「で？　ビルの見取り図とかはあるの？」

　ソフィアが無言のままコピー用紙をとりだす。まだ痛いたくて声が出ないらしい。

　机つくえの上に新たに広げられた紙には、貸かしビル内部の情報が大おお雑ざつ把ぱに記しるされていた。元が合法的に作られたビルであるため、ネット上に見取り図が掲けい載さいされている。それをプリントアウトしただけのものだ。

　ビルは全五階。ビル中心部にエレベーターと階かい段だんがある。入り口は正面と裏うら手てに一つずつ。裏口のすぐ横にはもう一つの階段がある。さらに建物側面に非ひ常じよう用よう階段も設せつ置ちされている。

　元がテナント用に設せつ計けいされていたらしく、一つ一つの部屋が大きい。

　資し料りようの端はしには小さな文字で、『地ち下か駐ちゆう車しや場じようあり』と書かれていた。

「どう攻せめるつもりだ？」

　怪け訝げん顔がおのナジャに、アリスが不ふ敵てきな笑みを浮うかべながら答えた。

「正せい義ぎは私たちにあるわ。だったら裏うらに回る必要なんてない。正しよう面めん突とつ破ぱよ」

「人数は相手の方が多いのにか？」

「能のう力りよくの有利が数で帳消しになっただけよ。だとしたら条じよう件けんは同じ。有利なのは私たちよ」

　アリスの言う通り、犯はん罪ざい者しやとハンターでは元々ハンターの方が圧あつ倒とう的てきに有利だ。

　ハンターは認にん可か制せいのため、国や市、市民などからバックアップがある他、戦せん闘とうが長引けば警けい官かん隊たいによる援えん護ごも期待できる。

　逆ぎやくに犯罪者側は頼たよるべき相手が極きよく端たんに少なく、戦闘に関しては短期決戦を強いられる。合ごう法ほう組そ織しきと非合法組織とでは、その地じ盤ばんがまったく違ちがうのだ。

　ナジャは苦笑いを浮かべた。不良時代に経けい験けんしたトラウマが蘇よみがえったかのような笑い方だった。

「皆みな殺ごろしってか」

「まさか！　殺したら賞金が減げん額がくされるのよ。マシューもスハイムも全員逮たい捕ほよ」

「ハヤもか？」

　皮肉げなナジャの問いに、アリスはつまった。

　せっかくできた友達を自分の手で逮捕する。その覚かく悟ごを決める必要がある。

「むろんよ。それがあの子を救う手立てなら、私は迷まよわないわ」

　アリスの苛か烈れつな言葉に、事じ務む所しよ内が沈ちん黙もくで満みたされる。

「そうだね。できればハヤもスハイムも無む傷きずで捕つかまえたい」

　沈黙を破やぶったのはクロウだった。クロウはさらに続ける。

「アリスがハヤを救いたい気持ちは分かる。だけどハヤを救うには、スハイムをどうにかしないといけない。多分それはすごく難むずかしい」

　クロウの言葉は弱気ではあるが正しい。ハヤの呪じゆ縛ばくを解とくには、まずスハイムをどうにかしないといけない。それをスハイムが生きたまま行うとなれば、なおさらだ。

「知ってるわ」

　決意に満ちた表情でアリスが頷うなずく。

「それでも私はやってみせる。賞金も、ハヤも、両方つかんでみせる。それが私の正せい義ぎよ」

　アリスの宣せん言げんに、全員が思い思いの顔で頷いた。

　ただ、クロウだけが内心迷まよっていた。

　アリスは気づいていないようだが、スハイムとハヤの二人には殺さつ害がい許きよ可かが下りている。殺してしまっても、賞金は減額されない。

　スハイムを排はい除じよすることが、ハヤを救うもっとも簡かん単たんな方法だ。殺害許可が下りている以上、賞金の減額さえされない。

　殺してしまうのが一番手っ取り早い。でも、人殺しはしたくない。

　クロウは大いに迷っていた。




「あら、もう動いたのね」

　アディントン商会本部事務所にて、部下の報ほう告こくを受けたバロウズが意外そうな声を出した。

　頼たよりなげな見かけとは裏うら腹はらに、行動が早い。あらかじめ計画されていたのか、よほど自信があるのか、それとも若わかさ故ゆえの暴ぼう走そうだろうか。

　しかし、それだからこそ情報を流してやった甲か斐いがあるというものだ。

　ハンター側にはスハイムとハヤの情報を流し、ベリス側には囚とらわれたハヤの情報を流した。そうやって間かん接せつ的てきにハンターとベリスがぶつかり合うように仕向けたのだ。

「ではこちらも、次の一手を打たなくちゃね」

　せっかくお膳ぜん立だてをしたのだから、この機を逃のがす手はない。

　しかし、下へ手たに動けば三みつ巴どもえの戦いになってしまう。

　バロウズは愛飲しているエスプレッソを口に含ふくみながら、思考を巡めぐらせた。

「ティナ、あなたに任まかせたいけど、勝算はある？」

　部屋の隅すみに待機していたティナが、にやりと笑みを浮うかべた。

「あのガキ共より早く、ベリスのボスを叩たたけばいいんだろ？　楽勝さ」

　バロウズの顔に、悪あく魔まじみた笑みが浮うかぶ。

「あの子たちには見つからないようにしてね。こちらの被ひ害がいは最小に抑おさえたいの」

　バロウズとしては、今回の戦いは短期決着を狙ねらいたい。そうすることでアディントン商会の力を裏うら社しや会かいに知らしめることができる。

　そのためには少しよう数すう精せい鋭えいで要人の暗殺を行いたいところだ。

　だが、先の襲しゆう撃げきのおかげでこちらの戦力も少なくなっている。情報量を調整し、衝しよう突とつ時じ期きをずらしたのだが、まだ戦力が十分とは言いづらい。

　ここは強力な能のう力りよく者しやを使うべきところだ。

「ヤニクを連れていくといいわ。残りの人選は任せる。なるべく少人数の方がいいわね」

「分かった。適てき当とうに見み繕つくろっていくよ」

　そう言うと、ティナは意い気き揚よう々ようと出ていった。

　自分一人いれば十分。その上ヤニクがついてくるのなら、何の問題もない。ティナはそう考えていた。

「適当じゃ困こまるんだけど」

　部屋から出ていくティナの後うしろ姿すがたを、バロウズはやや心配そうに見送った。







　四章　Long day




　ベリス社が事じ務む所しよを構かまえるビルは裏うら通どおりにあった。

　拡かく張ちよう工こう事じでもされたのか、図面よりもずっと大きく感じられる。敷しき地ちは塀へいで囲まれ、立りつ派ぱな門まで作られている。安っぽい灰はい色いろのビルには不ふ似に合あいだ。

　門前には入り口を守るように二人の男がいた。向かって左側の男はひょろりとした赤毛の男。右側には左手に一世代前の機き械かい化か義ぎ手しゆを装そう備びした大おお柄がらな男がいた。

　二人は下げ卑びた笑みを浮うかべながら談だん笑しようしていたが、三人の男女が歩いてきたのに気がつき、表情を変えた。

「こっから先は立たち入いり禁きん止しだぜ」

「よく見りゃガキじゃねぇか。早くおうちに帰ってママのおっぱいでもしゃぶってな」

　そう言って二人は笑い転げた。

　それを完全に無む視しして女、アリスが堂どう々どうと宣せん言げんした。

「イチジョーハンターズオフィスよ。邪じや魔まだからそこをどきなさい」

　堂々としたアリスの態たい度どに、門番の二人の方が鼻はな白じろんだ。

「ハンター？　てめぇらみたいなガキがか？　冗じよう談だんにしても笑えねーぜ！」

　赤毛の男がその言葉とは反対に笑い転げる。

　男を見下ろしながら、アリスは冷笑混まじりに胸むな元もとにある鉄てつ槌ついを意い匠しよう化かしたバッジを指で弾はじいて見せた。

　それこそハンターの身分を証しよう明めいするためのものだ。

「本当にハンターかよ」

　相手が若わかいながらもハンターだと分かった二人は、態度を硬こう化かさせた。ハンターに愛想良くする裏の人間などいはしない。

「そのハンター様が一体何の用だ？」

「賞金首スハイム・ハラフ・アスィール、ハヤ・ハラフ・アスィール、及およびマシュー・ホーキンズの身み柄がら引き渡わたしを要求します。邪魔するというのなら、公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで逮たい捕ほする」

　二人は一いつ瞬しゆん目め配くばせをすると、すぐにアリスに向き直った。

「ここにはそんな奴やつはいねぇよ」

　赤毛の男が睨にらみつけるが、アリスは意に介かいさない。

「いる、いないじゃないの。どけって言ってるのよ。それとも言葉が分からないの？」

「貴き様さまらハンターに捜そう査さ権けんはないだろう。どうしても捜査がしたいのなら、警けい察さつと一いつ緒しよにくるんだな」

　外見に似に合あわない落ち着いた口く調ちようで、義手の男が口を開いた。

　どうやらこちらの方が理知的な様子だ。言っている内ない容ようも正せい論ろんで、なかなか反論しにくい。

　しかし、その正せい論ろんをアリスは鼻で笑った。

「ハッ！　そういうことは発信器を全部外してから言うことね」

　さっと二人の顔が青ざめた。この態たい度どで噓うそをついていたことがまるわかりだ。

「てめぇ……」

　小こ柄がらな男が怒いかりを露あらわにして腕うでを振ふり上げた。その瞬しゆん間かん、鉄板の入った安あん全ぜん靴ぐつのつま先が男のこめかみに突つき刺ささった。

　アリスの放った回し蹴げりは、先に拳こぶしを振ふり上げた男が殴なぐりかかるより速かった。

　小柄な男は白目を剝むいて膝ひざからくずおれる。

　大柄な男が慌あわてて摑つかみかかろうとするが、それよりも先に横に控ひかえていたナジャの膝が鳩みぞ尾おちに叩たたき込こまれた。

　肺はいの空気を絞しぼり出し、前のめりになって苦しむ男の後頭部へと、今度はクロウの全体重の乗った踵かかとが振ふり下ろされる。

　アリスが動くと同時に塀へいを駆かけ上がり、上空から奇き襲しゆうをかける、重じゆう力りよく操そう作さ型がたサイコキネシスをうまく利用した戦法だ。

　機き械かい化か義ぎ手しゆの男は勢いきおいよく地面に叩たたきつけられ、動かなくなった。顔面に擦さつ過か傷しようができ、前歯が折れているが、呼こ吸きゆうはしている。

「公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで逮たい捕ほよ。あと、正せい当とう防ぼう衛えいだからね」

　気き絶ぜつした二人から返事はない。その二人に、アリスは手早く指ゆび錠じようをかけていく。

　そこへひょっこりとソフィアが出てきた。非ひ戦せん闘とう員いんのソフィアは安全が確かく認にんできるまで隠かくれていたのだ。

「終わった？」

　ソフィアの目はキョロキョロと周辺をさまよっている。治安の悪い区く域いきの、それもマフィアの本ほん拠きよ地ちとあって、小心者のソフィアは怖こわくてしょうがない。

「本番はこれからよ。ソフィはこの辺に隠れてサポートしてくれればいいわ」

　アリスの言葉にソフィアが頷うなずく。事じ務む所しよからではこの場所は視し覚かく共きよう有ゆうの射しや程てい外がいになってしまうためここまでついてきたのだが、ビルの中にまで入る必要はないだろう。

「とりあえず十人、お願いね」

　アリスが言ったのは視覚共有する人間の数だ。なるべく多い方がいいが、ソフィアにかかる負ふ担たんも考えると、あまり多くも言えない。

「えー。せめて五人ぐらいにしてくれない？」

　反対にソフィアはできる限かぎり負担を少なくしたい。みんなの命がかかっているため、やりたくないとは言えないが、できれば漫まん画がを読む程てい度どの余よ裕ゆうが欲しい。

　漫画でも読んでいないと、怖くてたまらない。

　しかたがないといった感じでアリスが眉まゆ根ねを寄よせる。

「八人」

「まぁ、それぐらいなら……」

　ニヤリとアリスが笑う。クロウにはそれが悪あく魔まの笑みに見えた。

「それじゃあ、私たち以外で八人ね。ヨ・ロ・シ・ク♪」

　それだけ言うとアリスはソフィアに背せを向けた。反はん論ろんの余よ地ちなど与あたえない。

　ソフィアも何か言おうとしたが、アリスに何を言っても無む駄だな事を知っているせいか、結局何も言わなかった。

　さすがにクロウもソフィアの事が気の毒になってくる。

「厳きびしいなぁ。鉄てつ血けつ政せい策さくはいいけど、飴あめはあげないとダメだよ？」

「虫歯になったら治ち療りよう費ひかかるでしょ？　ちゃんと予よ防ぼうしないといけないわ」

（サボり癖ぐせは虫むし歯ば扱あつかいか。ま、似にたようなもんかな？）

　相変わらずの皮肉に、クロウは苦笑いを浮うかべた。




　玄げん関かんを蹴けり開けると、すぐに五、六人の男たちが部屋から飛び出してきた。男たちは手に手に銃じゆうを持っている。中にはサブマシンガンを持っているものさえいる。

　あれほど大おお騒さわぎしたのだから、気づかれていても何の不思議もない。すでにハンター権けんによる強きよう制せい捜査であることも理り解かいしているはずだ。

　クロウたち三人が素す早ばやく左右に散さん開かいし、壁かべの裏うらに身を隠かくす。

　直後に銃じゆう弾だんの嵐あらしが降ふり注いだ。間かん断だんなく降り注ぐ銃弾がドア枠わくを削けずり取っていく。

　アリスの掌てのひらの上に火球が出しゆつ現げん。そこから放ほう射しやされる赤外線を使い、内部を探たん査さしていく。

「一階右の部屋にひとかたまり。左の部屋はもうちょっと少ないかしら」

「右が四で左が三よ」

　アリスの大おお雑ざつ把ぱすぎる報ほう告こくをソフィアが補ほ完かんする。アリスの探査能力は爆ばく撃げきの補助であるため、そこまでの正せい確かくさはないのだ。

「普ふ段だんからそのぐらい仕事してくれると、こっちも楽なんだけど」

　やれやれといった感じで、アリスは肩かたをすくめた。

「アリス、牽けん制せいの爆撃を。ナジャさんは相手の注意がそれたところで、室内に突とつ入にゆうして撹かく乱らんしてください。とどめはアリスで」

　クロウの指し示じに二人が頷うなずく。

　アリスが目を閉とじ精神を集中させる。脳のう内ないに浮かぶ立体地図の一点に意い識しきを向け、能力を発動。

　同期するようにビル内で爆発が起こり、悲鳴がかさなる。

　さらに追い討うちをかけるように火球が群むれをなしてビル内に侵しん入にゆう。廊ろう下かで次々と爆発し、衝しよう撃げき波はと爆ばく炎えんを振ふりまく。

　男たちは悲鳴をあげながら室内に転がり込こむが、部屋の中にまで炎ほのおが入ってこないことが分かると、入り口に身を隠かくしながら断だん続ぞく的てきに発はつ砲ぽうしだした。

　クロウは頭だけを出してビル内を確かく認にんする。敵てきもクロウたちの方を覗のぞき見ながら、銃じゆうを撃うってきていた。それを封ふうじ込めるように、アリスの火の玉が廊ろう下かを走り、爆ばく発はつする。

　何もない空間を爆ばく破はできるアリスが、わざわざ火球を生み出している理由は、その軌き道どうを見せ、注意を引きつけるためだ。すでに男たちの注意は火球とその発はつ生せい源げんである玄げん関かん口ぐちに集まっている。

　その事実を確認し、クロウはまだ一発も撃っていない銃を握にぎり直す。人数の上ではクロウたちが圧あつ倒とう的てきに不ふ利りだが、実じつ際さいに主しゆ導どう権けんを握っているのはこちらの方だ。

　クロウが『今だ』と合図をすると、ナジャが立ち上がり、壁かべに両手を突つき立てる。ナジャの両手はそのまま何の抵てい抗こうもなく壁の中に潜もぐりこんでいく。周囲にヒビも作らず、壁の中に指が入り込んでいくさまは、まるで手品か魔ま法ほうのようだ。

　ナジャの手が手首まで埋うまると、その両手を一気に引き下ろした。指の間に当たるわずかな部分を除のぞいて、コンクリート製せいの壁が綺き麗れいに消失した。

　原子レベルにまで分ぶん解かいされた壁かべ材ざいが、細かい埃ほこりとなって空中に溶とけていく。

　残った厚あつさ数ミリのコンクリ柱を蹴けり砕くだき、ナジャが室内へと躍おどり込む。驚おどろいた男たちが一いつ瞬しゆん棒ぼう立だちになり、慌あわててナジャへと銃口を向けた。

　直後に入り口のすぐ横で爆発が起こる。指向性を持った爆風が入り口周辺にたむろしていた男たちをまとめてなぎ倒たおす。

　追い討うちをかけるように室内でも連続して爆発が起き、気き絶ぜつしなかった男たちを強きよう制せい的てきに夢ゆめの中へと叩たたき込んだ。

　反対側の部屋ではその様子をみて、男たちが驚きよう愕がくに凍こおりついていた。直後に上下左右から連続して爆発が起き、全員があっという間に脳のう震しん盪とうを起こして気絶した。

　注意を一方向に集め、まったく別の方角から奇き襲しゆうをかける。それがクロウの考えた策さくだった。

　けが人は出ているが、一階の七人を制圧するのに死者ゼロ、弾丸は一発も消費していない。ここまでは理想的な展てん開かいだ。

　クロウたちはビル内に踏ふみ込み、素す早ばやく男たちを拘こう束そくしていく。

「この後もこのぐらい楽だといいんだけど」

　気弱なクロウの言葉をアリスは一いつ笑しように付ふした。

「ハン！　表社会に出てこれないような引きこもりが、そんなに怖こわい？　私から見ればただの甘あまえん坊ぼうよ」

　アリスにかかればマフィアも形かた無なしだ。

　クロウもナジャも、その冗じよう談だんに軽く噴ふき出した。




　クロウたちが一階で戦せん闘とうを繰くり広げているとき、ベリス社所有のビルの裏うら手てに一台の車が止まった。

　中から出てきたのはティナだった。

「おうおう。派は手でにやってるみたいだな」

　ビル内部から聞こえる銃じゆう声せいや爆ばく音おんを聞きながら、ティナは瞳ひとみを輝かがやかせた。

　そのまわりに数人の男たちが集まってくる。

　全員アディントン商会の人間なのだが、それと分からないように一いつ般ぱん人じんに扮ふんしている。

　この中で一番目立っているのは、高級車で乗り付けたティナ本人だった。

　微び妙みような表情になっている部下たちの姿すがたを見ても、ティナはそしらぬ様子だ。

「クッカとヤニクの姿が見えねぇが……ま、いっか」

　バロウズから指名された本人と、せっかく声をかけた友人の姿が見えないが、ティナは気にしなかった。どうせそのうち来るだろう。

「じゃ、いくぞ」

　ティナが先頭になって歩き出す。

　その後ろを部下たちが諦あきらめたような表情でついてきた。

「なあ。俺たちが変へん装そうする意味ってあったか？」

「リーダーがあれじゃあなぁ」

　今回の任にん務むは暗殺だから目立つ格かつ好こうはするな、といってきた本人がこれなのだから、部下たちの士気が下がるのもしかたがない。

　そのことにティナは一切気づかず、裏門を守る見み張はりの元へと向かった。

「おい！　なんだ、お前らは！」

　門番は苛いら立だたしげに声をあげた。内部から銃声が聞こえてくるが、状じよう況きようがまったく伝わってこないため気が立っているのだ。

　ティナは彼らにニッと笑いかけると、片かた手てをあげて挨あい拶さつをした。

「よう。ちょっと聞きたいんだけどよ」

　ティナの明るい声に、門番たちは舌した打うちをした。どっかのバカが迷まよい込んできたと思ったらしい。

「神様って、いると思う？」

　そう言ったティナの手の中に、忽こつ然ぜんと自じ動どう式しき拳けん銃じゆうが現あらわれる。テレポートしたとしか思えない、それほど急な出しゆつ現げんだった。

　あまりに突とつ然ぜんのことに、門番の男は反はん応のうできなかった。

「ちょっと確かく認にんしてきてよ」

　発はつ砲ぽう。

　至し近きん距きよ離りから額ひたいを撃うち抜ぬかれた門番はあっけなく倒たおれた。

　慌あわててもう一人の門番が銃じゆうを抜ぬく。

　しかし、その指が引き金を引くことはなかった。

　彼の胸むねから唐とう突とつに鋭するどい刃やいばが生える。傷きず口ぐちからは鮮せん血けつが止めどなく溢あふれ出す。死の痙けい攣れんを起こしながら、男は地に伏ふした。

　その向こう側には、門番を後ろから刺さした男が立っていた。

　青空の下だというのにレインコートを着た、不ふ吉きつな面相の中年男だ。

「よう、ヤニク。相変わらず陰いん気きなツラだな」

　陽気なティナの挨あい拶さつに、レインコートの怪かい人じんはわずかに唇くちびるを歪ゆがめる。それが彼なりの挨拶なのだが、死しに神がみの微笑ほほえみにしか見えない。

　ヤニクはそのままビルの影かげの中に沈しずみ込こむようにして消える。

　空くう間かん移い動どう型がたテレポーターであるヤニクは、一足先にビル内へと侵しん入にゆうした。

「ようやく私の出番？」

　虚うつろな声に全員が振ふり返った。

　そこにいたのは一人の女だった。

　年ねん齢れいはティナと似にたようなもの。子供っぽいプリントのシャツとフリフリのスカート姿すがたで大きなうさぎのぬいぐるみを持っている。

　年齢と服ふく装そうに大きな差がある女だ。

「なんだ。いたんじゃねぇか。クッカ」

　せわしなく動いていたクッカの目が、ティナを見つけると喜色に輝かがやき出す。

「アンタにはお守もりが必要でしょ？」

「バカ言え。アタシがお前のお守りなんじゃねーか」

「そう思いたいのなら、思ってるといいわ。かわいいティナ。ウヒヒ」

「ケッ！」

　騒そう々ぞうしく口くち喧げん嘩かをしながら、二人はビルの中へと入っていく。

　その後ろから、他のメンバーがため息混まじりに続いた。




　ビル中央の階段まで制せい圧あつするのに、それほどの時間はかからなかった。

「どうする？　このまま前進する？」

　アリスの提てい案あんに、クロウは首を振った。

「いや、階段から行くのはリスクが高すぎるよ。予定通り、奇き襲しゆうをかけよう」

　そう言うと、クロウは制圧した部屋の窓まどに手をかけた。

　その姿を見るアリスの顔に、皮肉な笑みが刻きざまれる。

「奥おくの手は最後に使うものじゃないの？」

「先に奇襲をかけて、戦列が乱みだれたところを叩たたくのが常じよう道どうだよ」

　クロウもにやりと笑みを浮うかべると、さっと窓まどの外に身を躍おどらせた。そのまま能のう力りよくを発動し、ビルの壁へき面めんに着地する。

　壁かべを歩き、窓から二階の様子を探さぐる。

　部屋の中で階段めがけ銃じゆうを構かまえる集団を発見。素す直なおに階段から行けば派は手でな銃じゆう撃げき戦せんになるところだった。

　通信機を使いアリスに場所を報ほう告こくし、次いでソフィアにチャンネルを切り替かえる。

「ソフィアちゃん。ここから視し覚かくをとれる？」

「もうちょっと、奥おく……あ！　一人とれた！」

　数秒後には屋内の人間すべてと視覚共有が完かん了りようする。

「全部で五人ね」

「五人か……ありがとう」

　クロウは軽く深しん呼こ吸きゆうをし、集中力を高める。

（三、二、一）

「ＧＯ」

　合図を送るとともにクロウは軽くジャンプ。重力に引かれるがまま真横に落下。両足で窓ガラスを踏ふみ割わり、内部へと侵しん入にゆうした。

「！」

　内部にいた男たちがガラスが割れる音で一いつ斉せいに振ふり向く。

　直後に床ゆかが爆ばく発はつ。砕くだけた床ゆか材ざいが四散し、舞まい上がった粉ふん塵じんが視し界かいを覆おおう。

「うわっ！」

「なんだなんだ!?」

「いいから撃うて！　侵しん入にゆう者しやだ！」

　突とつ然ぜんのアクシデントに驚おどろく男たちは、手にした銃じゆうを粉塵の向こうへと向け、むやみやたらに撃ちまくる。

　ばら撒まかれた弾丸は、しかしクロウには掠かすりもしない。

　クロウは窓から侵入した直後に重力の向きをかえ、天てん井じように着地していた。床の爆発はその動きを隠かくすためのものだ。

　クロウは天井で膝しつ射しや体たい勢せいをとる。薄うすれつつある粉塵の向こう側へと照しよう準じゆん、発はつ砲ぽう。

　落ち着いて、しっかりと狙ねらった弾は確かく実じつに男たちの肩かたや太ももを撃ち抜ぬいていった。

「よし！」

　クロウは天井から床に移い動どうすると、激げき痛つうにうめく男たちを拘こう束そくしていく。

「アリス、こっちは終わったよ」

「あら、残念。私の出番はなかったのね」

　返ってきた皮肉に、クロウは苦笑いを浮かべた。

　クロウが床ゆかの大おお穴あなから覗のぞき込こむと、やはりと言うべきか、皮肉に微笑ほほえむアリスと目があった。その隣となりには耳を押おさえるナジャの姿すがたがある。

　クロウの突とつ入にゆうの合図に合わせ、アリスが一階の天てん井じよう、つまり二階の床を粉ふん砕さいしたのだ。

「じゃ、こっちつかまって」

　クロウが穴の下に手を伸のばす。そこに向けてアリスがジャンプ。同時に足の下で小型の爆ばく発はつを起こし、飛ひ距きよ離りを延のばす。

　アリスがクロウの手を取ったところを確かく認にんすると、アリスの足をナジャが摑つかむ。

「いくよ」

「うん」

　クロウが能のう力りよくを発動。途と端たんにクロウの両りよう腕うでにかかる体重が消失。

　アリスとナジャが逆転した重力に引かれ、真上に落下する。

　さらにクロウが重力ベクトルを微び細さいに変動させることで、二人は扇おうぎ状じようの軌き道どうをとり二階の床へと投げ出された。

　本来クロウの能力は自分を中心に発動する。そのため、触ふれたもののみを能力下に置くことはできない。必ず自分も一いつ緒しよに影えい響きようを受ける。

　今のようにアリスたちだけに影響を与あたえるためには、自分にかかる能力を打ち消す必要がある。

　つまり、今クロウは無む意い識しき下で反はん転てん能のう力りよくを使っていた。

　そのことにアリスは気が付いていたが、何も言わない。

「うっぷ……気持ち悪い」

　正せい確かくには言えなかった。

　重力の方向が目まぐるしく変化したために、三さん半はん規き管かんが滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき乱みだされていた。要するに激はげしい乗り物もの酔よいだ。

「えーっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　普ふ段だんから上下が逆転する現げん象しように慣なれきっているクロウにはわからない苦しみだ。

　しばらく様子を見ていると、部屋の外からバタバタとした足音が聞こえてくる。

「新手か」

　クロウは留とめ金がねから手しゆ榴りゆう弾だんを一つ抜ぬくと、部屋の外に向けて投とう擲てき。

　爆音と悲鳴が聞こえてくる。

「もう少し休む？」

　弾だん倉そうに銃じゆう弾だんを再さい装そう塡てんしながらクロウが聞いた。

　今の酔いのこともあるが、アリスは突入直後から能力を使い続けている。その疲ひ労ろうを考えれば、ここで小休止をとるのも一つの手だ。

「大丈夫よ。先を急ぎましょ」

　青い顔のまま、それでも気き丈じようにアリスが答える。

「そう。それなら次にいこうか」

　ハヤがスハイムの元に戻もどった以上、再さい度ど洗せん脳のうされる可か能のう性せいは大きい。スハイムの呪じゆ縛ばくを断たつためにも、なるべく短期決戦に持ち込こみたいところだ。

　クロウはアリスのことを心配しつつも、先を急ぐことにした。




「まだ終わらんのかッ！　一体何をしてるんだッ！」

　スチール製せいの机つくえを叩たたきながら、男ががなりたてた。彼はベリス社のボス。事実上のトップだ。

　ボスの叱しつ責せきをうけ、部下達が恐きよう縮しゆくし、ほとんどうわ言としか思えないような言い訳わけを募つのらせていく。

　階下からはいまだ断だん続ぞく的てきに爆ばく裂れつ音おんと銃じゆう声せいが聞こえてくる。小さいながらもマフィアの一角に入る組そ織しきのボスとしては、この状じよう況きようは受け入れがたいものだ。

　ハンターの強きよう制せい捜そう査さにあったというだけで大問題。その上騒さわぎが大きくなる前にハンターを皆みな殺ごろしにし、事実を隠いん蔽ぺいできないとなれば、今後の組織運うん営えい、ひいては彼自身の面子めんつにもかかわってくる。

　その焦しよう燥そう感かんから激げき怒どし、わめき散らすボスをみて、マシューは皮肉げに微笑ほほえんでいた。

　居い並ならぶスーツ姿すがたの中で、彼一人だけが夜のハワイアンビーチの情景を描えがいたアロハシャツを着ているため、嫌いやでも目立つ。

「貴き様さまッ！　何を笑っているッ！　大体、貴様がハンターが動くわけがないとぬかすから、こんな状態になったんだッ！　どう責任をとるつもりだッ！」

　ついにボスの怒いかりがボディーガードのマシューにまで飛び火する。それでもマシューは皮肉な笑みを消さず、むしろ冷笑の成せい分ぶんを加えた。

「普ふ通つうのハンターならば、こんな無茶なマネはしませんよ。そもそも相手は名前さえ聞いたことのないような弱小の個こ人じん事じ務む所しよ。この時期に強制捜査を行うなど、正気の沙さ汰たではないですよ。本物の命知らずか、世間知らずのバカでしょう」

「その世間知らずのバカどもに、なぜ勝てん！　なぜ好き勝手暴あばれさせているッ！　このままでは俺の面子めんつがたたんだろッ！」

　マシューの冷静な、それでいて相手をコケにしたような言い方が、ボスの怒りに油を注いでいた。ボスはさらに罵ば倒とうするような文言をマシューに浴あびせかける。

　心の中でマシューが嘆たん息そくする。

　ベリス社は今でこそ闇やみ社しや会かいの末まつ端たん組そ織しきとして機き能のうしているが、数年前まではチンピラの集しゆう団だんだった。それはこのボスも、数年前までは一いつ介かいのチンピラに過すぎなかったことを示しめしている。

　所しよ詮せん元チンピラではこの程てい度ど。大手組織のボスと比べれば、底の浅さがどうしても目につく。大金をつまれ雇やとわれたはいいが、ここらが潮しお時どきかもしれない、とマシューは考えていた。

　突とつ然ぜん、部屋の扉とびらが勢いきおいよく開き、部下の一人が転がり込こんでくる。部屋にいる全員の視し線せんが入ってきた男に注がれる。

「何だ!?　どうしたッ！」

「ボ、ボス、裏うらから、新あら手てが……」

　息も絶たえ絶えといった感じで男が答える。その内容に部屋中に驚おどろきの声が溢あふれる。

　マシューはおおよそ新手の正体に察しがついた。少人数の個こ人じん事じ務む所しよに、応おう援えんがくる可か能のう性せいは低い。それよりもこの機に便びん乗じようしてくる第だい三さん勢せい力りよくの方が可能性として高い。だとすれば相手は決まっている。

「アディントン商会、でしょうね」

「何ッ！」

　怒いかりに顔を歪ゆがめながら、ボスが叫さけぶ。

　こういう時ぐらいは落ち着いた対たい応おうをしてほしいものだと、マシューは思うが、口には出さない。ただ笑みを深めるだけだ。

「さてボス。一ついいですか？」

「何だ？　こんな時に……」

　ボスの言葉を無視して、マシューはタバコを取り出しボスに勧すすめた。

「とりあえず一いつ服ぷくして落ち着いてからですね……」

　マシューはボスにタバコを咥くわえさせると、ごく自然な動きでナイフを引き抜ぬく。

　そのままナイフを真横に一いつ閃せん。ボスの首くび筋すじを綺き麗れいに切り裂さいた。

「……邪じや魔まにならないように死んでくださいね♪」

　ボスの首から大量の血が噴ふき出し、マシューの青いアロハシャツを赤く染そめ上げる。

「Good buy whiner.」

　マシューの凶きよう行こうを男たちはただ見ているしかできなかった。あまりに自然な動きのため、誰だれも制せい止しできなかった。

「さて、無む能のうな指し揮き官かんがいなくなったわけだし、ここからは好きにやらせてもらおうかな♪」

　狂きよう人じんの笑みを浮うかべるマシューに、居い並ならぶマフィアがゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　その中から一人がマシューへと食ってかかった。

「おい！　お前、自分が何をしたか……」

　最後までしゃべることもできず、男の首が宙ちゆうを舞まった。断だん面めんから勢いよく血ち潮しおが噴き出し、部屋中を赤く染めていく。

「さて、他に言いたいことのある奴やつはいるかい？」

　この場に、マシューに対し何か言おうとする人間は誰もいなかった。何か言えばその瞬しゆん間かん殺されるのが理り解かいできていた。

　そんな一同を見回し、マシューは笑みを深める。

「よろしい。じゃ、まずはどっちから始末しようかな♪」

　ハンターとアディントン、厄やつ介かいなのはどちらだろうか。

　やはりハンターだろう。発はつ火か能のう力りよく者しやの存そん在ざいを考えれば、優ゆう先せん的てきに潰つぶしておいた方がいい。

　マシューが次々と指し示じを飛ばし、それにしたがって男たちが迅じん速そくに動き出す。恐きよう怖ふに支し配はいされた人間は実によく動く。

　その様子を見ながら、マシューは笑いをかみ殺していた。すでに彼は完全に理り解かいしている。

　今いま更さらこんなことをしても無む駄だだ。ハンターだけなら対たい処しよは可か能のうかもしれないが、アディントンが便びん乗じようしてきた時点で詰つんでいる。

　この組そ織しきはもう終わりだ。

「いいねぇ。この破は滅めつ感かん♪　……最高だ♪」

　マシューの高笑いだけが室内に響ひびく。




　三階には誰だれもいなかった。待ち伏ぶせを予想していた身としては、拍ひよう子し抜ぬけもいいところだ。

　ベリス社は小しよう規き模ぼ組そ織しきであるが、それにしてもこの数の少なさは異い常じようだ。

「ソフィ、敵てきがいないんだけど、どういうことか分からない？」

「みんなが入ってすぐに裏うら手てから銃じゆう声せいが聞こえたけど」

　ソフィアの報ほう告こくはオープンチャンネルだったためにクロウとナジャにも聞こえた。

「第だい三さん勢せい力りよくか？」

　クロウは真っ先にアディントン商会の存在が思い浮うかんだ。

　同時に、警けい察さつや他のハンターズオフィスの可か能のう性せいもある。銃じゆう声せいが聞こえれば善ぜん意いの誰だれかが通報していてもおかしくない。他事じ務む所しよも高こう額がくの賞金首がいると聞けば、勝手に参戦する可能性は大いにある。

　場合によってはベリス社に恨うらみがある、もしくはベリス社の持つ利り権けんを狙ねらった別組織の可能性だってある。

　そう考えると、今裏うら口ぐちにいる勢力も敵か味方かわからない。最悪三みつ巴どもえの戦いになるかもしれない。

「相手が誰かなんて関係ないわ」

　まるでクロウの考えを読んでいたかのように、アリスが切って捨すてる。

「ベリスの人数が減へって、やりやすくなったことに変わりはないわ。後は早いうちに賞金首をすべて逮たい捕ほすればいいだけの話よ」

　アリスの言葉に、クロウも頷うなずく。

　未いまだ姿すがたを見せないマシューやスハイムのことを考えると、ここは力を温おん存ぞんしたい。

「そうだね。じゃあ、一気に制せい圧あつしてしまおう」

　三階の全部屋を確かく認にんしたのちに、クロウたち三人は四階へと駆かけ上がった。

　先頭をクロウが行き、踊おどり場の安全を確かく認にん。そのまま階段の出口から飛び出し、銃じゆうを構かまえて止まる。反対側にアリスとナジャが飛び出し、死角をカバーする。

　アリスの拡かく大だい能のう力りよくを使えばこんなことしなくても済すむのだが、体力の消しよう耗もうが激はげしいため長時間使い続けるわけにはいかない。

　一通りの安全を確保したところで、階段の斜ななめ前ぜん方ぽうにある中ちゆう央おう廊ろう下かへと三人が向かった。

　先頭は近きん距きよ離り戦せんの要かなめとなるナジャ、中央にメイン火力のアリス、サポートと奇き襲しゆうに長たけたクロウが最さい後こう尾びになる。状じよう況きようや地形によって隊たい列れつを組み直さないと、クロウたちは力を存ぞん分ぶんに発はつ揮きできない。

　三人が廊下に出ると、そこには一人の男が立っていた。

　アラブ系けいを思わせる真っ白な民みん族ぞく衣い装しようを着た男。張はり付いた酷こく薄はくな笑みに見覚えはないが、その背せ格かつ好こうから相手が誰であるか容よう易いに想そう像ぞうがついた。

「スハイム・ハラフ・アスィールだな」

　クロウの呼よびかけに、スハイムは口の端はしを釣つり上げた。

「うちのハヤが世話になったようだな」

　ハヤとは違ちがい、流りゆう暢ちような英語が返ってきた。

「おかげで高たか値ねで売れたぜ。やっぱある程てい度ど肉付きがよくねぇと、ダメなんだな。勉強になったぜ」

　スハイムが組んでいた両りよう腕うでを大きく広げる。その袖そで口ぐちがザワザワと揺ゆらめいていた。

「こいつはその礼だ。受け取りな！」

　広げた両腕の袖から、黒くろ雲くもが噴ふき出す。

　雲に思えたそれは大量の蜂はちだった。危き険けんを示しめす腹ふく部ぶの縞しま模も様よう。ミツバチ特有のふさふさした毛にくるまれた小こ柄がらな体。威い嚇かく的てきな羽音が本ほん能のう的な恐きよう怖ふを呼び起こす。

　改めて思い出す必要さえない。アフリカナイズドミツバチ、通つう称しようキラービーの群むれだ。

　廊下を満たす勢いきおいで放たれた蜂の群れは、しかし真しん紅くの炎ほのおに巻まかれ、刹せつ那なの間に灰はいとなった。

「アンタ……自分の妹を、家か畜ちくか何かみたいに言って……！」

　先ほどのスハイムの言葉に、すでにアリスの怒いかりが頂ちよう点てんに達していた。あまりの怒りのために顔が紅こう潮ちようし、髪かみの毛の根元が逆さか立だっている。

　怒りに燃もえるアリスとは対照的に、スハイムは極めて冷れい淡たんな笑みを浮うかべていた。

「家畜とは心外だな。愛すべき商売道具だよ」

「貴き様さまッ！」

　スハイムの言葉に、アリスが完全にキレた。

　アリスの足元からガスバーナーのような青い炎が噴ふき上がる。

「うわっ！」

「熱っ！」

　その圧あつ倒とう的てき熱ねつ量りようにクロウとナジャが後あと退ずさる。

　噴ふき出した炎ほのおはアリスの両の掌てのひらへと収しゆう束そく。同時に熱量をさらに上げ、青白く輝かがやくプラズマ弾だんへとその姿すがたを変える。

「ちょっと待って、アリス。そんなもの直ちよく撃げきさせたら……」

　クロウの制せい止しを完全に無む視ししてアリスが光こう弾だんの一つを解とき放つ。

　プラズマ弾は空気さえ焼き焦こがしながら、廊ろう下かを直線で疾しつ走そう。着弾と同時にエネルギーが解かい放ほうされ、大だい爆ばく発はつを巻まき起こす。

「アリス！　スハイムを殺してどうする！」

　爆発による大音声に負けないようにクロウが叫さけぶが、それに対しアリス氷点下の眼まな差ざしを返してきた。

「殺すわけないじゃない」

　その言葉はあまりにも静かだったが、反はん面めん底知れない怒りが感じられた。

　アリスが正面へと視し線せんを戻もどす。その先には粉ふん塵じんを突つき破やぶって現あらわれた、蜂はちの群むれの姿があった。

　瞬しゆん時じに蜂を灰はいにしながら、アリスが冷れい厳げんに告げる。

「死ぬより辛つらい生を、与あたえてやるんだから」

　左手に残っていたもう一つの白熱球を発はつ射しや。

　舞まい上がっていた埃ほこりを切り裂さきながら、プラズマ弾が疾走。粉塵の向こう側でさらに爆音が鳴り響ひびき、熱風がクロウたちのところまで押おし寄よせる。

「ぐっ！」

　アリスがその場に膝ひざをついた。極度の疲ひ労ろうのため、先ほどとは打って変わって顔面が蒼そう白はくになっている。

　そのすぐ横に、クロウが駆かけ寄よった。

「無茶をしすぎだ！」

　プラズマの生成には大きな力を必要とする。それでなくても突とつ入にゆう直後からアリスは力を使い続けている。

　怒いかりに身を任まかせた結果、冷静な判はん断だんがまるでできていない。

「まったく、いっつもいっつもこれなんだから」

　怒り狂くるったアリスを止めるのが、幼おさないころからのクロウの役目だった。いつも世話を焼かれてばかりだが、こういう時にはクロウがアリスの面めん倒どうを見ないといけない。

　だからこそ、アリスもクロウのことを信しん頼らいしているわけだが。

　粉塵の向こうからは、無む傷しようのスハイムが現あらわれていた。アリスはその言葉どおり、殺すつもりはなかったようだ。

「ナジャさん、僕ら二人でやりますよ」

「おう」

　即そく座ざに二人は散さん開かい。スハイムへと向けて突とつ撃げきした。




　裏うら口ぐちのすぐ隣となりの階段では、未いまだ銃じゆう撃げき戦せんが繰くり広げられていた。

　銃撃戦とはいっても、それはあまりにも一方的な展てん開かい、虐ぎやく殺さつとも言えた。

　ティナが一人、廊ろう下かを無む防ぼう備びに歩き、両手に構かまえた二丁の自じ動どう式しき拳けん銃じゆうを発はつ砲ぽうし続ける。

　その気の抜ぬけた姿すがたとは裏うら腹はらに、銃弾はベリス側の人間の胸むねに確かく実じつに二発ずつ撃うち込まれていく。

　ティナの反はん射しや神しん経けいは素す晴ばらしく、物もの陰かげから顔を出した時点で、即そく座ざに照しよう準じゆんから発砲までをこなす。

　弾だん倉そう内ないの弾たまがなくなると、薬やく室しつに弾が残っている状じよう態たいで空から弾だん倉そうを捨すてる。同時にグリップ内に銃弾がフル装そう塡てんされた弾倉が召しよう喚かんされ、弾倉交こう換かんの時間を大おお幅はばに短たん縮しゆくしている。

　それでもわずかに隙すきは生まれるのだが、その隙をカバーするように、ティナの部下が弾だん幕まくをかぶせてくる。

　そのためティナの連れん射しやには割わり込む隙がまるでなかった。

「ハッ！　鴨かも撃うちより楽ってな、どういうことだ？」

　ベリスの人間はこの挑ちよう発はつに乗ることができない。挑発に乗ったものはすべて死ぬ。それを理り解かいできてしまうからこそ、隠かくれているしかできない。

　ティナの圧あつ倒とう的てき攻こう撃げきから身を隠すベリス側だが、そこへ別方向からの攻撃が加わる。

　影かげの中から染しみ出すように現あらわれたレインコートの怪かい人じんが、物もの陰かげに隠れたベリスの人間を次々に襲おそう。

　背はい後ごから刃は物もので心しん臓ぞうをえぐられ、喉のど笛ぶえを切り裂さかれて、断だん末まつ魔まの悲鳴すらあげられず殺されていく。

　レインコートを着たヤニクを止めようと、ベリス側が銃を向けるが、その時にはすでにヤニクの姿はない。

「クソッ！」

　男が悪あく態たいをついた瞬しゆん間かん、その頭をティナの銃弾が撃ち抜ぬいた。

「おいおい、一発ぐらい撃ち返してこいよな」

　ティナが肩かたをすくめ、バカにしたように笑う。

　笑いながらも、彼女の目は次なる獲え物ものを探し求めていた。

「これのどこが暗殺なんだか」

　少し離はなれたところに隠れていたクッカが、安全が確かく保ほされたことを確かく認にんしたのちにやってきた。

　彼女はティナの銃撃で倒たおれた男の横に座すわり込んだ。

「ちょっとティナ。こいつまだ生きてるじゃない！　生きてると記き憶おくが読みづらいって前から言ってんだろ！　ちゃんと殺せよバカ」

　クッカの言う通り、男はまだ生きていた。

　クッカは人形の中にかくしていたナイフを抜ぬき放つと、死にかけている男の喉のど元もとに深々と突つき立てた。

「死ね！　死ね！　死ね！」

　なにか恨うらみでもあるように、何度も何度も男にナイフを突き立てる。

「おいクッカ。そいつもう死んでるぞ」

「あ？　……気づかなかった」

　ようやく我われに返ったクッカが動きを止めた。一いつ瞬しゆん迷まよった後に死体の頭に手を当て、その記き憶おくを読み取っていく。

「チッ！　なんだよコイツ。胸むな糞くそ悪ィな。とりあえず死ねや！」

　よほど嫌いやなものでも見たのか、クッカが悪態をつきながらナイフを振ふり上げた。

「だから死んでるだろ？　いいからボスの居い場ば所しよ調べろよ」

「そーだった。死んでるんだった。ボスの場所は……一番上みたい」

「上か。んじゃ行くか」

　死体の山を踏ふみつけ、ティナが先に行く。
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　クロウの回し蹴げりがスハイムの側頭部を襲おそう。

　しかしスハイムは大きく後ろに跳とび、これを回かい避ひ。そこでスハイムが右みぎ腕うでを前に突つき出した。

（ヤバい！）

　クロウの顔に緊きん張ちようが走る。ここでキラービーを放たれたら、防ふせぐ手しゆ段だんがまったくない。

　その時突とつ然ぜんスハイムの横の壁かべに切れ込こみが入る。

「オラァ！」

　壁を粉ふん砕さいし、ナジャがスハイムへと襲いかかる。スハイムは即そく座ざにクロウへの攻こう撃げきを中ちゆう断だんすると、回避行動へと移うつる。

　ナジャの放った手刀がスハイムの服を切り裂さいた。

「チッ！」

　スハイムが左腕を突き出すのと同時に、ナジャも左手を前に突き出した。

　袖そで口ぐちから現あらわれた大量の蜂はちが、ナジャの広げた左手に衝しよう突とつ。片かたっ端ぱしから分ぶん解かいされていく。

　スハイムはさらに後こう退たいし、距きよ離りを開けようとする。

「なんなんだッ！　その能のう力りよくは！」

　スハイムが叫さけぶのを無む視しして、ナジャが追いかける。振ふり上げた左手がスハイムの服をかすめ過すぎ、ざっくりと三本の亀き裂れつを刻きざむ。

「俺と同じ、テレポートか？」

　服に走った亀裂から、無数の蜂が飛び出す。その蜂をナジャが両腕を振るい消し飛ばしながら回避行動に移る。

　確たしかにその光景だけを見れば、触ふれたものをテレポートしているようにも見える。

「テメェの能のう力りよくをバラすバカがいるかよ！」

　蜂の数が少なくなったと見たナジャは、残りを無む視しして一気にスハイムの元へと飛び込む。

　すでにスハイムもナジャの能力が接せつ触しよくしなければ効こう果かを発はつ揮きしないと理り解かいしているため、距離を開けるべく後へと跳ぶ。

　二人の距離が開き、スハイムが蜂の召しよう喚かん体たい勢せいへと入った。

　そこへクロウの銃じゆう撃げきが割わり込む。

　生物召喚型テレポートを使おうと、意い識しきを集中しようとしたところを狙ねらわれたため、スハイムは慌あわてて回避行動をとった。

　肩かた口ぐちを狙った弾丸は掠かすりもしない。動きの激はげしい部位を狙うのは、それほど難むずかしいのだ。

　クロウはスハイムを追い照しよう準じゆんを定めるが、その射しや線せん上じようにナジャが入ったため急きゆう遽きよ中止した。

　ナジャの貫ぬき手てがスハイムの右肩を狙う。その一撃をスハイムは跳はね上がった右みぎ肘ひじで外へと弾はじいた。

「とりあえず」

　開いたナジャの胴どう体たいへと、スハイムの左ひだり拳こぶしが叩たたき込まれる。

「触さわらなけりゃ」

　一いつ瞬しゆん動きの止まったナジャへと、スハイムのラッシュが襲おそう。

「いいんだろ！」

　とどめの回し蹴げりが側頭部をとらえ、ナジャの体が大きく吹ふき飛ばされる。吹き飛ばされたナジャはクロウにぶつかり、二人の動きが止まった。

　スハイムは対近きん接せつ能のう力りよく者しや戦せんに慣なれている。今もナジャが能のう力りよくを使えないように、まず鳩みぞ尾おちを狙ねらって集中を乱みだしていた。

「お前ら、弱すぎんぜ」

　スハイムが両りよう腕うでを大きく広げる。彼の服の裾すそが大きくはためき、その下から雲うん霞かとなったキラービーの群むれが現あらわれた。

　現れた蜂はちは主人の周囲を回り、ドームを形成。ドームの上部から鎌かま首くびをもたげる蛇なたのように、蜂の群れが急きゆう上じよう昇しよう。一いつ斉せいにクロウたちめがけ襲いかかってきた。

　クロウは上にのしかかるナジャを蹴り飛ばし、反対側へと転がる。そのまま左ひだり腰こしにある手しゆ榴りゆう弾だんへと手を伸のばす。

　すでに爆ばく風ふうで吹き飛ばすぐらいしか、蜂に対たい抗こうする手しゆ段だんがない。爆風の影えい響きようで自分にも大きなダメージがあるだろうが、死ぬよりマシだ。

　クロウが覚かく悟ごを決めたとき、別の物が蜂の群れの中へと飛び込んでいった。それは赤熱する真っ赤な球体。灼しやく熱ねつの火球に見えた。

　直後に爆発。轟ごう音おんが鳴り響ひびき、通路が不ふ吉きつな音を立て軋きしむ。

　指向性を持った爆風は、クロウたちにほとんど被ひ害がいを与あたえず、蜂の群れだけを薙なぎ払はらっていた。

　さらにその後からも続々と火球が乱みだれ飛び、次々に爆発。蜂の群れを徹てつ底てい的てきに駆く逐ちくしていく。

　火球が来た先には堂どう々どうとした立ち姿すがたのアリスがいた。

「ハァ……ハァ……」

　だが、その息いき遣づかいは荒あらく、顔色も優すぐれない。まだまだ疲ひ労ろうの色が濃こい。

　それでもその姿を見たスハイムは舌した打うちとともに後こう退たいしていった。さすがに三人を相手にするのはきついのかもしれない。

「アリス、まだ無理はしない方が」

　クロウが心配そうに駆かけ寄よるが、アリスは首を振ふって拒きよ否ひした。

「大だい丈じよう夫ぶよ。心配しないで。しばらくはサポートに徹てつするから」

「そう。それなら、まだいいけど」

　アリスのことも心配だが、クロウにとってはもっと心配なことがある。

　スハイムの能力はどう考えても暗殺向きだ。今ここで逃にがしてしまえば、次は絶ぜつ対たい安あん全ぜん圏けんから攻こう撃げきされる。そうなっては勝ち目がない。

「くれぐれも無理しないでくれよ」

　心配そうな言葉を残し、クロウはスハイムの後を追った。ナジャもまた、その後を追う。

　アリスは二人を見送りながら自じ虐ぎやく的てきに笑った。

「余よ計けいなお世話よ」

　そのままゆっくりと歩き出す。




　わずかに眉まゆをひそめつつ、スハイムが逃にげる。

　どうにも評ひよう価かに困こまる連中だ。個こ々この動きがバラバラで、本当にチームなのかと疑うたがいたくなってしまう。そのくせ、なぜか要所要所でカバーしあい、とどめがさせなくなってしまう。

（ったく。やりにくい奴やつらだ）

　銀ぎん髪ぱつは捕つかまらなければどうにかなる。そこそこ腕うでに自信があるようだったが、見たところただの喧けん嘩か殺さつ法ぽう。能のう力りよくに頼たよっただけの動きならば、大したことはない。場数ならこっちの方が上だ。

　黒髪は無む視ししても構かまわないだろう。どんな能力か知らないが、銃じゆうを使うということは戦せん闘とう型がたの能力ではない。

　問題はやはり発火能力者だ。せっかくのキラービーの群むれも、正面から使ってはすべて焼かれてしまう。

「ま、俺の勝ちに変わりはないがな」

　酷こく薄はくな笑みを浮うかべつつ、スハイムは蜂はちを大量に召しよう喚かん。テレパシーで誰だれが敵てきかを教え、けしかける。

　蜂の群れはすぐさま灰はいにされるがそれでも構わない。

　彼はマシューの策さく通どおりに、とにかく逃げつづける。




　スハイムを追って四階の大部屋の中に飛び込こんだハンター一行は、自分たちが窮きゆう地ちに陥おちいったことを一いつ瞬しゆんで悟さとった。

　部屋の広さは向かい合わせにしたオフィスデスクが四列並ならぶほど。入り口はクロウたちが入ってきたもののほか、向かい側に一つ、左側に一つの計三つ。

　向かい側には薄うすら笑いを浮かべるスハイムが立つ。その隣となりにはハヤの姿すがたがあった。突とつ然ぜんいなくなった時と同じ格かつ好こうだが、全体的に薄うす汚よごれてしまっている。

　左側のドアには銃で武ぶ装そうした黒服の男が複ふく数すう見える。

（要よう撃げき……！）

　とっさに三人は目の前のデスクの下に逃げ込む。直後に銃じゆう弾だんの嵐あらしが降ふり注いだ。

　デスクの上の花か瓶びんや書しよ類るいが吹き飛び、跳ちよう弾だんの交こう響きよう曲きよくの中、花はな吹雪ふぶきのように破は片へんが舞まう。

　考えてみれば、暗殺者であるスハイムが前面に出ていたことがおかしい。アレは自分たちを要よう撃げき地ち点てんに誘さそい込むための囮おとりだったのだ。

　クロウはようやく事じ態たいを察したが、同時に遅おそすぎたことも理り解かいした。

　壁かべやデスクの上を銃じゆう弾だんが跳はね回る騒そう音おんの中、それとは別に足音が混まじる。

　とっさにクロウはスライディングの要よう領りようで入ってきた扉とびらを蹴けり閉しめた。

「アリス！　ナジャさん！　扉を閉めて！」

　クロウの叫さけびに二人が素す早ばやく反はん応のうした。

　ナジャが手近にあったデスクや椅い子すを片かた手てで持てる程てい度どの大きさに切せつ断だんし、閉めたドアめがけ投げつける。激げき突とつ音おんが鳴り響ひびくとともに接せつ触しよく部ぶが火花を散らし、前ぜん衛えい的てきなオブジェのような形に固定された。

　アリスがその能のう力りよくを使って、衝しよう突とつと同時に溶よう接せつしたのだ。その上に次々と破は片へんが投げ込まれ、歪いびつなバリケードを形成する。

　バリケードの向こうでは扉をどうにか開けようと、殴おう打だする音が聞こえてくるが、こうなってしまってはどうにもできないだろう。

　自分たちで退たい路ろを断たってしまったのは痛いたいが、こうしなければ三方向からの同どう時じ攻こう撃げきであっという間にやられていただろう。

『ハヤ、あいつらを殺せ』

　わずかに疲ひ労ろうの色が浮かぶスハイムの口から、アラビア語で指し示じが飛ぶ。

『でも……』

　クロウたちの視し界かいには映うつらないが、ハヤは泣き出しそうな顔で首を横に振ふっていた。その顔に、スハイムの平手が飛ぶ。

『いつから俺に歯向かえるようになった。殺れといわれたら殺れ』

　何かを打つような音とハヤの悲鳴に、アリスの眉まゆが跳はね上がった。

「あの、下げ衆す野や郎ろう……」

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで立ち上がろうとするアリスを、クロウは必死で止めた。すでに彼女の回りに火の玉が生まれ、肩かたを押おさえるクロウの手がチリチリと痛いたむ。

　この手を離はなした瞬しゆん間かん蜂はちの巣にされることを、アリスは失念している。

「落ち着け、アリス。今は耐たえて。さっきと同じ失敗をしてどうするんだ」

　アリスはなんとか思いとどまってくれたようだが、その表情が決して冷静でないことを物語っている。

　クロウにもアリスの気持ちは痛い程ほどよく分かる。単たん純じゆんに怒おこっていいのなら、間ま違ちがいなく激げき怒どしているだろう。だが、今はその時ではない。

　自分が窮きゆう地ちに陥おちいれば陥るほど、クロウの頭は冷たく冴さえていく。

　氷点下にまで落ち込んだ頭ず脳のうをフル回転させ、打だ開かい策さくを模も索さくするクロウの視し界かいの隅すみに、黒い点が横切る。

「チッ！」

　素す早ばやく体を半回転させたクロウは、黒い点を踏ふみつけた。確かく認にんしてみるまでもない。蟻ありだ。

　先ほどのスハイムの言葉の意味がクロウにも理り解かいできた。

　スハイムはハヤに能のう力りよく行こう使しを強要し、ハヤはそれに抵てい抗こうできなかったのだ。

　耳をすませば銃じゆう撃げきの音に混まじって、蜂はちの羽は音おとまでしている。

「ソフィアちゃん、アリスにできるだけ詳くわしく蜂と蟻の場所を教えてあげて」

「ちょっと難むずかしいわね」

　通信機の向こうから困こまったような声が返ってきたが無む視し。ついでにクロウは内ポケットから折りたたみ式の手て鏡かがみを取り出し、アリスの方へと投げてよこす。

「それ使って。拡かく大だい能のう力りよくはなるべく使わないでよ」

「……フン！」

　機き嫌げんが悪いためアリスは鼻を鳴らすだけで、まともに返事をしない。それでも鏡はちゃんと受け取った。

　直上から襲おそいかかってきた蜂を業ごう火かが灰はいに変え、生まれた間かん隙げきにアリスが鏡を使って敵てきの位置を確かく認にんしていく。

　目もく視し情じよう報ほうにソフィアからの報ほう告こくを加え、大まかな場所へと火球を発はつ射しや。爆ばく発はつさせることで近辺をなぎ払はらっていく。

　クロウもアリスの爆撃の間かん隔かくに合わせるようにして回かい転てん式しき拳けん銃じゆうで応おう射しや。黒服の動きを牽けん制せいする。

　飛び道具を持たないナジャはアリスとソフィアの監かん視し網もうを抜ぬけてくる蟻を叩たたき潰つぶすしかできない。

　どうにか一時的な均きん衡こうを保たもつことには成せい功こうしたが、持じ久きゆう戦せんになっては圧あつ倒とう的てきに不ふ利りだ。アリスの体力は限げん界かいが近い。弾だん丸がんも無む限げんではない。

　懸けん命めいに応おう射しやしながらも、クロウはどうするべきかを考え続けていた。




　ハヤはただ足元を見つめつづける。

　兄が呼よび出す蜂の羽音も、飛び交う銃弾の音も、室内にこだまする爆音も、どれ一つとっても彼女の関心を引かない。

　本当は殺したくなどない。特に友達になってくれたアリスを殺したくない。

　その思いはあったが、長年に渡わたり兄から受けた暴ぼう力りよくの数々が、ハヤから『兄に逆さからう』という選せん択たくを奪うばっていた。

　すでにハヤが支し配はいしている蟻の数は、働き蟻と兵へい隊たい蟻ありを合わせても千を切ってしまう。本来なら三万匹びきはいたはずなのだが、その大部分を地下で三人と戦った際さいに失っていた。

　呼び出した蟻にテレパシーを使って別々の命令を与え、友人を襲わせる。ハヤにとって、それはただの作業だ。

（裏うら切ぎられたんだから、殺すしかないの）

　自分自身にそう言い聞かせ、ハヤは黙もく々もくと作業をこなす。

　そこに意い志しなどない。




　クロウは応おう射しやしながらも必死で策さくを考えていた。しかしどれも運に頼たよりすぎていたり、詰つめが甘あますぎたりで役に立ちそうにない。

　すべてが丸く収おさまる最良の選せん択たくが思い浮うかばない。どこかにあるはずなのに、それが分からない。

　こうしている間にも状じよう況きようは悪化の一いつ途とをたどっていく。ここで考えているだけでは、何もせずに死ぬことになる。

（諦あきらめるしか、ないのか）

　そう思ったときに、クロウの中に一つの道みち筋すじが見えた。

　空になった弾だん倉そうを交こう換かんしつつ、クロウはゆっくりと深しん呼こ吸きゆうした。

「ハヤ！　こんなことはもう止めるんだ！」

　爆ばく音おんや撃げき発はつ音おんに負けないよう、クロウが叫さけんだ。

「今ならまだ間に合う。そんな男は見み限かぎって、こっちにおいで」

　クロウの位置からはハヤの顔までは見えない。それでも、壁かべを這はう蟻ありの一匹ぴきがその動きを止めたことで、ハヤが今迷まよっていることが見て取れた。

　さらに畳たたみ掛かけるようにクロウが言葉をつなぐ。

「今なら、君を普ふ通つうの暮くらしに戻もどすことだってできる。だからこっちにおいで、ハヤ。誰だれからの暴ぼう力りよくにも晒さらされない、平へい穏おんな生活を保ほ証しようするよ」

　ハヤは無言。

　逆ぎやくにクロウの言葉に反応したのはスハイムだった。

「黙だまれ蛆うじ虫むし。テメェはさっさと死ね」

　爆音の間かん隙げきを縫ぬうように聞こえてきたスハイムの声は、低く落ち着いていた。

　同時に大量の蜂はちが呼び出され、押おし包むようにクロウの方へと突とつ進しんしてくる。

　すかさずアリスが火球を打ち出し、これを迎げい撃げき。爆ばく炎えんと轟ごう音おんが広がり殺人蜂の群むれが微み塵じんに散る。

　上に出すぎたアリスの頭を引っ込めながら、クロウがもう一度声を張はり上げた。

「スハイム！　お前がやっているのはただの自じ己こ満まん足ぞくだ。そんなに妹に捨すてられるのが怖こわいか！」

　その挑ちよう発はつに、スハイムの表情が初めて変わった。今までの薄うすら笑いから、能のう面めんのような無表情へと変化する。

「何ィ？」

　スハイムが今までとは比ひ較かくにならないほどの量の蜂はちの大たい群ぐんを呼よび出した。元がテレポーターであるスハイムは、テレパスのハヤよりも召しよう喚かん可か能のうな量が桁けた違ちがいに多い。

　その圧あつ倒とう的てきな量を、アリスが慌あわてて攻こう撃げきし、なんとか食い止めていた。

「ちょっと、クロウ！　何言ったの？　スハイムがとんでもなく怒おこってるんだけど」

　通信機からソフィアの慌てた声が聞こえてくる。隣となりを見ればアリスとナジャが驚おどろいたような顔でクロウを見ていた。

　どうやらガラにもない強気な発言だったようだ。だが、そんなことはどうでもいい。

「そうだろう？　ハヤが力を持てば今までのような上下関係がなくなる。その時、お前は妹に頼たよられるような存そん在ざいか？」

　自分自身の言葉がクロウの心をえぐる。血を吐はきそうなほど苦しいが、それでも糾きゆう弾だんの手は緩ゆるめない。

「お前には何もない。だから暴ぼう力りよくで押おさえつけるしかできなかったんだ。違ちがうか！」

　スハイムの行動のすべては、妹への嫉しつ妬との裏うら返がえしだ。

　自分自身の本ほん性しようを指し摘てきされ、激げき怒どしない人間などいない。それはスハイムとて同じことだ。

「いいから……」

　スハイムの純じゆん白ぱくの服がはためく。

「死ね！」

　全身から染しみ出すようにしてキラービーの群むれが大量に呼び出された。それをどうにか抑おさえ込こもうと、アリスの火球が乱みだれ飛ぶ。

「ナジャさん、左側の入り口の連中、どうにかできませんか？」

　急に話を振ふられたナジャは驚いたようにクロウの方へと振ふり返った。

「今のままじゃ、うるさくてハヤを説得できない」

「しゃーねーな。任まかせとけ」

　ナジャもアリスやクロウほどではないだろうが、ハヤのことを気にかけている。クロウがどうにかするというのなら、それに協力しないはずがない。

　ナジャは近くにあった椅い子すや机つくえを適てき当とうな大きさに切せつ断だんすると、それを思いっきり投げつけた。

　いきなりの投とう擲てき攻こう撃いに、黒服たちが慌てたように顔を引っ込こめる。

「アリスも、できれば爆ばく発はつはさせずに、蜂を焼き殺してくれないかな？」

「そっちの方が疲つかれるんだけど……仕方ないわね」

　アリスは青い顔のまま強引に笑みを浮うかべると、ナジャが作った銃じゆう弾だんの切れ目を利用し立ち上がる。そのまま狙ねらいを定めて能のう力りよくを全開発動。

　紅ぐ蓮れんの猛もう火かが出しゆつ現げんし、眼がん前ぜんを覆おおう勢いだった蜂の群れが綺き麗れいに消失した。

「ハヤ、君のお兄さんは所しよ詮せんその程てい度どなんだ。そんな奴やつに従したがう理由なんてない」

　クロウの言葉に、ハヤがはじめて迷まようような表情になった。

「寂さびしいのなら、僕らのところへおいで。僕もアリスも、ナジャさんやソフィアちゃんだって、君のことを歓かん迎げいするよ」

「でも……」

　なぜかハヤは逡しゆん巡じゆんする。

「でも、みんな、私のこと、信用してない」

「信用？　なぜ？」

　ハヤがあまりにも不ふ可か思し議ぎな事を言うために、ついクロウは声をあげてしまった。

　ここで下へ手たなことを言えば、ハヤが黙だまり込んでしまうのは目に見えている。

「僕らがハヤを信用しないわけないじゃないか。それに、アリスとは友達になったんじゃないのかい？」

　クロウの揺ゆさぶりに、ハヤは混こん乱らんしたように頭を抱かかえた。

　彼女の頭の中ではクロウ、アリス、ソフィア、そしてスハイムの言葉が渦うず巻まき、混こん沌とんとした様相を呈ていしている。

「でも、でもでもでも、だって……私、みんなの事何も知らない……名前だって」

「名前？」

　クロウとアリスはお互たがいの顔をまじまじと見つめ合った。たしか、アリスの名前があだ名だということは伝えたはずだ。

「名前って……僕らの名前は伝えたはずだけど？」

　何か、どこかに勘かん違ちがいがあるはずだ。それが分からないと、ハヤを止めることができない。

「クロウの名前、本名じゃないって……」

　ハヤの言葉に怒いかりに燃もえるスハイムの瞳ひとみが、勝ち誇ほこったように歪ゆがむ。

「そうだハヤ、あいつはお前を裏うら切ぎったんだ。だから……」

　言葉を最後まで発することなく、スハイムが横に跳とぶ。その顔を掠かすめるようにして椅い子すの残ざん骸がいが飛びすぎて行った。

　ナジャの投とう擲てきを避よけたスハイムを、アリスの猛もう火かが追つい撃げきする。クロウの説得を、二人は全力でサポートする。

「何を言っているんだい？　僕の名は確たしかにクロウだよ」

　クロウの言葉に反はん応のうするように、ハヤが顔をあげた。その表情はひどく混乱しているようだ。

「でも……だって、名前、検けん索さくしても出ないって」

　その言葉に、クロウはすぐさま事じ態たいを理り解かいした。

「検索って、もしかしてＣで検索したんじゃないのかい？　僕は日につ系けい人じんだから、イニシャルはＫなんだよ」

　その真っ黒な髪かみと瞳ひとみ、そしてクロウという名のせいでカラスｃｒｏｗ呼よばわりされているが、実じつ際さいに登録されている名前はｋｕｒｏｕが正しい。そのことがこの勘かん違ちがいを生んだことは確たしかだ。

「ウソ……」

　ポツリとハヤがつぶやく。その瞳は驚おどろきに大きく見開かれている。

　蟻ありの動きが、完全に止まった。




「おいおい。Ｋ表記だなんて驚きだな。そっちは調べなかったのか？」

　銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げる部下たちの後ろで、ニヤニヤ笑いを浮うかべながら、マシューは隣となりに控ひかえる副官に話しかけた。

　副官は神しん妙みような面おも持もちで首を横に振ふった。

「いえ、私もてっきりＣだとばかり思っていましたので」

　男はすぐさまタブレット型がたの携けい帯たい端たん末まつを取り出し、検けん索さくをかけ始める。

「どうかな。日系人なら、もしかすると漢字が使われているかもしれない。そうなると、どうしようもないんじゃないか？」

「はぁ。そうですね」

　副官の男が困こまったようにつぶやきながら、それでも念のために検索を続ける。

　その手が不意に動きを止める。

「ん？」

　副官の異い変へんに気づいたマシューが視し線せんを上げた。

　副官は後ろから羽は交がい締じめにされ、喉のど笛ぶえを切り裂さかれ絶ぜつ命めいしていた。その後ろにはレインコートを着た死神の氷ひよう点てん下かの瞳があった。

「ベリスは壊かい滅めつする。生き残りは存そん在ざいしない」

　淡たん々たんと決けつ定てい事じ項こうを語った死神を、マシューの刃やいばが切り裂さいた。戦せん闘とうのプロであるマシューは、しゃべる余よ裕ゆうなど与あたえない。

　どさりと音をたてて死体が転がる。その死体はマシューの副官だった。

　ふわりと着地した死神が、そのまま影かげの中に溶とけ込むように消える。

「アディントンの殺し屋か？　地味な挨あい拶さつをありがとう♪」

　挑ちよう発はつしつつ、マシューは周囲を確かく認にんした。

　部下の数が激げき減げんしている。過か去こ、これほどの接せつ近きんを許ゆるし、その上その存在を感知できなかった相手はいない。

　レインコートの怪かい人じんが相当な手て練だれ、それも暗殺に特化していることが容よう易いに知れる。

「さすがはプロだね♪　素す晴ばららしいやり口だ！　是ぜ非ひ名前を聞かせてもらいたいところだ」

　素す早ばやくマシューが体を反転させる。直後に今まで彼がいた空間を白はく刃じんが通り過すぎる。

　マシューの刃が大きく旋せん回かい、怪人を狙ねらうが、その一いち撃げきは空くうを切った。

「教えちゃくれないか。残念♪　……なら死ね！」

　マシューが振ふり向きざまにナイフを一いつ閃せん。激はげしい金きん属ぞく音おんが鳴り響ひびき、背はい後ごに現あらわれた死神のナイフを弾はじき返した。

「腕うではいいが、動きが単たん純じゆんだね♪」

　再さい度どテレポートをしようとする怪かい人じんにむかって、マシューが大だい上じよう段だんからナイフを振り下ろす。

　怪人がとっさに防ぼう御ぎよ、ぶつかり合った刃が激はげしく火花を散らす。

　すかさずマシューの能のう力りよくが発動。長大な刃が秒間数十万回という猛もう烈れつな勢いきおいで前後運動を繰くり返す。刃の接せつ触しよく面めんから火花が噴ふき出し、マシューのナイフが死神のナイフへと潜もぐり込んでいく。

　危き険けんを察知した怪人が、ナイフを体の外へと投げ飛ばす。

　その動きを利用するようにマシューの回し蹴げりが飛ぶ。必殺を期きした蹴りは、しかし怪人の後ろの壁かべに激げき突とつした。

「生き残りは存そん在ざいしない。が、私の力ではお前を殺せないようだ」

　薄うす闇やみの中に死神の声が響く。

　しばらく周囲を警けい戒かいしていたマシューだが、相手が再さい度ど姿すがたを現あらわさないことを確かく認にんし、構かまえをといた。

「逃にげた……？」

　戦う相手がいなくなったマシューの顔が、急に不ふ機き嫌げんなものに変わる。

「Shit!」

　彼は呪のろいの叫さけびをあげると、誰だれもいない空間に唾つばを吐はきかけた。




　スハイムへと業ごう火かが吹ふきつける。それを軽やかに躱かわし蜂はちを召しよう喚かんするが、それを見み越こしたように炎ほのおが吹ふき付け、蜂の群むれを灰はいにしてしまう。

　焦しよう燥そう感かんからスハイムは顔をしかめた。

　元がテレポーターであるスハイムは蜂のコントロールが下へ手ただ。せいぜい誰が敵てきで誰が味方かを教える程てい度どだ。

　せっかくのキラービーも本ほん能のうどおりの直線的軌き道どうしかとらない。そのせいでいくら召喚してもすぐ灰にされてしまう。

　それを防ふせぐために室内で挟きよう撃げきを仕し掛かけたというのに、マシューからの援えん護ごがほとんどない。これでは発火能力者が暴あばれるだけだ。

　こうなればハヤの力を頼たよりにするしかないのだが、問題のハヤが黒くろ髪かみのせいで棒ぼう立だちになってしまっている。

「おい、ハヤ！　何してやがるッ！　さっさと殺さねーかッ！」

　わかりやすく母国語を使っているのに、ハヤは反はん応のうを返さない。

　アリスからの猛もう追ついをどうにかやり過すごし、ついにスハイムはハヤのもとへとたどり着いた。

　ハヤは無む反はん応のうなまま、何かをブツブツとつぶやいている。

　スハイムはハヤの肩かたに手を回し、思いっきり揺ゆさぶった。

「おい！　聞いてるのか、ハヤ！」

　ハヤの瞳ひとみは何もとらえていない。ただ呆ぼう然ぜんとしたまま、

「殺す？」

　とだけつぶやいた。

「そうだ。殺せ」

　ようやく自分の言葉を理り解かいしたと思い、スハイムは安あん堵どした。

「殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　暗あん示じをかけるように繰くり返す。それに応おうじるように、ハヤの周囲に殺さつ人じん蟻ありの群むれが現あらわれ出す。本来単たん独どくで狩かりをするこの蟻が、徒と党とうを組んでいるだけで十分過すぎるほどの脅きよう威いだ。

「嫌いや」

　ぽつりとハヤがつぶやく。すぐにそれは絶ぜつ叫きように変わった。

「嫌ああああああああああああッ！」

　召しよう喚かんされた蟻が全方位に拡かく散さん。室内にいるすべての人間に襲おそいかかった。

　それは隣となりにいるスハイムも例外ではない。蟻はスハイムの足に取り付き、露ろ出しゆつした素す肌はだめがけて駆かけ上がっていく。

　ここに来てようやくスハイムはハヤが混こん乱らんの極きよく致ちに達している事に気がついた。

　今ハヤは暴ぼう走そうしていた。能のう力りよくの暴走ではない。精せい神しんの暴走だ。

　誰だれを信じていいか分からず、すべてのものを排はい除じよしようとしていた。蟻はその命令に忠ちゆう実じつに従したがい、兄であるスハイムさえ殺そうとしている。

「クソッ！」

　ハヤの召喚を防ふせぐため、スハイムが自分の能力を反はん転てん発はつ動どう。ハヤの力を強引に抑おさえ込こむ。

　同時に体を這はい上がってきた蟻を強きよう制せい送そう還かんする。

　元がテレポーターであるスハイムは、テレパスであるハヤの召喚能力を大きく上回る。後はわずかな痛いたみを与あたえてハヤの集中を阻そ害がいすればそれでいいはずだった。

「なッ！」

　蜂はちを呼よび出し、ハヤを刺さそうとしたスハイムの顔に、驚おどろきの表情が浮うかぶ。呼び出した蜂が、ハヤのテレパシーに影えい響きようされて、あろうことかスハイム自身を攻こう撃げきしてきた。

　ハヤの能力は蟻との親和性がもっとも高いというだけで、決して蟻専門ではない。神しん経けい構こう造ぞうの近い蜂も、蟻ほどではないにしろ操あやつれてしまう。そしてそれはスハイムの支し配はい力りよくを上回っている。

「クソッ！　クソッ！　クソッ！　どうしろってんだ！」

　襲おそいかかってきた蜂はちをスハイムは即そく座ざに反はん転てん能のう力りよくで送そう還かんする。

　ハヤを正気に戻もどしたいところだが、焦あせるスハイムはその方法を見いだせずにいる。クロウの言葉と妹の反はん抗こうが、彼から冷静さを奪うばっていた。

　スハイムの送還能力から逃のがれた蜂と蟻ありが室内に散開する。あろうことかその波は状じよう攻こう撃げきは味方であるベリスの者にまで向かう。

　ハンター一行にも攻撃の魔ま手しゆは伸のびているが、灼しやく熱ねつの炎ほのおに阻はばまれほとんど意味をなしていない。

　悲鳴を上げ、のたうち回っているのはマシューの部下ばかりだ。

「マシューの野郎も結局口だけかよッ！　何の役にもたちゃしねぇ！　これじゃ俺がバカみてぇじゃねぇか！」

　すでにマシューの部隊は暗殺者ヤニクのせいで半はん壊かい状じよう態たいに陥おちいっているが、スハイムの位置からそれはわからない。ただ、蜂と蟻に対たい処しよできず、無様にのたうっているようにしか見えない。

　スハイムの手に、小さな衝しよう撃げきが走る。同時に妹の体重が消失する。

　驚おどろいて視し線せんを戻もどしたスハイムは、足元に倒たおれるハヤの姿すがたを見た。

　脇わき腹ばらから赤黒い血が溢あふれ出し、空色のシャツを染そめ直している。確かく認にんするまでもない。脇腹を撃うたれたのだ。

　誰だれが撃ったかは分からない。おそらくは跳ちよう弾だんだろうが、狙ねらって撃ったのならば殺してやりたいところだ。

「おい、ハヤ！」

　はじめて、スハイムがハヤに対し人間らしい表情を見せた。彼は素す早ばやく妹を抱だき起こし、傷きずを確かく認にんする。

　弾丸は完全に貫かん通つうし、体内には残っていない。脇腹からの出血はひどいが、致ち命めい的てきというほどではない。

　今すぐ病院か、腕うでのいい闇やみ医い者しやにでも見せれば助かりそうだ。

「クソッｓｈｉｔ！」

　一いつ瞬しゆん迷まよったスハイムだが、すぐに部屋から飛び出していった。




「スハイムも所しよ詮せん、人の子か」

　スハイムが部屋から飛び出していく後ろ姿すがたを見ながら、クロウがつぶやいた。

　よく見れば命にかかわるような傷ではないことがわかるだろうに、そんな冷静な判はん断だんさえできなくなっている。

　口では何と言っていても、やはり妹は大切らしい。

　氷点下にまで落ち込む頭ず脳のう。その中では感情さえ凍こおりつく。

「なんか言った？」

　銃じゆう撃げきの音でよく聞こえなかったのだろう。アリスがクロウの声に反はん応のうしていた。

「いや」

　クロウは軽く首を振ふる。

「スハイムがいなくなった今がチャンスだ。一気に包ほう囲いを突とつ破ぱしよう」

　クロウの案に、アリスとナジャが賛さん意いを示しめす。

　クロウは回かい転てん式しき拳けん銃じゆうの弾だん丸がんを入れ替かえ、ついでにデスクの引き出しをあさって、使えそうなものを探さがした。とりあえずすぐに見つかった輪ゴムの束を失しつ敬けいしておく。

「アリス、僕が合図したら炎ほのおで目め隠かくしを」

「ＯＫ」

「ナジャさんはアリスのサポートを」

「おう」

「僕は仕上げをやらないと」

　言いつつ、クロウはゴムの端はしにナイフで切れ込みを入れた。

「三、二、一……ＧＯ！」

　合図とともにクロウが走り出す。直後に左側で盛せい大だいな爆ばく発はつが起き、ベリスの構こう成せい員いんを牽けん制せいする。さらにナジャが両手に持った引き出しを次々と投げつけ、逃とう走そう時じ間かんを稼かせぐ。

　その間に三人は部屋から飛び出し、スハイムの後を追った。




　薄うす闇やみの中から浮ふ遊ゆうするように、ハヤは目を覚ました。手足に力が入らず、グラグラと揺ゆれるような振しん動どうが伝わってくる。

「クソッ！　クソッ！」

　目を開けると、そこには兄スハイムの顔があった。埃ほこりとススで薄うす汚よごれたカンドーラがすぐそばにある。

　見上げた兄の顔に、在ありし日の思い出が重なる。

　食べるものもなく、行く当てもないあのころ。頼たよれるのは兄一人だった。

　あのころのやさしかった兄が、そこにいる気がした。

「兄さん」

　そう言おうとしたが、声が出てこなかった。

「クソッ！　あの野郎……絶ぜつ対たいにぶっ殺してやる」

　スハイムの言葉はハヤには届とどかない。

　ただ、やさしげに微笑ほほえむ顔が見える気がした。

（今の兄さんとなら、うまくやれる。だって、あのころと同じ……）

　ハヤはそっとスハイムの服の裾すそをつかむ。一いち縷るの望みをそこにつなぐように。

　それが幻げん覚かくだとは知らずに。




　ハンターたちが包囲を突とつ破ぱし、逃にげ出していくのをベリスの兵隊が追いかけ出す。

　そこへ、放物線を描えがいて何かが飛んでくる。

　ガツンと音を立てて落ちたそれは、どう見ても手しゆ榴りゆう弾だんだった。

「……！」

　慌あわてた男たちが大急ぎで物もの陰かげに隠かくれる。が、いつまで経たっても手榴弾は爆ばく発はつしなかった。

　辺りに静せい寂じやくが落ちる。

　あまりに長時間爆発しないため、黒服たちがそっと頭だけを出して確かく認にんした。手榴弾のレバーには何重にも輪ゴムが巻まかれ、爆発しないようにされていた。

「チッ！　ただの脅おどしかよ」

　時間にして数秒ほどだが、まんまとしてやられた。慌てた様子で男たちが走り出す。

「ちょっと待ちなよ」

　最さい後こう尾びにいたマシューが、部下たちを呼よび止めた。部下たちは怪け訝げんそうにマシューを振ふり返る。

「なぜですか？」

「なんだ？　気づかないのかい？」

　呆あきれたようにマシューが肩かたをすくめた。

　その向こうで、バチン！　という音がする。それは手榴弾のレバーにかかっていたゴムが裂さける音だった。切れ込こみの入ったゴムが、ようやくレバーの圧あつ力りよくに屈くつしたのだ。

　素す早ばやくマシューが眼がん前ぜんの男を捕つかまえる。

　いきなり襟えり首くびをつかまれ、思考停止する男の後ろで、手榴弾が爆発した。

　爆風をもろに受けた部下たちが、木この葉はのように吹ふき飛ばされ昏こん倒とうしていく。

「ま、そんなところだとは思ったけどね♪」

　盾たてにした男を投げ捨すて、マシューが気楽に笑う。

　ハンターが使う手榴弾は、攻こう撃げき性せい手榴弾といわれる鉄てつ片ぺんを飛ばさないタイプだ。そのため盾があれば被ひ害がいを受けずに済すむ。

「あの小こ僧ぞうども、なかなかやるねぇ♪」

　マシューがどこかうれしげに微笑ほほえむ。

　彼は残った部下数人をひきつれると、追つい撃げきを再さい開かいした。




　追手に追いつかれるのは意外に早かった。

　クロウたちは通路が二ふた股またに分かれたところで左右に別れ、吹ふき荒あれる弾だん幕まくをなんとか凌しのいでいた。

　追手の数は少ない。クロウの位置から確かく認にんできるのは五人だ。それを元にソフィアが確認するが、どうやら七人しかいないようだ。

「どうしたんだろ？　あんまりにも少なすぎないかな」

　大部屋を出たときから感じていたことだが、敵てきの数が妙みように少ない。

　先ほどの手しゆ榴りゆう弾だんを使った不意打ちや、部屋の中での戦せん闘とうのことを考えても、たった七人というのはおかしい。

「けが人の応おう急きゆう手て当あてとかじゃないの？」

　ソフィアの予想にクロウは首をひねった。

「だといいんだけど……確認はできないの？」

「視し覚かくの外だし、無理ね」

　さしものＳランク能のう力りよく者しやでも、条じよう件けんがそろわなければ無力だ。

「どちらにしろ、数が少ないのならやりやすいじゃない」

　考え込こむクロウに、アリスが軽く助言を与あたえる。原げん因いんはどうあれ、状じよう況きようが好転したことは歓かん迎げいすべきだ。

「そうだね」

　頷うなずきつつ、クロウは自分の装そう備びを確認した。手榴弾は残り一つ、銃じゆう弾だんは数発しか残っていない。武ぶ器きとしては少々心こころ許もとない。

　スハイムが戦線に復ふつ帰きした場合、今度は間ま違ちがいなく正面からの戦いを挑いどんでこないだろうことは予よ測そくできる。おそらくは遠方からキラービーを操あやつってくるはずだ。

　そう考えると、今はなんとしてもスハイムに追いつかなければならない。少ない弾数から考えれば、ここは無む視ししてスハイムを追いたい。

　だがそうすると、いざスハイムに追いついたときに無む防ぼう備びな背せ中なかを追手にさらすことになる。できればここで叩たたいておきたい。

　追手の方もそのことは熟じゆく知ちしているようで、制せい圧あつ射しや撃げきを繰くり返しクロウたちが反はん撃げきできないようにしている。

　アリスが爆ばく撃げきを行ってみるが、うまく統とう制せいがとれているらしく、攻撃がまったく止まない。

　このままではマズい。

　クロウは素す早ばやく思考を巡めぐらす。現げん状じよう最大の脅きよう威いはスハイムだ。だが、いまだ姿すがたを見せないマシューも気になる。

「せめてマシューの居い場ば所しよが分かればなぁ」

　独ひとり言のようにつぶやいたのだが、それにソフィアが反はん応のうした。

「マシュー？　すぐそこにいるけど？」

「へ？」

　思わず変な声が出てしまった。

「いや、追手の後ろで指し示じをとばしてるみたいに見えたけど……言わなかった？」

「聞いてない聞いてない」

「あれ、そうだっけ？　えーっと……ゆるしてヒヤシンス」

　こんな時ぐらいは真ま面じ目めにしてほしいものだが。とりあえずクロウは何も言わないことにした。

　ソフィアのもたらした貴き重ちような情報をもとに、クロウはすぐに打だ開かい策さくを考える。マシューの居い場ば所しよが分かったため、運だよりな部分がだいぶ減へった。

　いくつかの案はあったが、実じつ現げん可か能のうなものは一つしか浮うかばなかった。あまり気乗りのしない方法ではあるが、代だい替たい案あんがない以上しかたがない。

　クロウは隣となりで頭を抱かかえるアリスに向き直った。

「アリス。悪いけど、ナジャさんと一いつ緒しよにここをどうにかしてくれないか。僕は一人でスハイムを追う」

　アリスは驚おどろき、迷まよった。

「一番危き険けんなのはスハイムの復ふつ帰きだ。それを防ふせがなければ僕らに勝機はない。だけど追手を無む視しすればスハイムと挟はさまれる。そうなればさっきの大部屋と同じことになる。それを防ぐには、二手に分かれるしかない」

　ここまで説明されれば、二手に分かれる案は最良に思える。

　だが問題はその割わり振ふり方だ。

「だったら、私がスハイムを追うわ」

　アリスの言葉を、しかしクロウは否ひ定ていした。

「アリスがいないと追っ手を潰つぶせない。それに、アリスを見たらスハイムは逃にげるよ。絶ぜつ対たいに……でも、僕なら逃げない」

　あれだけ挑ちよう発はつして怒おこらせたのだ。クロウの姿すがたを見ればスハイムは喜んで殺しに来るだろう。

　むしろ、このためにあれほど怒らせたのだ。逃げてもらっては困る。

「今のスハイムは能のう力りよくの連続使用で疲つかれている。足止めだけなら僕一人で十分さ」

「その後は？」

「アリスとナジャさんが助けにきてくれれば、問題はないだろ？」

　一いつ瞬しゆんだけ考え、アリスは了りよう解かいした。真しん剣けんな目をした幼おさななじみに、いつも窮きゆう地ちを助けられてきた経けい験けんが、彼女にクロウの案を肯こう定ていすることを決めさせた。

「分かったわ。気休めでしかないけど、これも持っていって」

　アリスは腰こしの後ろに持っていた回かい転てん式しき拳けん銃じゆうを抜ぬき、クロウへと銃じゆう把はを向ける。万一のことも考えて持っていた護ご身しん用ようの銃だ。

「ありがとう」

　礼を言いつつ、クロウは差し出された銃じゆうを手に取った。

「おい、いいのかよ!?」

　通路の向こう側で驚おどろきの声をあげるナジャを、アリスは軽く手で制せいした。

　クロウはアリスの物分かりのよさに感かん謝しやしながら、通信機の向こう側へと意い識しきを向けた。

「ソフィアちゃんも、二人のサポートに徹てつしてくれないかな。僕の方は一人で大だい丈じよう夫ぶだから」

「クロウは他人の言うことを聞かないからなぁ」

「いや、それ僕のセリフだから」

　所長の言うことをまるで聞かない所員にだけは言われたくない。

「でも、本当に大丈夫？」

「大丈夫さ。〝スタンドプレーからくるチームワーク〟ってヤツをみせてあげるよ」

「そう言われると、信用するしかないわね」

　何だかアニメ好きの心理を利用したような感じで罪ざい悪あく感かんがあるが、ここからの事を考えるとしかたがない。

　クロウは感謝の言葉だけを残すと、床ゆかに残る血けつ痕こんを追い、全力で駆かけ出した。




「行かせちまってよかったのか？」

　怪け訝げん顔がおのナジャに、アリスは苦笑した。確たしかに、クロウの性せい格かくを知らなければ、当然の反はん応のうに思える。

「大丈夫でしょ。クロウの言ったとおり、私たちが助けにいけばいいんだから」

「まぁ、そうだけどよ」

　ナジャはまだ納なつ得とくがいっていないようだ。頼たよりない兄弟の肩かたを持つためにアリスは軽く説明することにした。

「クロウって追い詰つめられないと本気になれないタイプなのよ。試し験けんの時も前日まで何もしなかったし」

　高校を卒業してまだそれほど時間もたっていないはずだが、あの時のことがずいぶんと懐なつかしく感じられる。

「あ、ごめん。そういえばアンタ、ストリートチルドレンだったわね。試験とか言っても分かんないか」

「お前……俺をバカにしてんだろ」

「緊きん張ちようをほぐしてあげてるだけよ」

　ナジャは不ふ貞て腐くされたように顔をしかめた。

「で、その高学歴の不思議の国の住人様は、この状じよう況きようをどう打開してくれるんですかね？」

「むしろハートのクイーンに思えるけど」

　ナジャの嫌いや味みにソフィアまでが乗ってくる。珍めずらしい構こう図ずにアリスは軽く吹ふき出した。今が戦せん闘とう中ちゆうだということを忘わすれてしまいそうだ。

「そうね。……三人倒たおすのに何秒必要？」

　アリスの問いにナジャは少し考えた。

　ここから走り込んで手足を切り飛ばすとすると……

「十秒、ぐらいか？」

　アリスがニヤリと笑みを浮うかべる。

「それなら三十秒作ってあげるから、アイツらの首をはねてきてくれる？　なんならクロッケーよろしく、フラミンゴのスティックで飛ばしてあげましょうか、ハリネズミさん？」

　アリスの強きよう烈れつな皮肉にナジャは苦笑いを浮かべた。ソフィア相手なら口でも勝てるが、アリスはレベルが段だん違ちがいだということを思い知らされた。

　アリスがスッと右手をかざし、五指を開いて見せる。はじめナジャにはそれが何を意味するのか分からなかったが、すぐに理り解かいできた。

　アリスは開いた五指を一本ずつ順番に折っていく。カウントをとっているのだ。

　すべての指が閉じられた刹せつ那な、制せい圧あつ射しや撃げきが生み出していた騒そう音おんが消えた。突とつ然ぜん通路を静せい寂じやくが支し配はいする。

「Let's go.Hedgehog!」

「Shut up!」

　罵ば声せいを残しつつナジャが走る。眼がん前ぜんには急に弾たまが出なくなって焦あせる男たちの姿すがた。

　弾詰まりジヤムの可か能のう性せいに気づいた一人が、弾だん丸がんを手動で排はい出しゆつし、薬やく室しつ内に次の弾を送り込んで引き金を引く。が、これもダメ。

　颶ぐ風ふうと化したナジャが、焦る男たちの前へと迫せまる。

　突つき出された銃じゆうの機関部が、腕うでが、足が、ナジャの能のう力りよくにより切せつ断だんされ宙ちゆうを舞まう。

　一いつ拍ぱく遅れて傷きず口ぐちから血が噴ふき出し、激げき痛つうに悲鳴をあげながら男たちが転げまわる。

　一いつ瞬しゆんにして五人が戦せん闘とう不ふ能のうとなっていた。

「クソがぁ！」

　残る二人のうちの一人が、銃を捨すててナイフを引き抜ぬいた。そのままナジャめがけて突きかかる。

　その男の手を、ナジャが左手で握にぎり止めた。その手の中で男の手が、握ったナイフごと原子にまで分ぶん解かいされていく。

　激痛に吠ほえたける男のこめかみに、ナジャの旋せん風ぷう脚きやくが直ちよく撃げき。一撃で昏こん倒とうさせた。

「これで六人」

　直後に通路の端はしから最後の一人が走り込こんできた。風をとらえはためく赤黒いアロハには見覚えがあった。

「ハッハァ～♪」

　走りながらマシューはナイフを抜ぬき放ち、ナジャめがけて突つっ込こんでくる。近きん接せつ戦せん闘とうに持ち込むことでアリスに能のう力りよくを使わせないようにしているのだ。

　すでに二人の間ではナイフと素す手でによる応おう酬しゆうが繰くり広げられている。

「ナジャ、そいつは任まかせたわ」

「オーライ」

　ナジャとマシューがすさまじい勢いきおいで攻こう防ぼうを展てん開かいしつつ、移い動どうしていく。それを横目で見ながら、アリスは通路の向こう側へと注意を向けた。

「で、いつまで隠かくれてるつもり？」

「なんだ、バレてたのか」

　通路の向こう側から、隠れていた女が姿すがたを現あらわす。いつか見たアディントン商会の用よう心じん棒ぼう、ティナだった。

　その隣となりには壊は滅かい的てきなファッションセンスの女がたたずむ。爪つめを嚙かみながら視し線せんが右往左往するその姿は、精せい神しん病びよう患かん者じやを思わせた。

「隠れてるつもりなら、影かげにも注意することね」

　アリスの嫌いや味みにイカれ気味の女が吹ふき出した。

「ちょっとティナ、影見えてたって。バカ丸出しじゃない」

「うっせ。おめぇの影かもしれねぇじゃねぇか」

「そんなわけないでしょ。バーカバーカ」

「バカはおめぇだ」

　自分を無む視しして言い合いを始める二人に、アリスはため息をついた。

「アンタたちがバカなのはよく分かったから、用よう件けんを教えてくれる？」

　途と端たんにクッカの目が釣つり上がる。

「あの女、ムカツク」

「ここは任せて行け、クッカ。そろそろ一人でも大だい丈じよう夫ぶだろ」

「フン」

　クッカは鼻を鳴らすと、不満げな表情のままどこかへと去って行った。

「私の話、聞いてる？　アンタたち何しにここに来たの？」

「ハッ！　大したことじゃねぇさ。ただちょっとおめぇらの手伝いをしにきただけさ」

　アリスは眉まゆをひそめた。マフィアに手助けされる理由が思いつかない。

「どういうこと？」

「だからさ、おめぇらが賞金首を殺りやすいように、雑ざ魚こどもを片付けてやってんのさ」

　アリスもおおよそのところを理解した。本当に手伝いに来たのではなく、この機に乗じてベリスを叩たたき潰つぶしにきたのだろう。まんまと利用されたわけだ。

「ソフィ、もう一度聞くけど、あのバカには賞金はかかってないの？」

　通信機の向こう側からは、ソフィアの残念そうな声が届とどいた。

「かかってないわね。まだ何もしてないか、犯はん行こうがバレてないんじゃないかしら」

「チッ！」

　ソフィアの報ほう告こくにアリスが舌した打うちした。

「それじゃ殺せないじゃない」

　クロウには殺すなといわれているが、約束したわけではない。ハンターになると決めたときから、すでに人を殺す覚かく悟ごはしているのだ。

　ただ、賞金首以外の人間を殺してしまえば、いくらハンターといえども罪つみに問われる。ティナを放っておくことはできないが、殺せないとなるとやり方を考えないといけない。

「なんだ？　せっかく助けてやろうってのに、やる気か？」

　ティナの手の中に魔ま法ほうのように銃じゆうが現あらわれる。以前から気になっていたが、もしかすると物ぶつ質しつ召しよう喚かん型がたテレポーターかもしれないとアリスは思い至いたった。

「当然でしょ。目の前に犯はん罪ざい者しやがいて、それを無む視しするハンターがいると思うの？」

　アリスの冷笑的な言い方に、ティナがにやりと好戦的な笑みをみせた。

「まぁいいや。アタシもこないだの借りを返したいと思ってたんだ」

「どういたしまして。わざわざ命を助けてあげたお礼をしてくれるなんて、思ってなかったわ」

　アリスはわざと大おお仰ぎような仕草でお辞じ儀ぎをしてみせる。その痛つう烈れつな皮肉に、さしものティナも表情を変えた。

「殺すなって言われてたが……やっぱヤメだ。殺す」

　躊ちゆう躇ちよなくティナが引き金を引く。

　それを皮切りに、二人の戦せん姫きが衝しよう突とつした。




　マシューの連れん撃げきをかいくぐりながら、ナジャが逃にげる。互たがいに当たれば決着がつく能のう力りよくではあるが、技ぎ術じゆつ力りよくの面で差がある。

「チッ！」

　鼻先をかすめるナイフを見送りながら、強引に体をひねる。その勢いきおいで左足をはね上げ、マシューのこめかみを狙ねらう。能力は使っていないが、安あん全ぜん靴ぐつを履はいているため、威い力りよくとしては充じゆう分ぶんだ。

　完全に不意をついたはずだったが、あっさりと避よけられた。

　体たい勢せいの不安定化を防ふせぐため、ナジャは軸じく足あしに力をいれ、後ろに跳とんだ。そのまま両手を地面につき側転に移い行こう。マシューとの距きよ離りを広げる。

　その動きにマシューは追つい従じゆうせず、後ろを振ふり返っていた。

「なんだ。追ってこないのか」

　極めて残念そうにマシューが肩かたをすくめた。

「ま、こっちの方が楽でいいけどね♪」

　蔑さげすむように笑うマシューに、ナジャは軽い焦しよう燥そうを覚えた。

　マシューは遠距離攻こう撃げきを持たない。反面、その近きん接せつ戦せん闘とう能のう力りよくはスハイムのそれを大きく上回る。触ふれれば倒たおせるはずだが、触れるどころか攻せめるタイミングがほとんど見み出いだせない。

「さて、お前の能力はよくわからん。が、弱点はわかっている。ナイフは消せても、衝しよう突とつエネルギーは消せないだろ？」

「なんの事だか……」

「俺のナイフを消したとき、手から出血してただろ？　それが証しよう拠こさ♪」

　完全に見み抜ぬかれていた。となれば、対たい抗こう策さくは持っていると考えるべき。

　状じよう況きようは予想以上にナジャにとって不利に傾かたむいていた。

　内心の動どう揺ようを隠かくすため、ナジャは強気に中指を突つき立てた。

「ハッ！　ちょうどいいハンデだ」

「そうこなくちゃ、面おも白しろくない！」

　マシューが歓かん喜きの笑みを浮かべながらナイフを構かまえ直す。

「ケツにキスしなKiss my ass！」

「なら、ケツをだしな。二分ぶん割かつされてるのを、八分割に変えてやるぜ」

　ナジャの返しに、目を輝かがやかせながらマシューが突つっ込こんできた。瞬しゆん間かん移い動どうでもしたかのような速さに、ナジャの顔が引きつる。

「お前みたいな口の悪い奴やつは大好きだッ！」

　神速の二連れん撃げきをギリギリのところで躱かわし、ナジャが逃にげる。それを追うようにマシューの刃やいばが走る。

「殺したくなるぜ♪」

　銀光を引きながら吹ふき荒あれる斬ざん撃げきの嵐あらしをどうにか躱しながら、ナジャは反撃のチャンスを待ち続ける。

「俺は……」

　きらめく残光を目で追い、次の軌き道どうを予想して左手で迎げい撃げきする。しかし、ナイフは流れるように軌道を変え、ナジャの能のう力りよく圏けん外がいへと逃のがれる。

　掠かすめた切っ先が防ぼう弾だん防ぼう刃じん繊せん維いのスーツを切り裂さいていく。

「テメェみたいな奴は大っ嫌きらいだ！」

　一瞬生まれた隙すきにナジャは右の貫ぬき手てを叩たたき込こむ。あっさりとマシューに避よけられるが、この機きを逃さないようにナジャは連続で攻せめつづける。

「ぶっ殺したくなるぜ！」

　ナジャの連撃をマシューが余よ裕ゆうをもって回かい避ひ。アロハシャツに触れさせることすらしない。逆ぎやくにナジャの攻撃のタイミングを見切り、ナイフを走らせる。

　首くび筋すじめがけ飛んできたマシューの刃を、ナジャは体を大きくそらせて回かい避ひ。そのまま倒とう立りつへと移行し、はね上げたつま先でマシューの顎あごを狙ねらう。

　しかし、ナジャの起き死し回かい生せいの一撃を、マシューは後ろに跳とんで回避した。

　バック転から体たい勢せいを立て直し、拳こぶしを構かまえるナジャにマシューがうれしそうに微笑ほほえんだ。

「なんだ。気が合うじゃないか♪」

「どこがだよ」

　余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさないマシューに、ナジャは強い焦しよう燥そうを感じた。




　アリスは瓦が礫れきの裏うらに隠かくれながら、ティナの動向を窺うかがっていた。すでに能力の使いすぎで体力が限げん界かいを迎むかえつつある。

　問題のティナは右手で旧きゆう式しきの自じ動どう式しき拳銃を保持し、左手で長い柄えのついた手しゆ榴りゆう弾だんを弄もてあそんでいる。

　この手榴弾のせいでアリスは窮きゆう地ちに追い込まれていた。ティナの投げる手榴弾はハンター用のものとは違ちがい、防ぼう御ぎよ手しゆ榴りゆう弾だんと呼よばれる代しろ物ものだ。高速で大量の破は片へんを広こう範はん囲いにばらまくこの手榴弾は、防御が極めて難むずかしい。

「へいへい！　さっきまでの威い勢せいはどうしたんだい？」

　笑いながら、ティナはアンダースローで手榴弾を投げつけた。放物線を描えがきながら飛来した手榴弾は、アリスの隠かくれる瓦礫のすぐそばに落ちた。

　慌あわててアリスが顔を引っ込こめる。

　その直後に爆ばく音おんが鳴り響ひびき、無数の破は片へんが壁かべや瓦礫に突つき刺ささる。

「まったく、難なん聴ちようになったらどうすんのよ」

　ボヤきつつ、アリスは手のひらに炎ほのおを生み出す。その炎をジッと見つめ、アリスは舌した打うちした。

　プラズマ弾だんを作りたかったのだが、上う手まく力を圧あつ縮しゆくできない。自分の体たい調ちようを上手く把は握あくできないほど消しよう耗もうしていることにアリスは気づいた。

「あと五、六発が限げん界かい、かな？」

　つぶやきつつ、手のひらの炎をもみ消す。

　能のう力りよく自じ体たいは気合いと根こん性じようでいくらでも使える。ただし、体力の限界を迎えれば気き絶ぜつする。そうなれば死ぬしかないだろう。

　こうなると消耗の激しい反転能力や拡かく大だい能力は使えない。特に拡大能力は基き本ほん能力の倍以上の消耗があるので、使うわけにはいかない。

　カツンという音にアリスは慌てて身を隠した。

　さしもの防ぼう弾だん防ぼう刃じん繊せん維いとはいえ、爆風の勢いで打ち出される破片を受け止められるはずがない。

「バカのくせに強いとか……不ふ条じよう理りだわ」

　サイコキネシストとテレポーターでは戦い方がまるで違ちがう。サイコキネシスは発生から消しよう滅めつまでコントロールが必要なため大きな力が必要になる。反対にテレポートは能力の発はつ現げんが一いつ瞬しゆんなため体力の消しよう費ひが少ない。

　今のような持じ久きゆう戦せんに持ち込まれてはサイコキネシストは圧あつ倒とう的てきに不ふ利りなのだ。

　アリスもそれを十分以上に理り解かいしている。だから短期決戦に持ち込みたいのだが、それができない。

　そこへ焦じれたようなティナの声が届とどいた。

「チッ！　めんどくせぇ」

　ティナが空あいた左手を真横に伸のばす。その手のひらの先の空間が歪ゆがむ。空間の歪みは形を変え、一つの巨きよ大だいな物体が呼よび出された。

　地面に根をはる重じゆう厚こうな台だい座ざ。その上には細長い筒つつ状じようの物体。

　呼び出されたのは８ア・ハ８トcm・高ア射ハ砲ト。

「あのバカ、なんてものを……！」

　もはや考えている時間はない。即そく座ざにアリスは瓦が礫れきの裏うらから飛び出し、ティナめがけて走り出した。

「待ってたぜ！」

　飛び出したアリスへとティナが銃じゆう口こうを向ける。そのまま躊ちゆう躇ちよなく発はつ砲ぽう。同時に高こう射しや砲ほうをアリスへと向ける。

　アリスは両りよう腕うでをあげて、頭をガード。姿し勢せいを低く、重心を思いっきり前へ傾かたむけて全速でジグザグに走る。

　避よけきれなかった銃じゆう弾だんがスーツにめり込こむ。高こう品ひん質しつな防ぼう弾だん繊せん維いを使ったおかげで、小しよう口こう径けいの銃弾ぐらいなら貫かん通つうはしない。その代わりにすさまじい衝しよう撃げきと激げき痛つうが走るが、完全に無む視しした。

　アリスは今怒おこっていた。激げき怒どしていると言っていい。

　ティナが今まで出してきた武ぶ器きは旧きゆう式しきの自動拳銃ワルサーＰ38、柄付きの手榴弾ポテトマツシヤー、８・８cm高射砲。

　すべてナチスが正せい式しき採さい用ようしていたものばかりだ。ユダヤ系けいのアリスにとって、それは極めて重大な意味を持つ。

　それは銃で撃たれる痛みを忘わすれさせるほどのものだった。

　アリスはある程てい度どまで近づくとジグザク走行を止め、直線で走り出す。それを見み逃のがさず、ティナが高射砲の狙ねらいを定めた。

「死にな！」

「させるかぁ！」

　アリスが二発の火球を時間差で発はつ射しや。そのうちの一発が砲ほう身しん内ない部ぶに突とつ入にゆうする。

　砲弾の炸さく裂れつのタイミングとほぼ同時にアリスの火球が爆ばく裂れつ。砲身内部の圧あつ力りよくが劇げき的てきに高まり、まるで花が咲さいたように砲身が破は裂れつした。

　アリスが二発目の火球を爆破させる。その衝しよう撃げき波はで破裂した砲身の破は片へんを迎撃、自身の身を守る。

「そうこなくっちゃ！」

　とっさに後ろに跳とんでいたティナが嬉き々きとした表情で銃じゆうを構かまえる。その引き金が引かれる前に、アリスが能力を反転発動。火薬の燃ねん焼しようを強引に止める。

　先ほどベリス側の銃撃を止めさせたのと同じやり方だ。

　ジャムが起きたことを理り解かいしたティナが一瞬の迷いもなく銃を捨すてる。その潔いさぎよさが、ティナの高い戦せん闘とうセンスを物語る。

　代わりにティナの手の中にナイフが現あらわれる。その独特なキヨン柄の形けい状じようから、ナチスドイツ製せいのものであることが知れる。

「アタシが銃だけだと、思うなよ！」

　叫さけびつつティナが左手のナイフを突つき出す。それをアリスの右手が迎むかえた。

　差し出されたアリスの右手首とティナの左手首が合わさる。そのままアリスの手はティナの動きに追つい従じゆうするだけ。たったそれだけでティナのナイフはアリスの体の外側へとはじき出されてしまった。

「なッ……！」

　驚おどろきに声をあげながらも、ティナの右手にも同じ形状のナイフが現あらわれる。召しよう喚かんと同時に突つき出すが、先ほどと同じように外側へと導みちびかれてしまう。

「銃じゆう以外はド素人しろうとじゃない！」

　アリスは深く腰こしを落とした姿し勢せいで、一気に距きよ離りを詰つめる。互たがいの膝ひざがぶつかり合うほどの超ちよう近きん接せつ距きよ離り。足あし技わざさえ封ふうじる完かん全ぜん防ぼう御ぎよ姿し勢せいだ。

「くっ！」

　どうにか距離を離はなそうとティナが後へと跳はねる。同時にアリスが大きく踏ふみ込んだ。

　アリスの左足が地面に叩たたきつけられる。強力な震しん脚きやくから発生した反発力が、アリスの足、腰、背せ中なか、左ひだり肩かたを通って左腕へと伝達。同時に筋肉の伸しん長ちようによりその威い力りよくを極きよく限げんにまで高める。

　下からえぐり込むようにして放たれたアリスの左ひだり拳こぶしがティナの鳩みぞ尾おちにめり込んだ。その拳から圧あつ倒とう的てきエネルギーがティナの体の中へと伝達していく。

「かはッ！」

　発はつ勁けいと呼よばれる強きよう烈れつな打撃を受け、ティナの体が宙ちゆうに浮ういた。

　即そく座ざにアリスの体の向きが変わる。体たい幹かんは一切動かず、前後の足の位置だけが瞬しゆん間かん移い動どうでもしたかのように入れ替かわる。無む足そくの法と呼ばれる、柔じゆう拳けんでは基き本ほんとされる技ぎ術じゆつの一つだ。

　さらに震脚。振ふりかざしたアリスの右拳には威い力りよくを高めるための炎ほのおがまとわりつく。

　発火能力により威力を底上げされた発勁がティナの顔面をとらえた。すさまじい衝しよう撃げきに、女殺し屋の体が後方へと吹ふき飛ばされていく。
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　ティナの体はきりもみ状じよう態たいから顔面着地、そのまま数回バウンドを繰くり返しようやく停止した。

「ゼェ……ハァ……」

　少々無理をしすぎたせいで、視し界かいが揺ゆれる。現げん実じつと精神が乖かい離りしていくような感覚を、アリスは必死でこらえた。

「アリス、大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか視界が揺れてるけど」

　通信機から聞こえるソフィアの声もどこか遠い。何か返そうと思うのだが、声が出てこず、結局無む視しするような形になってしまった。

　揺れる視界の中で、ティナがゆっくりと立ち上がる。顔には大きな火傷やけどができ、口からは胃いから逆ぎやく流りゆうした血が糸を引きながら垂たれ落ちる。腹はらを押おさえながら立つその姿すがたは、半死半生だ。

「立つ、か」

　初しよ撃げきで肺はいを潰つぶし、二撃目で顎あごと首の骨ほねを砕くだく予定だったのだが、現実と理想は違ちがうらしい。

　アリスは己おのれの力不足を痛つう感かんした。

　それでも、不ふ屈くつの闘とう志しを見せるアリスは、呼こ吸きゆうを整え直し再さい度ど構かまえる。

　対するティナもまた拳こぶしを構える。

　アリスはその疲ひ労ろうから、ティナは怪け我がのせいで、能のう力りよくが使えない。決着は拳でつけるしかない。

　ティナの後ろから、忽こつ然ぜんとレインコート姿すがたの怪かい人じんが現あらわれる。

「ティナ、引くぞ。」

「ヤニクひやにく、邪ひや魔ますふんんなな。ままだふあ決へつ着ひやふはふあつふいいてへねねぇえ」

　ティナの言葉を無む視しし、ヤニクは女殺し屋の体を抱だきかかえた。

「上からの命令だ。すでにクッカも撤てつ退たいしている」

　ティナは抵てい抗こうしようとするが、腹ふく部ぶの痛いたみがひどくまともに動けない。

　ヤニクの能力により、二人は足元の影かげの中へと吸すい込こまれるように姿すがたを消した。

「もしかして、逃にげた？」

　疲労で現げん実じつをうまく認にん識しきしていないアリスの声だけが残る。

「みたいね」

　ソフィアの声が遠い。あ、これは気き絶ぜつするな、とアリスは直感した。

「ごめ……ソフィ、あと……」

　最後まで言うこともできず、アリスが倒たおれる。通信機からソフィアの声が聞こえるが、答えることはできなかった。




　ナジャとマシューの戦いは通路から室内へと場所を移うつしていた。

　襲おそい来る白しろ銀がねの嵐らん閃せんをナジャがギリギリで回かい避ひ。その度にスーツに切れ込みが入り、肌はだが浅あさく切り裂さかれていく。

　防ぼう弾だん防ぼう刃じん繊せん維い製のスーツが、まったく役にたっていない。

　能力でナイフを消したいところだが、マシューの斬ざん撃げきが速すぎて全く対たい応おうできない。

　逆ぎやくにマシューは前回の戦いから、衝しよう突とつエネルギーまで消せないことを理り解かいしている。

　状じよう況きようは最悪だ。

「Hey, shithead! come on.」

　マシューの嘲あざけりに、ナジャは一切言い返せない。言い返す余よ裕ゆうがない。

　首くび筋すじを狙ねらった斬撃をなんとか回避しながら、ナジャは足元にあった椅い子すを蹴けり出し、後ろに跳とぶ。

　蹴り出された椅子をマシューが余裕を持って止める。下へ手たな追撃は一切せず、視線はナジャを捉とらえたまま。

（やべぇな）

　背せ中なかに流れる冷や汗あせを感じながら、ナジャは焦しよう燥そう感かんを覚えた。

　同じ近きん接せつ戦せん特化の能のう力りよくだが、素す手でのナジャとナイフを持ったマシューとでは間合いに大きな違ちがいがある。

　なんとかインファイトに持ち込こみたいが、マシューの攻こう撃げきをかいくぐって懐ふところに飛び込むだけの余よ裕ゆうがない。

　これがプロの殺し屋と元チンピラの差か。

「一いつ瞬しゆんも気の抜ぬけない殺し合いも好きだが、一方的に刻きざむのもたまんないね♪」

「服を刻んでご満まん悦えつか。変へん態たいめ」

　ナジャは大きく深しん呼こ吸きゆうをし、気息を整えた。

　勝つためにはインファイトに持ち込むしかないが、そのためにはあの斬ざん撃げきの嵐あらしをかいくぐらなければならない。防ぼう御ぎよを捨すてる以外なさそうだ。

　覚かく悟ごを決めると、ナジャは一気に駆かけ込んだ。

「そうするしか、ないよな♪」

　マシューが笑いながら刃やいばを振ふり下ろす。

　ナジャは右足を大きく踏ふみ出し、体を逸そらすことで回かい避ひ。同時に放った貫ぬき手てが避よけたマシューのアロハを切り裂さく。

　さらに踏み込もうとしたナジャだが、直感的に恐きよう怖ふを感じ急きゆう制せい動どうをかけた。

　直後に真下から銀色の閃せん光こうが駆け上がる。

　それは逆さか手てに握にぎり直されたマシューの刃だった。

「Dickhead!」

　天に駆け上がった刃が手の中で反転、ナジャの首くび筋すじめがけ襲おそいかかる。

「！」

　しかし、どうしたわけかマシューの斬撃が急きゆう激げきに失速した。

　ナジャの位置からはまるで見えなかったが、マシューの足元から腕うでが現あらわれ、彼の足にナイフを突つき立てていた。

「ここで……！」

　完全に失速したマシューの腕を、防御に回したナジャの腕がとらえる。同時に能力が発動、マシューの腕が半なかばから切り飛ばされた。

「くっ……」

　後から襲いかかってきた激げき痛つうに、マシューは声すら出すことができずその場に膝ひざをついた。

「よく分からんが、俺の勝ち、みたいだな」

　腕がなくなれば集中ができず、能力も使えないためほぼ勝敗は決した。そう思ったナジャは現げん状じようを確かく認にんすべくソフィアに連れん絡らくをとる。

　しかし、なかなかつながらない。

「なんだアイツ、サボってんのか？」

　わずかに、ナジャの意い識しきがそれる。

　それを好機と見たマシューが逃とう走そうを図ろうと、足に力を込こめた。後ろに跳とぶその前に、マシューの体に衝しよう撃げきが走る。

　彼の胸むねから、鋭えい利りな刃やいばが顔を覗のぞかせていた。

「言ったはずだ。ベリスに生き残りは存そん在ざいしない」

　振ふり向いたマシューの瞳ひとみに、レインコートの死神ヤニクの顔が映うつる。

「さすがプロ……しつこいね♪」

　マシューの体からナイフが引き抜ぬかれ、盛せい大だいに鮮せん血けつが迸ほとばしる。

　倒たおれたマシューはそのまま動かなくなった。

「野や郎ろう！」

　事じ態たいに気づいたナジャが慌あわてて駆かけ寄よる。しかし、ナジャが間合いに入る前に死神の姿すがたは影かげの中へと搔かき消えていた。

「クソッ！　逃にげやがった！」

　賞金首を殺され賞しよう金きん額がくが減へった上に、現げん行こう犯はんを取り逃してしまった。その失しつ態たいにナジャが歯は嚙がみする。

　すべては自分の不注意が招まねいたこと。ほかの誰だれも責せめられない。

　やり場のない怒いかりから、ナジャは地面を殴なぐりつけた。




　転々と続く血の痕あとを追い、クロウは階段を駆かけ降おりていた。血の痕は一階を過すぎ、地下階にまで続いている。

　途と中ちゆう、ビル全体が揺ゆれるような衝しよう撃げきがあり、天てん井じようから埃ほこりが舞まい落ちてくる場面もあった。

　クロウは手にした銃じゆうを確かく認にん。弾だん倉そうには弾丸が六発。安あん全ぜん装そう置ちも外れている。手入れはしっかりと行われており、真ま新あたらしい光こう沢たくがある。

　アリスから借りたものだが、彼女は普ふ段だん銃を使わないため、護ご身しん用ように持っているこの銃は新品と変わらない。

　階段の先は一本道の廊ろう下かになっていた。先に見た図面の通りならば、廊下は直進後一度だけ曲がり、その先には地ち下か駐ちゆう車しや場じように続く扉とびらがあるはずだ。

　廊下は予想していたよりもずっと大きい。天井も高く、実じつ際さい以上に広く感じられる。

　用心しながら廊下を行くと、またしてもビルが震動した。上でアリスが大おお暴あばれしているに違ちがいない。

　まっすぐに歩くと、図面通り曲がり角があった。その曲がり角を越こえた先に、スハイムがいた。

　スハイムは地下駐車場へと続く扉の前に立ち、クロウの方を振り向いていた。扉は半開きの状じよう態たいで、クロウが見ている前で音をたてて閉とざされた。

　どうやらハヤが駐ちゆう車しや場じように出たところで追いつけたようだ。

　スハイムがクロウへと向き直る。全身から怒いかりがオーラとなって立ち昇のぼっているかのようだ。

「ここに来るとき、ポケットに弾たまをいっぱい詰つめ込んできたんだけど……見ての通り、もう予よ備びが全然ないんだよね」

　あえておどけたような口く調ちようでクロウがしゃべり出した。

「でも、君一人逮たい捕ほするぐらいなら、この六発があれば十分、かな」

　そう言ってクロウはリボルバーを掲かかげて見せた。いつも通りの頼たよりない笑みを浮うかべているが、その笑みとは正反対に自信に満ちた挑ちよう発はつだった。

「たった一人で、六発しか持たず、その上俺を逮捕するだと？　とんだ自信家、いや、甘あまちゃんだな」

　スハイムは簡かん単たんにクロウの挑発に乗ってきた。予想通り、クロウを前にしてスハイムは逃にげない。

　なんの予告もなく、スハイムが右みぎ腕うでを振り上げる。ほぼ同時にクロウが走り出していた。

　振り下ろしたスハイムの袖そで口ぐちから、キラービーの群むれが放たれる。アリスにあれほど焼かれた後だが、まだこれほど余よ力りよくを残している。元がテレパスのハヤと、テレポーターであるスハイムとでは、保有している量が違ちがう。

　クロウは斜ななめに走ると、壁かべを駆かけ上がり蜂はちの群れを避よけた。よもや壁を歩けるとは思っていなかったように、蜂はクロウの横を通りすぎていく。

　テレポーターであるスハイムは、ハヤほど精せい密みつに蜂を操あやつれない。そのせいで蜂はその習性どおり直線でしか飛ばない。上階での戦いにて、クロウはそのことに気がついていた。

　スハイムの心しん臓ぞうに照しよう準じゆんを定め、クロウが引き金を引く。不安定な姿し勢せいなため、外れることが前ぜん提ていの射しや撃げきだ。

　三発放った弾だん丸がんは一発だけスハイムの右みぎ肩かたを掠かすめ、残りは見けん当とう違ちがいの方向へと流れていった。

　スハイムが左手を振りあげるタイミングで、クロウは足をたわめジャンプの準じゆん備びをした。

　床ゆかに向かって飛び上がったクロウの姿勢が空中で変わり、天てん井じように着地する。膝しつ射しや体たい勢せいになったクロウの遥はるか下を蜂の群れが通りすぎていった。

　床に向かうと見せかけつつ、天井へ移い動どうする。人間の常じよう識しきを打ち破やぶるフェイントに、スハイムは完全に翻ほん弄ろうされている。

　クロウから見てスハイムはほぼ真上。難なん易い度どの高い射撃ではあったが、構かまわず三連射。心臓近辺を狙ったはずだが、右みぎ太ふと股ももと左ひだり脇わき腹ばらに掠っただけ。

「チッ！」

　クロウの後方で二組の蜂はちの群はれが合体。巨きよ大だいな雲うん霞かとなる。

　膝ひざを伸のばす勢いきおいで飛び上がったクロウが空中で姿し勢せい制せい御ぎよ、同時に能のう力りよくを切り四し足そく獣じゆうの姿し勢せいで床ゆかに降おり立つ。前ぜん傾けい姿し勢せいのまま、クロウがダッシュ。

　スハイムの反はん応のうは速かった。すぐさまクロウが足元めがけてタックルをしてくると読み、重心を低くして倒たおれないように踏ふん張ばった。同時に一つにまとめた蜂の群れを呼よび戻もどす。

　自らの勝利をスハイムは確かく信しんした。

　しかし、スハイムの予想は前ぜん提ていから間ま違ちがっていた。

　クロウはスハイムではなく、そのすぐ横に向けて飛び込こんだ。その際さいにクロウの伸のばした腕うでがスハイムの足をわずかに掠かすめる。

　瞬しゆん間かんスハイムの体がつんのめるような形で宙ちゆうに浮うく。天地が逆転したかのような現げん象しように驚おどろくスハイムの視界に、クロウが後ろ手に投げた手しゆ榴りゆう弾だんが映うつる。

「……！」

　クロウは反はん転てん能のう力りよくを使い、安あん全ぜん圏けんである床の上に伏ふせている。かたやスハイムは逃のがれようのない空中。

　手榴弾が地面に落ちる硬こう質しつな音。それは終しゆう焉えんを告げる笛ふえの音。

　あっけにとられるスハイムの体を、爆ばく風ふうが叩たたいた。




　爆発の衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされながらも、スハイムはまだ生きていた。

「クソッ！　こんなところで、死んでたまるか」

　全身を苛さいなむ激げき痛つうに耐たえながら、スハイムは駐ちゆう車しや場じようへと這はい出る。ここから逃にげきれば、まだ望みはある。

　要は生き残ればいいのだ。復ふく讐しゆうの機会などいくらでもある。

「あんな、卑ひ怯きよう者ものに……」

「騙だまし討うちは卑怯ではない」

　突とつ然ぜん降ふりかかった声に、スハイムは顔をあげた。

　いつからそこにいたのか、レインコート姿すがたの人物が立っていた。

「騙されたお前が悪いのだ」

　冷れい徹てつな暗殺者の瞳ひとみがスハイムを見下ろす。




　爆発後、しばらくしてからクロウは立ち上がった。スーツの上に降ふり積もっていた蜂の破は片へんや小石が音をたてて転がる。

　爆音のせいで、耳がキンキンする。今になって恐きよう怖ふ感かんから寒気が走る。

　ようやく窮きゆう地ちを脱だつしたおかげで、クロウの感情が蘇よみがえってきていた。同時に疲ひ労ろう感かんが押おし寄よせる。

　視し線せんを巡めぐらせるが、すでにスハイムの姿すがたはない。

　代わりに真ま新あたらしい血けつ痕こんが扉とびらの向こう側へと続いていた。距きよ離りがあったとはいえ、まともに爆ばく風ふうを受けて、まだ動けるとは信じがたい。

　廊ろう下かの中央には大量の蜂はちの死し骸がいが転がっている。構こう造ぞう的てきにもっとも弱い関かん節せつ部ぶ分ぶんで解かい体たいされた無む残ざんな姿を晒さらしている。

　もしスハイムが、ハヤと同どう程てい度どの支し配はい型がたテレパシーの使い手だったならば、クロウに勝ち目はなかった。ハヤのように完かん璧ぺきな操そう作さをされたら、フェイントが効きかず、毒どく針ばりで滅めつ多た刺ざしになっていただろう。

　結局クロウの勝しよう因いんはスハイムの油ゆ断だんにあった。クロウはただ、慢まん心しんしたスハイムの隙すきをついただけだ。

　クロウはアリスから借りた銃じゆうを左手に持ちかえ、腰こしの後ろのホルスターから自分のリボルバーを抜ぬいた。

　残ざん弾だんをチェック。ちゃんと六発入っている。安あん全ぜん装そう置ちがかかっていることを確かく認にんし、解かい除じよする。

　扉を開けると、薄うす暗ぐらい地ち下か駐ちゆう車しや場じように出た。廊下が広かったぶん、駐車場自体は小さめだ。

　引きずったような血痕を追っていくと、スハイムとハヤの姿がそこにあった。

　脇わき腹ばらが血に染そまり、蒼そう白はくな顔のハヤ。彼女が跪ひざまずく隣となりに、ボロボロになったスハイムが倒たおれている。

　真っ白だった民みん族ぞく衣い装しようがススと血に染まり、元の色が分からないほどに汚よごれきっている。

　胸むねから大量の血が流れ出しており、明らかに致ち命めい傷しようになっている。

　本気で殺しにいかなければ勝てない相手だったとはいえ、本当に殺してしまった事実に、クロウは少なからずショックを受けた。

『兄さん、起きて。兄さん、お願い、目を開けて』

　ハヤは使い慣なれた母国語でスハイムに語りかけながら、その体を揺ゆすっていた。

「ハヤ……」

　クロウの声に、ハヤが振ふり向く。その瞳ひとみはガラスのようで、何も映うつしていないように見える。

「また、あなたなの？」

「ごめん、ハヤ」

　スハイムを殺してしまったその後ろめたさから、クロウは謝あやまった。

「でも、ハヤ。これだけは信じてほしい。僕は、君を助けようと……」

「うるさい！　だまれ！　人殺し！」

　ハヤの叫さけびに、クロウは大きなショックを受け立ち尽つくした。




　私はただ普ふ通つうに暮くらしたかっただけ。普通に幸せになりたかった。

　昔から嫌いやなことはたくさんあった。苦しいこともたくさん我が慢まんした。

　でも、もうイヤなの。

　私はみんなと一いつ緒しよに暮くらしたい。またあの日々に戻もどりたい。

　兄さんも昔の兄さんに戻ってくれた。あの時のやさしい兄さんに。

　今の兄さんだったら、クロウやアリスとだってうまくやってくれるはず。

　クロウもアリスもやさしいから、きっと兄さんを受け入れてくる。私の時みたいに。

　そうすればみんなで一緒に暮らせる。みんな幸せになれる。

　そう思ったのに。

　それを……それをアイツが！

　さっき兄さんの胸むねにナイフを突つき立てて消えたのに、また出てきた。

　目が霞かすんでよく見えないけど、兄さんを殺したアイツだ。絶ぜつ対たいにそうだ。

　今度はなに？　私を殺しにきたの？

　私は負けない。私は戻るんだ。あの日々に。

　アイツがまた、訳わけの分からないことをごちゃごちゃ言っている。

「うるさい！　だまれ！　人殺し！」

　私の夢ゆめを壊こわしたアイツは許ゆるさない。

　私の幸せを返せ！

（みんな、来て）

　私の呼よびかけに、みんなが反はん応のうしない。

　痛いたみ止めは飲んだけど、まだ集中できていないのかな？

（お願い……みんな、来て）

　ようやく、私の足元が揺ゆれ出す。

　もう少し、もう少しでみんながくる。

　私の影かげの中から染しみ出すように、蟻ありの群むれが現あらわれる。

「死ね！　お前はここで死ね！」

　兄さんの仇かたきは私がとる。

　──衝しよう撃げき！

　なにかに跳はね飛ばされたみたいに、私の体が浮ういた。

（撃うたれた？）

　ああ、そうだ。撃たれたんだ。

　でも不思議。全然痛いたくない。

　頭も打ったはずなのに、こっちも痛くない。

　私、死ぬのかな？

　兄さんの仇も討うてず、みんなにお礼さえ言えず。

　そんなのイヤだな。

「ハヤ！」

　アイツが私の体を抱だき起こしていた。

　その顔が、なんだかクロウに似にているように見える。

（クロウ……？）

　そんなはずない。クロウがこんなところにいるはずないよ。

　だとしたらこれは誰だれ？

　そうだ。アイツだ。アイツがクロウの真ま似ねをしてるんだ。

「慰なぐさめのつもり？　この、噓うそつき」

　でも、少しうれしいかな？




　一ひと刺さしで命を奪うばう蟻ありの群むれ。

　その向こうにある殺意に燃もえる少女の瞳ひとみ。

　本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふに導みちびかれ、クロウは引き金を引いていた。

　静かな駐ちゆう車しや場じように、甲かん高だかい破は裂れつ音おんがこだまする。

　地面に倒たおれるハヤ。それをクロウはただ見つめているしかできなかった。

　召しよう喚かんされた蟻が、ハヤの支し配はいから解とかれ、この世のどこにも存そん在ざいしない巣を求めて散会していく。

　夢む遊ゆう病びよう者しやのように、クロウがハヤのもとへと歩み寄よる。

「こんなはずじゃ……僕はただ、君を……助けたかったはずなのに」

　抱き上げたハヤの体は真っ赤に染そまっていた。

　脇わき腹ばらに一か所。そして、今撃うった一か所。小さな体に、計二カ所もの穴あなが開いている。

　どう見ても、致ち命めい傷しようだ。

　さっきまであれほど回転していた頭が、まるで働かない。どうすればいいのか分からない。

「なんで、どうして……」

　涙なみだを浮うかべるクロウの腕うでの中で、ハヤがわずかに身じろぎした。

　まだ生きている。クロウの中にわずかに希望が生まれる。

「ハヤ！　しゃべっちゃダメだ。すぐに救きゆう急きゆう車しやを呼ぶから！」

　クロウの言葉が聞こえていないのか、ハヤの唇くちびるが動く。

「ハヤ、しゃべっちゃ……」

「……噓うそつき」

　クロウの動きが止まった。

　かすれて聞き取りにくかったが、確たしかに「噓つき」と聞こえた。

　少年の中で、何かが壊こわれていく。
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　ベリス社壊かい滅めつと書かれた夕ゆう刊かんを眺ながめ、バロウズは薄うすく微笑ほほえんだ。

「あの子たち、予想以上にやるわね」

　一人か二人死ぬかと思っていたが、全員生きていた。どうやら少々見くびっていたようだ。

　クッカの報ほう告こくによれば、ベリスのボスを殺したのはマシューらしいが、それを知る人間はすべてヤニクが始末した。

　後は堂どう々どうと自分たちでやったことにしてしまえばいい。真実よりも事実の方が重じゆう要ようなのだ。

（ワインの一本でも送ってあげようかしら）

　ワインは適てき切せつに保ほ存ぞんすれば確かく実じつに値ね段だんが跳はね上がる。そのためマネーロンダリングや賄わい賂ろとしてよく使われている。

　今後利用することも考えれば、今のうちにコネを作っておくのもいいだろう。

　バロウズは固定電話を手に取り、短たん縮しゆくダイヤルから部下の一人にワインを用意するように伝えた。

　電話を置こうとしたバロウズは、そこでふとなにかを思い出したように別の短縮ダイヤルを押おす。

　相手はすぐにつながった。

「今回はお疲つかれ様、ヤニク」

「いえ」

　電話の向こうから相変わらずの陰いん気きな声がかえってくる。

　本来なら実行部隊のリーダーであるティナを仲ちゆう介かいする所だが、今彼女は入院しているため使えない。そのためバロウズは直ちよく接せつ暗殺者ヤニクに連れん絡らくをとっていた。

「もう一つお仕事頼たのめるかしら？」

「むろんです」

「刑けい務む所しよにハンナ・ベルンストレームがいるでしょ？　アレ、ちょっと邪じや魔まなのよ」

　ヤニクの陰気な笑い声が届とどく。

　命令が確かく実じつに伝わったことを理り解かいしたバロウズはそれで電話を切った。

（これで我わが社の面子めんつは完かん璧ぺきに守られる。次はどうしようかしら）

　その顔が冷笑にゆがむ。




　夜。

　闇やみがわだかまる事じ務む所しよに、クロウはただ呆ぼう然ぜんとして座すわっていた。

　結局、彼はナジャが助けに来るまで、ハヤの死体を抱だきかかえたままだった。

　スハイムとハヤの賞金はソフィアが気を利きかせて申しん請せいしていた。アディントン側も異いを唱えることはなかったため、このまま事務所に支し払はらわれる手はずになっている。

　二人を誰だれが殺したのか、クロウは一切口を開こうとしなかったため、皆みな諦あきらめて聞こうとしなかった。

（噓うそつき）

　ハヤの最後の言葉がクロウの胸むねに突つき刺ささっていた。当然だとクロウは思う。助ける、救う、そんな風に言っていたのに、結局殺してしまった。それでは確たしかに噓つきだ。

　ハヤを救うにはスハイムの存そん在ざいが邪じや魔まだった。スハイムがいる限かぎり、ハヤの心はその呪じゆ縛ばくから逃のがれられない。だから本気で殺しにかかったのだ。

　それがハヤに恨うらまれる原げん因いんになったわけだ。なんという皮肉だろうか。

（結局僕は身勝手なタダのガキなんだ）

　あの状じよう況きようでも、殺さない方法があったはずだ。それなのに、自分の命が惜おしくて、ハヤを撃うってしまった。最低の人間だ。

　思い返せば諦めてばかりの人生だ。クラスに溶とけ込こもうとして諦め、アリスのようになろうとして諦めた。ハヤを救う方法だって他にあったのかもしれない。それを諦めた結果、こうなったのだ。

　自責の念にかられるクロウの耳に、引きずるような足音が入ってきた。

「まだ起きてたの？」

　足音の主はアリスだった。

　一見普ふ通つうに見えるが、ティナとの一戦が原げん因いんでスーツの下は包帯だらけだ。

　クロウはアリスの言葉には答えず、代わりに軽く微笑ほほえんだ。

　アリスにはその笑みが無理に笑おうとして失敗しているようにしか見えない。

「起きてるなら、一杯ぱい付き合わない？」

　そう言ってアリスは手にしていたワインボトルを掲かかげて見せる。

「アディントンのクソババァが『今回はありがとう』だってさ」

　その言葉でクロウにもワインがバロウズからの贈おくり物だということが知れた。

　今回は完全にアディントンに持っていかれた形になった。アディントンはベリスの利り権けんの一部を奪うばい、また面めん目もくも保たもっている。

　表向きにはクロウたちがベリスを潰つぶしたことになっていたが、裏うらではアディントンの意い趣しゆ返がえしだということになっている。

　マシューも含ふくめ、ベリスの幹かん部ぶもすべて殺されている。しかもほとんど証しよう拠こが残っていない。驚おどろくべき手て際ぎわのよさだ。

「完全に、やられたね」

　アリスはクロウの言葉を無む視しして、ボトルを開けた。彼女にしては珍めずらしく、返す言葉が思いつかなかった。

「まだ若いけど、いい味ね。ワインの趣しゆ味みだけは認みとめてあげなきゃね」

　テイスティングを終えたアリスがグラスにワインを注ぐ。血のように赤いワインが、ハヤの姿すがたを連想させた。

「乱みだれるまで飲まないでくれよ」

「そこまで量がないでしょ」

　アリスは酒に強いが、一度酔ようと手が付けられない。本人も自覚があるため、気を付けている。

「覚えてる？　昔クロウが風か邪ぜをひいたときに、ホットワイン持っていったでしょう？」

「うん。ひどい味だったよ」

　アリスはクロウをどうにか元気づけようと、必死で言葉を探さがしていた。放っておいたら、自殺してしまいそうに見えるのだ。

「そう？　でも、風邪はすぐに治ったでしょう？」

「二度と飲みたくないから、無理して学校に行っただけさ」

　うっすらと笑みを浮うかべ、クロウはワインを煽あおった。

　その表情の変化に、アリスはようやく安心した。無理にでも笑えれば、自殺することはないだろう。

　クロウのグラスにワインを注ぎ足しながら、アリスは笑みを浮かべた。

「私は好きよ、とは言えないのが現げん実じつね」

「だよね」

　その後も昔話に花が咲さく。ワインはあっという間になくなってしまった。

　不意にクロウが押おし黙だまる。酔よいが回ってきたせいで、目め尻じりに涙なみだが浮うかんだ。

「僕は……僕は、ハヤを助けたかったんだ」

「アンタが乱みだれてどうすんのよ」

「……ごめん」

　謝あやまるクロウの肩かたに、アリスは腕うでを回した。

「なにがあったか知らないけど、忘わすれなさいよ。そんなこと」

「でも……！」

　振ふり向いたクロウは、そこでようやく、アリスの目が赤いことに気づいた。

　アリスもハヤのことを悲しんでいる。それを押し隠かくして、自分のことを慰なぐさめてくれていることに気づいた。

「僕は、やっぱり勝手なんだね」

「みんなそうよ。私もソフィもナジャも、みんな勝手なのよ。アンタだけじゃないわ」

　二人の間に沈ちん黙もくが落ちる。普ふ段だんなら笑い話にできるのに、今だけはとても笑えない。

　先に沈黙を破やぶったのはクロウだった。

「アリスなら、ハヤを救えたかな」

　クロウにとってその質しつ問もんは自分の首を絞しめるようなものだった。ハヤを殺してしまった自じ責せきの念ねんと、アリスの持つ力に対する嫉しつ妬と。その二つを同時にえぐる質問だった。

　だが、答えは意外なものだった。

「そんなの分かるわけないじゃない」

　アリスなら『絶ぜつ対たいに救ってみせた』と言いきってくれる。そう思っていた。だが実じつ際さいは違ちがった。アリスもただの人間、超ちよう人じんではないことにクロウは今いま更さらながら気づいた。

「でも、そうね……私がハヤを追っていたら、間ま違ちがいなくスハイムを殺していたし、クロウかナジャ、どっちかが死んでたわ」

　アリスの脳のう裏りには、ティナの姿すがたが浮かんでいた。あのレベルの能のう力りよく者しやと戦って、クロウやナジャが勝てるとはどうしても思えなかった。

「結局私たちは子供だったのよ。力のない子供」

「そう。そうだね」

　結局自分たちにはなにもない。力がないから、ハヤも救えない。クロウの中にまたしても諦あきらめが首をもたげてきた。

「でも次は勝つ。誰だれも死なせない」

　力強いアリスの言葉に、クロウはハッとなった。

　絶対に諦めるな。そう言われているように思えた。

「そうだね。もっと強くなれば、いいんだよね」

　涙なみだを滂ぼう沱だと流しながら、それでもクロウは笑ってみせた。心から血を流しながらも、懸けん命めいに。

　ただ、ただ今だけは、涙を止めることができない。

　アリスはなにも言わず、クロウをやさしく抱だきしめた。

　静かに時間だけが過すぎていく。







あとがき劇場～死んだ天使編～




※この先には重大なネタバレが含ふくまれます。ご注意ください。

ハヤ：ヤッピー☆　ヒロインのハヤでーす！　今回はナジャさんと一いつ緒しよに本作に寄よせられた疑ぎ問もんにお答えしようと思います！

ナジャ：言っとくが、俺はつっこまんぞ？

──ＩＨＯＦってイチジョーハンターズオフィスの略りやく？　なんか違ちがくね？

ハヤ：元々は違うタイトルの略だったらしいです。元タイトルですが、ネタ帳ちようによりますと……石Ｉ焼き芋を頰Ｈ張ったらおＯいしさのあまり不Ｆ覚にも涙が出た……？　なにこれ？

ナジャ：俺はふかし芋いも派はだな。

ハヤ：えーっと……私はスウィートポテト派です！

──ジャンルって何？

ハヤ：選せん評ぴようには「中二病全開のバトルもの」と書かれ、担たん当とうさんには「ハードボイルドなバトルもの」と言われてました。作者はファンタジーだって言い張はってますけどね。

ナジャ：ＳＦだと思ってたんだがなー。

ハヤ：私はラブコメだって信じてたんですけどね～。

──作中最強って誰だれ？　やっぱアリス？

ハヤ：私です！　特に遠えん距きよ離り戦せんではヤンマーニがかかります！

ナジャ：あれ、名曲だよな。心に響ひびく。

ハヤ：（この人、ホントにつっこまないな）

──ネタがわかりません。

ハヤ：私もわかりません。

ナジャ：シリアスはシーンにもネタが入ってるって話だぞ？

ハヤ：え？　ホントですか!?

ナジャ：さあ？

ハヤ：……

──まともに答える気、ありますか？

ハヤ：真面目に答えたつもりなんですけど？

ナジャ：俺も大真面目だ。

ハヤ：噓うそつけ……おっと、もう時間ですね。では今回はここまで。また次回（があれば）お会いしましょう。（もしあるとすれば）次回はもっと明るくなる予定です。では皆みなさん、まったね～☆　バイバーイ！

※このあとがきには重大な設せつ定てい崩ほう壊かい、キャラ崩壊が含まれます。ご注意ください。
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春はる鳩はと 兼けん

イラストを描いていただいた猿ゴルさん、色々とご意見いただきました編集さん、並びに関係各位の皆様方にこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。

借りる場を間違えてる？　気のせい、気のせい♪
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夏だからホット




イラスト／猿さるゴル

お初にお目にかかります猿ゴルです

作者様と読者様のイメージを壊さず邪魔しない

そんな絵が描けていれば幸いです







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「春鳩 兼先生」係

「猿ゴル先生」係
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本書は第20回電撃小説大賞応募作品『IHOF』に加筆・修正したものです。
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